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k㎡
昭

和
5
3
年

9
月

1
6
日

3
4

ナ
カ

マ
ガ

ワ

名
嘉

真
川

ナ
カ

マ
ガ

ワ

名
嘉

真
川

1
,0

0
0

m
3
.2

7
k㎡

昭
和

4
7
年

5
月

6
日

認
定

k㎡
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(令和８年４月１日現在)

番号 所轄 海　岸　名 位　　　　　置
指定延長

（ｍ）
指定年月日

指　　　定
告示番号

 備考

1 饒　波　海　岸 大宜味村喜如嘉～大兼久 2,515 昭和40.4.6 95

2 津　波　海　岸 大宜味村津波 1,015 昭和40.4.6 95

3 津　波　海　岸 大宜味村津波 1,200 昭和55.1.28 48

4 源河後原海岸 大宜味村津波～名護市源河 1,290 昭和40.4.6 95

塩　屋　海　岸 2,346 昭和40.12.21 376

根路銘・塩屋海岸 3,432 平成25.10.18 551

6
根　路　銘　～
大 兼 久 海 岸

大宜味村根路銘～大兼久 1,180 昭和48.3.22 90

7 鏡　地　海　岸 国頭村鏡地 1,100 昭和55.1.28 48

8 鏡　地　海　岸 国頭村鏡地 108 昭和47.1.25 34

952.05 昭和47.1.25
 34

441.6 平成10.4.24 390

10 辺 土 名 海 岸 国頭村辺土名 952.05 昭和47.1.25 34

11 伊　地　海　岸 国頭村伊地 780 昭和55.4.14 251

12 桃　原　海　岸 国頭村桃原 520 昭和55.1.28 48

13 浜　　海　　岸　 国頭村浜 350 昭和47.1.25 34

14 楚　　州　　１ 国頭村楚州 660 昭和62.5.12 348

15 楚　　州　　２ 国頭村楚州 578 昭和62.5.12 348

16 浜元～備瀬海岸 本部町浜元～備瀬 5,220 昭和47.4.25 127

17 平　良　海　岸 東村平良 2,400 昭和55.1.28 48

18 照　久　海　岸 東村照久 746 昭和51.6.3 187

19 平良湾海岸 東村伊是名 348 平成23.9.20 469

20 松田潟原海岸 宜野座村松田 1,375 昭和40.4.6 95

21
宜野座海岸

宜野座地区海岸
宜野座村松田～宜野座 880 昭和56.12.10 632

22 浜　田　海　岸 金武町金武 560 昭和48.6.11 168

23 野　甫　海　岸 伊平屋村野甫 450 昭和52.2.28 97

24 島　尻　海　岸 伊平屋村島尻 2,757 昭和62.5.12 348

25 前　泊　海　岸 伊平屋村前泊 2,096 昭和62.5.12 348

26 田　名　海　岸 伊平屋村田名 450 昭和62.9.4 660

27 今　泊　海　岸 今帰仁村今泊 295 昭和51.6.3 187

28 東 江 前 海 岸 伊江村東江前 3,750 昭和52.2.28 97

950.0 昭和60.12.10 973

617.5 平成22.8.17 418

30 汀　間　海　岸 名護市汀間 1,453 昭和51.6.3 187

31 真 喜 屋 海 岸 名護市真喜屋 184 平成29.2.24 124 再指定

国土交通省水管理・国土保全局所管海岸保全区域一覧表

北

部

土

木

事

務

所

5 大宜味村根路銘～塩屋  変更

9 辺 土 名 海 岸 国頭村辺土名  変更

29 済 井 出 海 岸 名護市済井出 変更
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(令和８年４月１日現在)

番号 所轄 海　岸　名 位　　　　　置
指定延長

（ｍ）
指定年月日

指　　　定
告示番号

 備考

国土交通省水管理・国土保全局所管海岸保全区域一覧表

32 稲　嶺　海　岸 名護市稲嶺 2,260 平成29.3.21 205 再指定

820 昭和40.4.6
 95

876 平成9.1.14 11

34 屋 嘉 地 海 岸 名護市屋我 1,050 昭和50.10.2 412

昭和51.6.3 187

平成26.8.8 441

36 呉　我　海　岸 名護市呉我 720 昭和47.4.25 127

昭和42.9.12
 370

平成5.3.23 300

38
名　護　海　岸
東江地区海岸

名護市世冨慶 760 平成7.3.24 338

2,900 昭和55.1.28 48

3,411 平成18.8.8 549

3,337 平成30.2.16 86

40 名 嘉 真 海 岸 恩納村名嘉真 2,900 昭和55.1.28 48

41 名 嘉 真 海 岸 恩納村名嘉真 2,673 昭和50.10.2 412

42 真 栄 田 海 岸 恩納村真栄田 1,458 昭和50.10.2 412

43 熱　田　海　岸 恩納村熱田 1,113 昭和41.9.16 316

44 冨　着　海　岸 恩納村冨着 849 昭和41.9.16 316

1,550 昭和41.9.16 316

1,640.4 平成15.6.2 375

46 瀬 良 垣 海 岸 恩納村瀬良垣 1,500 昭和50.10.2 411

47 谷茶～南恩納海岸 恩納村谷茶～南恩納 5,080 昭和48.3.22 90

48 屋 嘉 田 海 岸 恩納村恩納 437 平成9.3.25 280

49 石　川　海　岸 うるま市石川 440 昭和40.12.21 376

50 照　間　海　岸 うるま市与那城照間 650 昭和44.6.28 290

51 水　釜　海　岸 嘉手納町水釜 1,660 昭和51.6.3 187

52 長　浜　海　岸 読谷村長浜 1,120 昭和50.10.2 411

1,500 昭和60.12.10
 973

1,675 平成18.8.8 548

2,005 昭和50.10.2 411

1,999 平成24.1.6 3

55 北　前　海　岸 北谷町北前 260 昭和50.4.17 161

56 北谷～北前海岸 北谷町北谷～北前 1,490 昭和60.12.10 973

4,350 昭和51.1.28
 48

1,190 昭和61.7.22 516

640 昭和51.6.3
 187

278.6 平成16.3.26 262
3,597 昭和61.7.22 515
3,617 令和４．３．22 81
2,450 昭和55.1.28 48

2,408 令和２.９.18 406

宜 野 湾 海 岸
大山地区海岸

59 宜野湾市大山  変更

浦添市港川～牧港

喜瀬～幸喜海岸

37 名護～屋部海岸 名護市名護～屋部 3,817  変更

35 嘉　陽　海　岸 名護市嘉陽 499  変更

54 浜　川　海　岸 北谷町浜川  変更

名護市喜瀬～幸喜  変更

45 仲泊～前兼久海岸 恩納村仲泊～前兼久  変更

39

北

部

土

木

事

務

所

33 久　志　海　岸 名護市久志  変更

58
宜 野 湾 海 岸
伊  佐  地  区

宜野湾市伊佐  変更

中

部

土

木

事

務

所

53 宇　座　海　岸

60 浦添海岸港川地区  変更

宇地泊～大山海岸 宜野湾市宇地泊～大山  一部廃止57

読谷村宇座  変更
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(令和８年４月１日現在)

番号 所轄 海　岸　名 位　　　　　置
指定延長

（ｍ）
指定年月日

指　　　定
告示番号

 備考

国土交通省水管理・国土保全局所管海岸保全区域一覧表

61 板 良 敷 海 岸 与那原町板良敷 184 昭和46.6.30 238

62 与 那 原 海 岸 与那原町与那原 517 昭和46.6.30 238

63 仲　島　海　岸 与那原町与那原 720 昭和47.4.25 127

64 冨 祖 崎 海 岸 南城市佐敷字冨祖崎 403 昭和53.3.20 150

65 東　　海　　岸 渡名喜村東 485 昭和52.2.28 97

66 儀　間　海　岸 久米島町儀間 135 昭和47.4.25 127

67 島　尻　海　岸 久米島町島尻 2,250 昭和55.1.28 48

68 新　原　海　岸 南城市玉城字百名 560 昭和43.8.13 290

69 名　城　海　岸 糸満市名城 542 昭和43.8.13 290

4,940 昭和44.6.28
 290

2,600.6 平成16.3.26 263

13,483.5 平成20.3.28 241

12,986.8 令和5.12.26 432

851 昭和60.12.10
 973

850 平成16.3.26 264

72 島　尻　海　岸 宮古島市平良字島尻 500 昭和55.1.28 48

975 昭和52.10.6
 419

1,042 平成8.2.27 187

74 上　地　海　岸 宮古島市下地字上地 1,295 昭和52.10.6 419

75 与 那 覇 海 岸 宮古島市下地字与那覇 786 昭和52.10.6 419

76 伊 良 部 海 岸 宮古島市伊良部 1,300 昭和50.10.2 411

77 伊 野 田 海 岸 石垣市伊野田 850 昭和55.1.28 48

78 伊 野 田 海 岸 石垣市伊野田 1,485 昭和50.10.2 411

79 大　浜　海　岸 石垣市大浜 3,200 昭和48.6.18 183

80 白　保　海　岸 石垣市白保 2,230 昭和48.6.18 183

81 野　底　海　岸 石垣市野底 3,200 昭和55.1.28 48

82 上　原　海　岸 竹富町上原 1,533 昭和50.10.2 411

83 黒　島　海　岸 竹富町黒島 400 昭和51.6.3 187

84 祖　納　海　岸 竹富町祖納 96 昭和55.1.28 48

85 祖納干立海岸 竹富町祖納 1,530 昭和53.12.21 525

317 昭和48.1.11
 4

703 平成9.3.11 189

87 綱　取　海　岸 竹富町宇崎山 172.66 平成8.12.17 1104

88 鳩　間　海　岸 竹富町鳩間 336.98 平成14.2.1 80

令和２.６.２ 287
令和４．３．22 82

89 川　平　海　岸 石垣市川平  変更

八
重
山
土
木
事
務
所

 変更

 変更

南
部
土
木
事
務
所

70 豊 見 城 海 岸 豊見城市豊崎  変更

71 糸　満　海　岸 糸満市真栄里

※番号40～48は、海岸法第５条第６項及び同法第37条の３第３項の規定により、沖縄県から海岸の管理権限の
委譲を受けた恩納村が日常管理を行っている。

宮
古
土
木
事
務
所

73 池　間　海　岸 宮古島市平良字池間  変更

86 上　里　海　岸 与那国町与那国

100.00
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(令和８年４月１日現在)

番号 所轄 海　岸　名 位　　　　　　　　　　置
指定延長

(m)
指定年月日

指　　　定
告示番号

 備考

1 奥　　　　港 国頭村字奥 510.79 昭和59.10.30 843

2 運　 天 　港 名護市呉我 720 昭和47.4.25 127 重複

3 運　 天 　港 名護市字屋我及び字饒平名 519 平成20.8.19 482 指定変更

4 運　 天 　港 名護市字仲尾 400.66 昭和59.10.30 843

5 運　 天 　港 名護市字饒平名 285 昭和62.12.11 912

6 運　 天 　港 名護市字饒平名 1,567 平成元.11.4 801

7 運　 天 　港 名護市字仲尾 379 平成元.11.4 801

8 運　 天 　港 名護市字仲尾次 525 平成8.12.13 1088

9 運　 天 　港 名護市字済井出 279 平成4.2.28 193

10 運　 天 　港 今帰仁村字湧川 790 昭和52.4.14 179

11 運　 天 　港 今帰仁村字運天 480 昭和52.4.21 189

12 運　 天 　港 今帰仁村字湧川 2,101 昭和57.3.25 205

13 古 宇 利 港 今帰仁村古宇利 25 昭和54.11.8 479

14 渡久地港 本部町浜元 380 昭和47.4.25 127

15 渡久地港 本部町浜元～備瀬 2,175 昭和47.4.25 127 重複

16 渡久地港 本部町渡久地 583 昭和51.12.13 439

17 本　 部 　港 本部町大浜 1,390 昭和55.11.１ 667

18 本　 部 　港 本部町塩川 62 平成3.3.26 305

19 本　 部 　港 本部町塩川 456 平成4.3.17 300

463 昭和53.2.6 55
483 平成17.11.29 483

21 （本部）水納港 本部町字瀬底 376.00 平成4.1.24 93

450 昭和52.4.21 189
364.1 平成28.3.1 100

410 昭和57.12.18 685
917.5 平成22.10.26 540

1,019.5 平成28.3.1 101

24 （伊平屋）前泊港 伊平屋村字前泊～我喜屋 2,350 昭和57.3.20 188

25 （伊平屋）前泊港 伊平屋村字我喜屋 230.3 昭和62.1.20 36

26 （伊平屋）前泊港 伊平屋村字島尻 415.07 昭和62.1.20 36

27 （伊平屋）前泊港 伊平屋村字島尻～我喜屋 598 平成8.10.18 931

28 塩　 屋 　港 大宜味村字塩屋 171.4 昭和61.6.13 412

29 塩　 屋 　港 大宜味村字塩屋 658 昭和62.10.30 814

30 塩　 屋 　港 大宜味村字白浜 209 令和３.２.19 75

31 金 武 湾 港 宜野座村漢那 427.26 平成15.9.26 696 重複

32 金 武 湾 港 金武町金武先謝原 928.95 平成28.6.10 331

33 金 武 湾 港 金武町金武 560 昭和48.6.11 163 重複

34 金 武 湾 港 金武町伊芸 1,441.25 平成10.3.3 182 指定変更

935 昭和55.11.6 667
1,868 平成15.5.6 390

36 金 武 湾 港 金武町屋嘉 1,360 平成14.11.1 928 指定変更

37 金 武 湾 港 金武町金武 1,993.4 昭和61.9.19 657

38 金 武 湾 港 金武町金武 499 平成2.6.8 503

39 金 武 湾 港 金武町字屋嘉 1,105.30 平成10.8.28 665 指定変更

40 金　武　港　湾 うるま市石川 440 昭和40.12.21 376 重複

41 金　武　港　湾 うるま市石川 1,052.97 昭和62.3.13 199

42 金　武　港　湾 うるま市石川東恩納～石川白溝原 981.96 平成16.11.21 761

43 金　武　港　湾 うるま市与那城屋慶名 200 昭和44.6.28 290

44 金　武　港　湾 うるま市与那城照間 650 昭和44.6.28 290 重複

45 金　武　港　湾 うるま市与那城屋慶名～照間 3,220 昭和44.6.28 290 重複

国土交通省港湾局所管海岸保全区域一覧表

北
　
部
　
土
　
木
　
事
　
務
　
所

20 本　 部 　港 本部町健堅

22 仲　 田 　港 伊是名村字仲田、上仲田南風原

23 仲　 田 　港 伊是名村字仲田

35 金 武 湾 港 金武町屋嘉地区の一 指定変更

中
部
土
木
事
務
所
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(令和８年４月１日現在)

番号 所轄 海　岸　名 位　　　　　　　　　　置
指定延長

(m)
指定年月日

指　　　定
告示番号

 備考

国土交通省港湾局所管海岸保全区域一覧表

46 金　武　港　湾 うるま市与那城照間～赤野 3,880 昭和44.6.28 290 重複

47 金　武　港　湾 うるま市与那城桃原 490 昭和55.3.21 173

48 金　武　港　湾 うるま市与那城字平安座 1,012 昭和57.7.24 402

49 金　武　港　湾 うるま市与那城字伊計 355 平成10.5.29 476

50 金　武　港　湾 うるま市与那城字宮城 180 平成11.3.17 237

51 金　武　港　湾 うるま市勝連浜 266 昭和57.2.20 122

52 金　武　港　湾 うるま市勝連浜 209.7 昭和61.9.19 656

53 金　武　港　湾 うるま市勝連浜 318.14 昭和62.3.13 199

54 金　武　港　湾 うるま市勝連浜 513.90 平成5.10.5 755

55 金　武　港　湾 うるま市勝連比嘉 290 昭和58.8.29 512

56 金　武　港　湾 うるま市具志川宇堅 924 平成4.2.28 195

57 金　武　港　湾 うるま市勝連平敷屋 289.72 平成14.7.19 638

58 中　城　港　湾 うるま市川田 639 平成28.8.12 428

59 中　城　港　湾 うるま市豊原 2,270 平成22.3.26 200

60 中　城　港　湾 沖縄市泡瀬 1,080 昭和55.11.１ 667

北中城村渡口 499.8 昭和61.12.12 854
渡口・和仁屋・熱田 944.4 平成25.2.8 80

62 中　城　港　湾 北中城村渡口 979.90 平成5.1.18 25

63 中　城　港　湾 中城村字泊 965.57 平成10.8.14 635 指定変更

64 中　城　港　湾 中城村字屋宜 1,443.82 平成10.8.14 633

65 中　城　港　湾 中城村字奥間 243.83 平成10.8.14 634

66 中　城　港　湾 中城村字久場 1,110 平成19.3.30 260

67 中　城　港　湾 与那原町板良敷 865 昭和46.6.30 238

68 中　城　港　湾 与那原町板良敷 184 昭和46.6.30 238

69 中　城　港　湾 与那原町伊利原 517 昭和46.6.30 238 重複

70 中　城　港　湾 与那原町板良敷 950 昭和46.6.30 238

71 中　城　港　湾 与那原町与那原 720 昭和47.4.25 127 重複

72 中　城　港　湾 与那原町与那原 452 昭和56.3.27 180

73 中　城　港　湾 南城市佐敷馬天 784.85 平成20.8.19 481 指定変更

74 中　城　港　湾 南城市佐敷津波古 128 昭和51.12.13 439

75 中　城　港　湾 南城市佐敷冨祖崎 403 昭和53.3.８ 150 重複

76 中　城　港　湾 南城市佐敷馬天 505 昭和55.11.１ 677

77 中　城　港　湾 南城市佐敷仲伊保 150 昭和56.3.13 161

78 中　城　港　湾 南城市佐敷仲伊保西 107 平成25.11.22 609

79 中　城　港　湾 南城市佐敷兼久 847.1 昭和61.12.12 854

470 昭和53.6.6 564
470 平成15.11.21 822

81 中　城　港　湾 南城市知念久原 1,595 昭和56.3.27 180

82 中　城　港　湾 南城市知念安座真 945 平成2.12.28 931

83 中　城　港　湾 南城市知念久高 79.8 平成19.2.20 114 指定変更

84 中　城　港　湾 南城市知念知名 720 平成10.6.16 508

85 那　覇　港 那覇市西町～若狭町 2,095 昭和47.1.11 7 重複

86 那　覇　港 那覇市西町3丁目～若狭3丁目 3,166 平成元.4.14 351

87 那　覇　港 那覇市西町 375 昭和48.9.10 289

88 那　覇　港 那覇市若狭町～前島町 260 昭和48.9.10 289

89 那　覇　港 那覇市曙町～港町 1,920 昭和48.9.10 289

90 那　覇　港 那覇市若狭町 334 昭和50.3.31 138

61 中　城　港　湾
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80 中　城　港　湾 南城市知念安座真 指定変更
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(令和８年４月１日現在)

番号 所轄 海　岸　名 位　　　　　　　　　　置
指定延長

(m)
指定年月日

指　　　定
告示番号

 備考

国土交通省港湾局所管海岸保全区域一覧表

91 那　覇　港 那覇市若狭 135 昭和53.2.16 69

92 慶 留 間 港 座間味村字慶留間 370 昭和53.3.6 97

93 慶 留 間 港 座間味村字慶留間 192 昭和57.3.1 140

94 慶 留 間 港 座間味村字慶留間 443 昭和62.1.20 37

95 座 間 味 港 座間味村字座間味 880 昭和51.12.13 439

96 ※２ 渡 嘉 敷 港 渡嘉敷村渡嘉敷 363 平成4.10.2 791

97 安護の浦港 座間味村阿佐（北） 384.75 平成22.4.30 273 指定変更

98 安護の浦港 座間味村阿佐（南） 169.10 平成22.4.30 274 指定変更

99 兼　城　港 久米島町仲泊～大田 110 昭和48.7.19 217

100 兼　城　港 久米島町兼城 155 昭和52.4.21 189

101 兼　城　港 久米島町兼城 50 昭和54.12.18 564

102 兼　城　港 久米島町儀間～嘉手苅 830 昭和47.4.25 127

103 粟　国　港 粟国村字浜 227.5 昭和58.3.31 212

104 徳　仁　港 南城市久高 45.7 平成4.11.20 910

105 長　山　港 宮古島市伊良部 720 昭和50.10.2 411 重複

106 長　山　港 宮古島市字池間添～字伊良部 356.54 昭和63.9.6 643

107 平　良　港 宮古島市平良字大浦 520 昭和47.4.25 127 重複

108 平　良　港 宮古島市平良字荷川取 225 昭和51.4.22 145

109 平　良　港 宮古島市平良字西原 580 昭和55.1.7 5

110 平　良　港 宮古島市平良字久松 325 昭和56.3.26 179

111 平　良　港 宮古島市平良字下里 281 昭和57.3.25 205

112 平　良　港 宮古島市平良字久貝 335 昭和59.11.6 867

113 平　良　港 宮古島市平良字久貝 140 昭和60.11.1 862

114 平　良　港 宮古島市平良宇下里アマヒサ地区 134.5 昭和62.2.13 93

115 平　良　港 宮古島市平良字下里大嶺 97.3 昭和63.8.19 608

116 平　良　港 宮古島市平良字下里大嶺 18.7 平成4.10.2 790

117 多良間港（前泊） 多良間村字前泊 350 昭和57.7.19 397

118 来間前浜港 宮古島市下地字与那覇 650 昭和57.3.20 187

119 水納港（多良間） 多良間村水納 639.15 平成18.8.18 577 指定変更

120 石垣市 石　垣　港 石垣市新川 2,480 昭和47.4.25 127 重複

121 白　浜　港 竹富町西表仲良 881 昭和51.12.27 467

122 白　浜　港 竹富町西表仲良 160 昭和55.3.21 173

123 白　浜　港 竹富町西表仲良 145 昭和57.3.1 140

124 鳩　間　港 竹富町鳩間 226 昭和57.3.1 140

125 船　浦　港 竹富町西表上原 1,533 昭和50.10.2 411 重複

126 船　浮　港 竹富町西表船浮 460 昭和52.4.21 189

127 竹 富 東 港 竹富町竹富 1,530 昭和53.2.6 55

128 黒　島　港 竹富町黒島 525 昭和53.2.6 55

129 小　浜　港 竹富町字小浜 614.9 昭和60.12.6 963

130 租　納　港 竹富町西表東租納 360 昭和54.12.18 564

131 祖　納　港 与那国町与那国祖納 610 平成11.9.17 686 指定変更

132 黒　島　港 竹富町字保里 291 平成2.8.14 647

133 黒　島　港 竹富町字黒島保里 517.72 昭和62.4.17 307

　　※１　「重複」とは、海岸法第５条第３項に基づく重複指定のことである

　　※２　
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南部土木事務所・渡嘉敷村　（番号96は、海岸法第５条第６項及び同法第37条の３第３項の規定により、沖縄県から海岸の
管理権限の委譲を受けた渡嘉敷村が日常管理を行っている。）
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（令和８年４月１日現在）

番号 所属 海　岸　名 位　　　置
指定延長
(ｍ)

指定年月日 告示番号 備考

1 浜 国頭村浜～鏡地 1,060 昭和47.1.25 34

2 辺土名 国頭村辺土名 1,110 昭和47.1.25 34

3 辺戸 国頭村辺戸 650 昭和50.11.27 4

4 奥世波原 国頭村奥 760 昭和50.11.27 4

5 安波 国頭村安波 210 昭和50.11.27 4

6 慶佐次 東村慶佐次 1,840 昭和50.11.27 4

7 今帰仁 今帰仁村今泊 615 昭和48.10.25 343

8 崎山 今帰仁村崎山 470 昭和49.11.11 443

9 諸志 今帰仁村今泊～崎山 3,555 昭和50.11.5 4

10 運天 今帰仁村仲宗根～渡喜仁
1,523
(470)

平成21.3.24
(昭和50.11.5)

214
(3)

指定
変更

11 古宇利 今帰仁村古宇利 790 昭和50.11.5 3

12 親泊 今帰仁村今泊 995 昭和50.11.5 3

13 具志堅 本部町具志堅 1,680 昭和50.11.5 3

14 備瀬 本部町備瀬～新里 1,560 昭和50.11.5 4

15 稲嶺 名護市稲嶺 615 令和7.10.10 389

16 済井出 名護市済井出～屋我
2,350
(2,050)

平成11.9.10
(昭和49.11.11)

656
(443)

指定
変更

17 久志 名護市久志 1,660 昭和49.11.11 443

18 宜野座 宜野座村宜野座～惣慶 1,070 昭和50.11.27 4

19 瀬良垣 恩納村瀬良垣 241 昭和49.11.11 443

20 安富祖 恩納村安富祖 1,035 昭和49.11.11 443

21 西崎 伊江村川平 1,180 昭和50.11.27 4

22 西島尻 伊平屋村我喜屋～島尻 5,700 昭和50.11.5 3

23 島尻 伊平屋村島尻 960 昭和50.11.5 3

24 前泊 伊平屋村前泊 1,020 昭和50.11.27 4

農林水産省農村振興局所管海岸保全区域一覧表

北
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（令和８年４月１日現在）

番号 所属 海　岸　名 位　　　置
指定延長
(ｍ)

指定年月日 告示番号 備考

農林水産省農村振興局所管海岸保全区域一覧表

25 伊是名 伊是名村伊是名 906 平成26.3.18 157

26 内花 伊是名村勢理客 7,265 昭和50.11.5 3

27 屋下 伊是名村勢理客 1,245 昭和50.11.5 3

28 勢理客 伊是名村勢理客 840 昭和50.11.27 4

29 金武 金武町金武 690 昭和63.3.11 204 重複

30 楚辺 読谷村楚辺～渡具知 2,356 昭和48.3.22 90

31 照間 うるま市具志川与那城照間 1,710 平成9.8.26 624 重複

32 宇堅 うるま市宇堅
39

(715)
平成18.6.20
(昭和59.1.26)

453
(68)

指定
変更

33 浜 中城村屋宜 392 昭和63.3.11 204 重複

34 北浜 中城村津覇～北浜 1,017 平成21.3.27 222

35 津堅 うるま市勝連津堅 1,074 平成10.12.1 856

36 伊計 うるま市与那城伊計 345 平成11.9.10 657

37 知念
南城市知念久手堅
　～玉城百名

4,110 昭和43.8.13 290

38 佐敷
南城市佐敷佐敷
　～佐敷冨祖崎

1,000 昭和52.8.4 337 重複

39 百名
南城市玉城玉城
　～玉城中山

1,190 昭和50.11.5 3

40 志堅原 南城市玉城志堅原 535 昭和50.11.5 3

41 名城 糸満市名城 970 昭和43.8.13 290

42 真栄里 糸満市真栄里～名城 1,000 昭和42.9.12 371

43 東 渡名喜村 445 昭和50.11.5 3

44 粟国 粟国村東～浜 4,620 昭和50.11.27 4

45 仲泊清水 久米島町鳥島～大原 4,380 昭和48.10.25 343

46 銭田 久米島町謝名堂～銭田 2,180 昭和49.11.11 443

47 島尻 久米島町島尻 760 昭和50.11.27 4

48 比屋定 久米島町字江城～阿嘉 3,780 昭和50.11.5 3

北
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（令和８年４月１日現在）

番号 所属 海　岸　名 位　　　置
指定延長
(ｍ)

指定年月日 告示番号 備考

農林水産省農村振興局所管海岸保全区域一覧表

49 狩俣東部 宮古島市平良狩俣 600 昭和47.4.25 127

50 西島尻 宮古島市平良島尻 1,380 昭和47.4.25 127

51 島尻 宮古島市平良狩俣 1,180 昭和48.10.25 343

52 島尻南
宮古島市平良狩俣
　～平良大浦

2,300 昭和48.10.25 343

53 松原 宮古島市平良松原 1,052 平成17.9.27 635

54 西平安名崎 宮古島市平良狩俣 5,100 昭和50.11.27 4

55 保良 宮古島市城辺保良 570 昭和47.4.25 127

56 浦底 宮古島市城辺福里 370 昭和47.4.25 127

57 長北
宮古島市平良東仲宗根添
　～城辺長北

1,576 昭和47.10.26 156

58 新城 宮古島市城辺新城 800 昭和50.11.27 4

59 佐和田 宮古島市伊良部佐和田 3,708 昭和48.10.25 343

60 来間 宮古島市下地来間 2,920 昭和50.11.27 4

61 内浜 宮古島市下地与那覇 1,411 平成5.9.28 737

62 前浜 宮古島市下地与那覇
3,318
(3,363)

平成10.9.1
(平成5.9.28)

666
(737)

指定
変更

63 樽舞 与那国町与那国 368 昭和47.10.26 156

64 比川 与那国町与那国 1,106 昭和47.10.26 156

65 川平ヨーン 石垣市崎枝～川平 3,135 昭和48.10.25 343

66 磯辺 石垣市大浜～宮良 1,150 昭和48.10.25 343

67 嘉良岳 石垣市桃里～白保 3,430 昭和49.11.11 443 重複

68 観音崎北 石垣市新川 1,760 昭和47.4.25 127

69 赤崎 石垣市崎枝 6,722 昭和58.8.4 460

70 石長田 竹富町小浜 2,200 昭和58.8.4 460

71 南風花 竹富町小浜 1,823 昭和48.10.25 343

72 与那田 竹富町西表 200 昭和48.10.25 343
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（令和８年４月１日現在）

番号 所轄 漁港海岸名
漁港海岸
管理者

指定延長
（m）

指定年月日 告示番号 備　　考

1 漢 那 宜 野 座 村 558 平成15. 9.26 95

2 塩 屋 大 宜 味 村 320 昭和25.11.25 605

3 塩 屋 大 宜 味 村 460 昭和25.11.25 605

4 前 兼 久 恩 納 村 450 昭和41. 9.16 316

5 名 護 県 399 平成16.10.22 722

6 名 護 県 531 平成16.10.22 722

7 安 田 県 1,280 平成18.12.8 817

8 辺 土 名 県 443 昭和47.1.25 34

9 国 頭 浜 国 頭 村 530 平成14.10.18 878

10 浜 崎 本 部 町 153 平成18.7.11 480

11 新 里 本 部 町 850 昭和51.1.8 4

12 古 宇 利 今 帰 仁 村 460 昭和54.11.8 479

13 運 天 今 帰 仁 村 1,028 昭和50.4.28 194

14 仲 尾 次 名 護 市 839 昭和50.4.28 194

15 勢 理 客 伊 是 名 村 844 昭和53.12.28 531

16 伊 是 名 伊 是 名 村 1,128 昭和26.3.18 157

17 慶 佐 次 東 村 1,360 昭和50.11.27 4

18 汀 間 名 護 市 560 昭和51.6.3 187

19 恩 納 恩 納 村 440 平成3.7.26 599

20 辺 野 古 名 護 市 1,445 平成9.5.20 428

21 瀬 良 垣 恩 納 村 260 昭和50.10.2 411

22 宜 野 座 宜 野 座 村 880 昭和56.12.10 632

23 屋 我 地 名 護 市 1,086 平成22.8.17 415

24 池 味 う る ま 市 471 昭和55.1.14 15

25 照 間 う る ま 市 430 昭和44.6.28 290

26 宜 野 湾 県 670 昭和61.7.22 515

27 浜 川 北 谷 町 435 平成6.1.7 11

28 都 屋 県 220 平成15.3.31 292

水産庁所管海岸保全区域一覧表

北
部
農
林
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー

中部農林
土木事務所
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（令和８年４月１日現在）

番号 所轄 漁港海岸名
漁港海岸
管理者

指定延長
（m）

指定年月日 告示番号 備　　考

水産庁所管海岸保全区域一覧表

29 当 添 県 190 昭和46.6.30 238

30 当 添 県 52 平成19.3.29 248 佐敷地区

31 渡 名 喜 県 481 平成14.10.22 898

32 海 野 県 558 昭和61.3.25 227

33 阿 嘉 県 600 昭和51.7.12 231

34 儀 間 久 米 島 町 610 平成15.9.30 701

35 鳥 島 久 米 島 町 470 平成14.10.18 879

36 与 根 豊 見 城 市 705 昭和44.6.28 290

37 奥 武 南 城 市 735 昭和50.4.28 194 中 山 地 区

38 志 喜 屋 南 城 市 350 昭和43.8.13 290

39 志 喜 屋 南 城 市 1,408 平成4.1.24 91

40 久 高 南 城 市 120 平成17.8.5 516

41 喜 屋 武 糸 満 市 529 昭和43.8.13 231

42 仲 里 県 2,210 昭和63.9.24 686 真 謝 地 区

43 仲 里 県 1,020 平成4.8.7 665 西奥武地区

44 仲 里 県 2,180 昭和49.11.11 443 銭 田 地 区

45 粟 国 県 830 昭和50.11.27 4

46 佐 良 浜 県 131 昭和57.4.15 231

47 高 野 宮 古 島 市 1,100 昭和49.11.11 443

48 浦 底 宮 古 島 市 890 昭和47.4.25 127

49 島 尻 宮 古 島 市 270 昭和47.4.25 127 島 尻 地 区

50 島 尻 宮 古 島 市 500 平成3.3.8 181 大 神 地 区

51 佐 和 田 県 830 昭和48.10.25 343

52 博 愛 県 515 平成15.3.28 275

53 久 松 宮 古 島 市 160 平成16.3.9 163

54 石 垣 県 1,098 平成9.1.24 35

55 船 越 石 垣 市 550 平成7.3.10 264

56 波 照 間 県 257 昭和50.4.28 194

57 細 崎 竹 富 町 318 平成10.1.12 97

58 西 表 竹 富 町 320 平成15.4.8 310

59 伊 野 田 石 垣 市 559 昭和50.10.2 411

八重山農林
水産振興
センター

南
部
農
林
土
木
事
務
所

宮古農林
水産振興
センター

八重山農林
水産振興
センター
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座
川

渡
座

川
恩

納
村

瀬
良

垣
0
.3

4
5
5

1
  

  
国

道
〃

1
4
1

〃
〃

〃
〃

〃
0
.3

6
5
5

1
  

  
道

路
・
橋

梁
平

成
5

年
1
1

月
2
4

日
2
2
1
3

〃 〃〃 〃
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(令
和

８
年

4
月

1
日

現
在

)

市
町

村
大

字
人

　
家

（
戸

）
耕

　
地

（
ｈ

ａ
）

公
共

施
設

砂
防

指
定

一
覧

表

番
号

土
木

事
務

所
河

川
名

渓
流

名

位
　

　
置

面
積

（
ｈ

ａ
）

被
　

害
　

対
　

象

指
定

年
月

日
指

定
告

示
番

号

1
4
2

北
部

土
木

事
務

所
ダ

ー
ケ

ラ
川

ダ
ー

ケ
ラ

川
恩

納
村

仲
泊

2
.1

0
2

0
.3

道
路

4
年

3
月

2
5

日
7
9
4

1
4
3

〃
名

嘉
真

川
名

嘉
真

川
左

支
川

〃
名

嘉
真

2
.3

0
9
6

1
3
.9

道
路

・
橋

梁
1
0

年
3

月
2
3

日
7
7
7

1
4
4

中
部

土
木

事
務

所
牧

港
川

宇
地

泊
川

宜
野

湾
市

大
謝

名
4
.6

2
6
0

0
.6

5
道

路
・
橋

梁
4

年
1
2

月
8

日
1
9
1
6

1
4
5

南
部

土
木

事
務

所
国

場
川

安
里

又
川

南
風

原
町

大
名

2
.6

2
8
0

1
0

  
  

県
道

昭
和

5
2

年
1

月
2
7

日
6
4

1
4
6

〃
浜

崎
川

浜
崎

川
南

城
市

伊
原

7
.9

9
5
8

0
－

道
路

平
成

1
9

年
7

月
5

日
国

交
省

8
8
2

1
4
7

〃
渡

嘉
敷

川
恩

良
地

川
渡

嘉
敷

村
渡

嘉
敷

1
.2

5
6
0

3
0

  
  

学
校

・
役

場
5
5

年
1

月
3
0

日
8
2

1
4
8

〃
金

之
川

金
之

川
〃

〃
4
7
.7

1
8
0

1
1

  
  

道
路

3
年

3
月

1
5

日
5
7
9

1
4
9

〃
儀

間
川

儀
間

川
久

米
島

町
儀

間
2
.2

7
9
0

1
2
.2

道
路

・
橋

梁
4

年
1
2

月
8

日
1
9
1
6

1
5
0

〃
〃

〃
〃

〃
3
.6

3
9
0

1
2
.2

〃
6

年
1
2

月
7

日
2
3
4
8

1
5
1

〃
〃

儀
間

川
左

支
川

〃
〃

1
.4

3
2
0
3

4
.9

〃
8

年
2

月
5

日
1
6
4

1
5
2

〃
ナ

カ
マ

タ
川

ナ
カ

マ
タ

川
座

間
味

村
阿

嘉
8
.4

5
2
5

2
  

  
－

1
0

年
3

月
1
7

日
6
5
0

1
5
3

八
重

山
土

木
事

務
所

伊
野

田
川

伊
野

田
川

石
垣

市
桃

里
1
8
.0

0
1
5

5
  

  
学

校
・
国

道
昭

和
4
7

年
1
1

月
1
4

日
1
8
8
7

1
5
4

〃
〃

バ
ン

ネ
川

〃
〃

2
.4

0
2

9
  

  
〃

5
1

年
1

月
1
7

日
6
1

1
5
5

〃
〃

〃
〃

〃
2
.3

8
2

2
  

  
学

校
・
国

道
6
2

年
3

月
1
6

日
6
7
9

1
5
6

〃
北

伊
野

田
川

北
伊

野
田

川
〃

〃
2
.0

8
1
0

3
  

  
国

道
5
3

年
1

月
1
0

日
1
4

1
5
7

〃
〃

北
伊

野
田

川
右

支
川

〃
〃

0
.9

6
1
0

5
  

  
〃

6
0

年
1
0

月
2
1

日
1
4
0
8

1
5
8

八
重

山
土

木
事

務
所

大
野

川
大

野
川

石
垣

市
桃

里
3
.5

8
1
0

5
  

  
国

道
5
5

年
1

月
3
0

日
8
2

1
5
9

〃
〃

〃
〃

〃
1
.3

1
1
0

1
5

  
  

道
路

平
成

元
年

1
月

2
0

日
7
2

1
6
0

〃
通

路
川

通
路

川
〃

白
保

4
.5

1
1
0

3
1

  
  

国
道

2
年

2
月

6
日

1
9
8

1
6
1

〃
〃

〃
〃

〃
3
.4

4
0

2
0
.5

道
路

4
年

3
月

2
5

日
7
9
4

1
6
2

〃
〃

〃
〃

〃
3
.9

5
0

2
0
.5

－
5

年
1
1

月
2
4

日
2
2
1
3

1
6
3

〃
冨

田
川

冨
田

川
竹

富
町

上
原

1
.7

2
3

0
.2

道
路

6
年

1
2

月
7

日
2
3
4
8

計
6
9
3
.8

1
4
5

8
,4

0
4

1
,4

0
3
.0

4
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(令
和
８
年
4
月
1
日
現
在
)

市
町
村
箇
所
名

国
頭
村
宜
名
真

5
3
.3
5

昭
和
5
8
年

3
月

3
1
日

第
9
1
9
号

6
2
年

1
2
月

1
9
日

第
2
1
6
3
号

北
中
城
村
安
谷
屋

2
8
.5
4
人
家
8
1
、
耕
地
7
.7
h
a

昭
和
4
9
年

4
月

8
日

第
5
5
0
号

6
1
年

3
月

2
5
日

第
8
1
0
号

3
北
中
城
村
喜
舎
場

2
2
.3
0
人
家
1
9
、
耕
地
2
.2
h
a

4
9
年

4
月

8
日

第
5
5
0
号

4
北
中
城
村
仲

順
5
.4
8
村
道
5
6
8
m

6
0
年

3
月

2
7
日

第
6
9
6
号

5
北
中
城
村
仲
順
(2
)

7
.9
4
人
家
6
、
耕
地
3
.5
8
h
a、
病
院
１
、
村
道
2
6
0
m

平
成

7
年

7
月

2
4
日

第
1
3
9
6
号

北
中
城
村
熱

田
5
.9
4
人
家
3
8
戸
、
村
道
6
7
0
m
、
農
道
2
9
0
m

平
成
2
3
年

4
月

2
5
日

第
4
2
1
号

8
.0
4
人
家
5
9
戸
、
村
道
9
0
6
m
、
農
道
5
2
8
m

平
成
3
0
年

3
月

1
3
日

第
4
3
2
号

2
6
.5
8
人
家
4
7
戸
、
村
道
1
,9
1
6
m
、
農
道
1
,4
6
4
m

平
成
3
1
年

1
月

4
日

第
1
0
号

7
沖
縄
市
仲
宗
根

6
.0
8
河
川
　
人
家
6
8
、
団
地
７
棟
、
耕
地
0
.4
7
、
市
道
1
5
0
m

昭
和
5
6
年

3
月

7
日

第
5
7
0
号

8
沖
縄
市
与

儀
7
.8
8
人
家
3
4
、
市
道
2
0
0
m
、
村
道
1
5
0
m

平
成
元
年

3
月

3
1
日

第
8
8
2
号

9
う
る
ま
市
豊

原
7
.4
2
人
家
9
8
、
県
道
6
1
2
m
、
市
道
3
,3
5
2
m
、
公
共
建
物
（
学
校
3
）

平
成
2
6
年

1
1
月

1
3
日

第
1
0
9
0
号

1
0

浦
添
市
大

平
4
.4
5
人
家
5
9
、
道
路
2
9
0
m

平
成
元
年

3
月

3
1
日

第
8
8
1
号

1
1

西
原
町
池

田
7
.8
2
人
家
2
、
県
道
3
8
5
m
、
耕
地
2
.3
6
h
a

昭
和
6
3
年

1
2
月

1
9
日

第
2
1
6
3
号

1
2

西
原
町
津
花
波

5
.4
3
人
家
3
2
、
耕
地
2
.4
6
h
a、
道
路
7
0
1
m

平
成

7
年

7
月

2
4
日

第
1
3
9
6
号

1
3

中
城
村
津

覇
2
8
.1
0
人
家
2
、
村
道
5
0
0
m
、
耕
地
7
.2
h
a、
学
校
１

昭
和
6
3
年

3
月

1
8
日

第
8
4
8
号

1
4

中
城
村
北
上
原

5
.1
2
人
家
6
、
耕
地
2
.8
6
h
a、
市
道
4
7
6
m
、
村
道
5
9
7
m

平
成

7
年

7
月

2
4
日

第
1
3
9
6
号

1
5

中
城
村
安

里
1
4
.2
3
人
家
3
1
、
国
道
2
7
4
m
、
県
道
7
4
5
m
、
市
道
3
6
0
m
、
耕
地
6
.7
6
h
a

平
成
1
9
年

9
月

1
3
日

第
1
1
8
8
号

中
城
村
当

間
1
2
.8
7
人
家
8
0
、
国
道
4
1
7
m
、
村
道
5
,3
5
3
m
、
学
校
１
、
役
場
１

平
成
2
7
年

6
月

2
4
日

第
8
0
0
号

1
4
.3
2
人
家
7
、
県
道
3
8
5
m
、
村
道
1
,3
2
7
m

平
成
3
1
年

1
月

4
日

第
1
1
号

中
城
村

泊
2
9
.4
7
人
家
2
0
、
県
道
4
7
8
m
、
村
道
1
9
1
m

平
成
3
1
年

1
月

4
日

第
9
号

2
3
.1
7
人
家
6
、
県
道
5
5
8
m
、
村
道
1
,0
2
2
m

令
和
元
年

8
月

1
6
日

第
3
6
4
号

1
8

中
城
村
奥

間
1
3
.3
6
人
家
1
6
1
、
国
道
8
8
4
m
、
県
道
3
2
4
m

令
和

2
年

8
月

1
7
日

第
8
0
2
号

1
9

中
城
村
久

場
2
9
.2
0
人
家
2
6
5
、
国
道
1
,1
3
8
m
、
村
道
4
,3
1
9
m

令
和

3
年

6
月

4
日

第
5
1
0
号

2
0

南
城
市
新

里
4
9
.2
5
人
家
1
2
9
、
耕
地
6
0
.6
h
a、
県
道
1
,0
0
0
m

昭
和
4
8
年

8
月

1
日

第
5
1
0
号

2
1

南
城
市
伊

原
6
0
.4
8
人
家
2
5
、
耕
地
2
2
.4
h
a

5
4
年

3
月

1
7
日

第
4
3
2
号

2
2

南
城
市
小

谷
6
.4
0
人
家
5
3
、
県
道
1
8
2
m
、
町
道
2
,3
8
2
m
、
施
設
1
、
公
民
館
2

平
成
1
7
年

3
月

1
6
日

第
2
7
8
号

2
3

南
城
市
當

山
1
0
.6
8
人
家
1
3
、
県
道
2
6
0
m
、
市
道
1
,5
6
0
m

平
成
1
9
年

1
2
月

2
6
日

第
1
6
9
0
号

2
4

那
覇
市
崎

山
1
7
.3
7
河
川
　
人
家
5
0
、
県
道
7
0
0
m
、
市
道
1
,0
0
0
m

昭
和
4
9
年

4
月

8
日

第
5
5
0
号

昭
和
5
5
年

1
2
月

2
日

第
1
8
1
5
号

昭
和
6
2
年

1
2
月

1
9
日

第
2
1
6
3
号

平
成
1
8
年

3
月

2
3
日

第
3
7
0
号

2
5

那
覇
市

南
部
土
木
事
務
所

1
1
.6
8
河
川
　
人
家
3
2
、
市
道
8
0
m

被
　
　
　
　
害
　
　
　
　
対
　
　
　
　
象

指
定
年
月
日

地
す
べ
り
防
止
区
域
指
定
一
覧
表

指
定
告
示
番
号

桃
原

番 号
土
木
事
務
所

指
定
区
域
（
位
置
）
面
積
　
(ｈ
ａ
)

1
7

中
部
土
木
事
務
所

1
北
部
土
木
事
務
所

2 6 1
6
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(令
和
８
年
4
月
1
日
現
在
)

市
町
村
箇
所
名

被
　
　
　
　
害
　
　
　
　
対
　
　
　
　
象

指
定
年
月
日

地
す
べ
り
防
止
区
域
指
定
一
覧
表

指
定
告
示
番
号

番 号
土
木
事
務
所

指
定
区
域
（
位
置
）
面
積
　
(ｈ
ａ
)

2
6

那
覇
市
真

地
1
3
.6
1
人
家
4
9
、
耕
地
6
.4
5
h
a、
市
道
2
1
5
m

昭
和
5
8
年

1
2
月

1
7
日

第
1
9
9
6
号

5
8
年

3
月

3
1
日

第
9
1
9
号

6
0
年

3
月

2
7
日

第
6
9
6
号

平
成
元
年

3
月

3
1
日

第
8
8
1
号

1
3
年

3
月

2
1
日

第
2
7
9
号

南
風
原
町
新

川
2
.8
2
人
家
1
2
5
、
町
道
1
,5
6
0
m

平
成
1
9
年

1
2
月

2
6
日

第
1
6
9
0
号

1
.1
1
人
家
1
6
、
町
道
2
2
2
m

平
成
3
1
年

3
月

1
1
日

第
3
2
8
号

2
9

南
城
市
山

里
1
8
.2
9
人
家
6
7
、
耕
地
7
.5
0
h
a、
村
道
1
,2
6
5
m

昭
和
5
9
年

3
月

3
1
日

第
8
6
0
号

3
0

南
城
市
吉

富
1
8
.9
4
人
家
6
8
、
耕
地
6
.8
1
h
a、
村
道
7
6
0
m

5
9
年

3
月

3
1
日

第
8
6
0
号

平
成

3
年

3
月

3
0
日

第
9
2
2
号

平
成
2
4
年

1
1
月

2
8
日

第
1
3
4
0
号

3
2

豊
見
城
市
平

良
2
.3
4
人
家
1
3
、
耕
地
0
.0
6
h
a

1
3
年

4
月

1
7
日

第
5
0
2
号

平
成

7
年

1
2
月

1
5
日

第
2
0
2
3
号

1
0
年

2
月

4
日

第
2
1
7
号

平
成
1
2
年

2
月

1
4
日

第
2
0
3
号

2
1
年

3
月

1
8
日

第
3
6
0
号

3
5

中
部
土
木
事
務
所

中
城
村
奥
間
(3
)

7
.4
9
人
家
2
6
8
、
耕
地
0
.3
h
a、
国
道
4
6
0
m
、
県
道
2
6
0
m
、
村
道
4
3
0
5
m

令
和

7
年

2
月

2
7
日

第
1
2
9
号

計
6
9
4
.4
3

3
4

南
部
土
木
事
務
所

3
1

糸
満
市

3
3

1
9
.1
2

真
謝

久
米
島
町

南
部
農
林
土
木
事
務
所

中
部
農
林
土
木
事
務
所
う
る
ま
市
平
安
名

5
9
.5
1

1
2
.6
4
人
家
4
7
、
耕
地
3
.2
1
h
a、
市
道
5
6
1
m

2
7

南
風
原
町
兼

城
1
5
.6
1
耕
地
5
.0
7
h
a、
人
家
4
4
、
施
設
1
、
県
道
1
8
3
m
、
県
道
3
2
4
m

2
8

兼
城
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(令
和
8
年
4
月
1
日
現
在
)

市
町
村

箇
所
名

傾
斜
角
度

長
さ
(m
)

高
さ
(m
)

人
家
(戸
)

1
名

護
市

東
江

3
4
4
.5

5
2
°

1
3
0

9
0

1
7

平
成
5
.3
.2
3

第
2
9
5
号

2
〃

宇
茂
佐
⑺

1
9
5
.4

3
5
.5

2
1
.3
～
3
4
.2
1
6
.2
～
1
9
.7

1
5

道
路

平
成
2
7
.1
2
.1

第
6
2
0
号

3
大
宜
味
村

大
保

4
1
1
.1
0

3
0
～
4
8

4
1
6

5
～
8
6

3
5

1
0
.2
.1
0

第
1
0
8
号

4
本

部
町

大
浜

9
3
.0
0

5
0
～
9
0

2
2
0

8
～
1
7

2
8

〃
第

1
0
9
号

1
0
.2
.1
0

第
1
1
0
号

1
2
.3
.3

第
1
3
6
号

6
〃

東
(3
)

9
8
.6

3
0
～
5
2

1
8
～
4
8

1
3
～
3
2

8
1
8
.2
.2
8

第
1
3
4
号

7
〃

谷
茶

1
4
7
.3

3
5
～
6
5

1
9
4

3
～
3
0

1
7

1
3
.2
.1
3

第
9
4
号

8
〃

伊
豆

味
1
4
.6

3
4

1
6
.7

1
4

6
1
5
.6
.1
7

第
4
9
0
号

9
〃

渡
久

地
8
6
.0
0

4
3
～
7
7

1
5
5

1
6
～
2
5
.5

4
6

公
民
館

1
6
.6
.1

第
4
3
1
号

1
0

〃
渡
久
地
(3
)

5
5
.4
0

3
0
～
5
8

1
3
4

9
.2
～
2
2
.7

2
5

官
公
署

1
8
.6
.2
7

第
4
6
1
号

1
1

読
谷

村
楚

辺
3
3
0
.4

5
7
～
8
2

2
1

1
3
～
2
0

4
7

平
成
5
.3
.2
3

第
2
9
6
号

1
2

沖
縄

市
大

里
(1
)

3
6
7
.1
8

7
3

1
5
0

1
1

3
0

昭
和
5
4
.1
.8

第
6
号

1
3

〃
大
里
・
桃
原

4
7
.1
7

4
0

1
1
0

1
4

1
0

5
9
.1
2
.1
1

第
1
0
0
1
号

1
4

〃
高

原
2
3
.4
2

3
5

9
5

7
1
1

〃
第

1
0
0
0
号

1
5

〃
比

屋
根

7
3
.3
4

3
5

1
5
0

1
4
.3

1
5

6
1
.9
.1
6

第
6
4
6
号

1
6

〃
比
屋
根
(2
)

1
1
4
.9
8

3
5

2
1
5

1
4

1
5

平
成
元
.9
.1
6

第
6
9
6
号

1
7

〃
久

保
田

2
1
.2
5

4
5

1
0
0

7
8

2
.8
.2
4

第
6
6
1
号

1
8

〃
与

儀
(3
)

1
6
2
.1
2

3
5

1
8
9

2
4
～
3
0

1
0

1
0
.4
.1
4

第
3
6
9
号

1
9

〃
嘉

間
良

9
3
.1

3
1
～
3
6

1
7
～
4
4

1
0
～
2
3

1
2

1
4
.4
.3
0

第
3
8
4
号

2
0

〃
比
屋
根
(5
)

5
7
.9

3
4
.4
～
4
4

2
2
.9
～
2
9
.1
2
0
.3
～
2
2
.2

5
道
路

3
1
.2
.1
2

第
5
5
号

2
1

宜
野
湾
市

嘉
数

1
7
.3
1

3
5

9
0

8
.5

6
昭
和
6
1
.1
2
.5

第
8
3
6
号

2
2

〃
真

志
喜

2
5
.8
8

3
0
～
7
0

4
2

1
6
～
1
8

1
3

平
成
4
.1
0
.2

第
7
9
2
号

2
3

う
る
ま
市

天
願

4
4
.1
7

7
0

2
0
0

1
5

2
5

昭
和
5
7
.4
.2
6

第
2
5
2
号

2
4

〃
喜

屋
武

8
5
.9
0

3
8
.1

1
5
.7

1
2
.3

1
4

平
成
1
6
.9
.3

第
6
5
3
号

2
5

〃
喜

仲
9
2
.0
0

3
3

1
2
7

6
.6
～
2
3
.3

6
平
成
2
8
.6
.2
8

第
3
6
5
号

2
6

西
原

町
棚

原
4
0
.4
4

5
0

1
2
0

1
9

5
昭
和
5
9
.1
2
.1
1

第
1
0
0
2
号

2
7

〃
小

橋
川

1
8
1
.7

3
0
～
4
2

1
3
～
4
4

7
～
2
5

1
6

平
成
1
5
.8
.2
9

第
6
4
1
号

2
8

浦
添

市
内

間
1
0
.0
8

4
5

3
0

1
2

1
7

平
成
元
.9
.1
6

第
6
9
6
号

2
9

〃
経

塚
5
5
.6
5

3
0
～
4
0

1
0
0

1
3

1
7

2
.8
.1
7

第
6
5
3
号

3
0

〃
勢

理
客

4
4
.4

3
8
.6

1
5
4

8
.5
～
9
.9

2
5

平
成
2
8
.2
.9

第
5
6
号

3
1

〃
仲

西
1
2
.8

4
9
～
5
3

1
6

5
～
1
2
.6

8
令
和
2
.8
.2
8

第
3
7
9
号

3
2

う
る
ま
市

勝
連
比
嘉

4
1
6
.6
0

3
0
～
7
0

3
5
0

4
4

4
3

〃
第

6
5
4
号

指
定
告
示
番
号

6
0
0
.0
0

3
0
～
8
5

急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
指
定
一
覧
表

番 号
土
木
事
務
所

指
定
区
域
（
位
置
）

面
積
（
ａ
）

地
形

被
害
対
象

東

中
部
土
木
事
務
所

北
部
土
木
事
務
所

5
〃

3
7
0

5
～
3
0

5
0

官
公
署

134



(令
和
8
年
4
月
1
日
現
在
)

市
町
村

箇
所
名

傾
斜
角
度

長
さ
(m
)

高
さ
(m
)

人
家
(戸
)

指
定
告
示
番
号

急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
指
定
一
覧
表

番 号
土
木
事
務
所

指
定
区
域
（
位
置
）

面
積
（
ａ
）

地
形

被
害
対
象

3
3

北
谷

町
吉

原
3
3
8
.1
9

3
0
～
5
0

5
6
0

2
5

7
2

2
.8
.1
7

第
6
5
5
号

3
4

北
谷

町
吉

原
3
8
7
.4

3
3
.9
～
4
4
.7

5
8
.9
～
7
8
.2
2
8
.6
～
4
6
.0

2
6

1
8
.4
.2
1

第
3
3
7
号

3
5

北
中
城
村

安
谷

屋
3
6
.1

4
5

5
3

1
8
.2
～
2
2
.0

1
8

平
成
2
7
.1
1
.2
7

第
6
0
8
号

3
6

〃
島

袋
5
4
.1

3
5
.5

2
2
.3

1
3
.1
～
1
8
.2

7
平
成
2
9
.1
.2
7

第
5
5
号

3
7

中
城

村
添

石
1
5
6
.8

3
0
～
4
1

1
1
～
1
0
4

6
～
5
3

－
老
人
福
祉
施
設

1
4
.4
.3
0

第
3
8
5
号

3
8

〃
津

覇
1
0
5
.8

3
0
～
4
6

0
～
4
6

5
～
2
6

1
1

2
5
.5
.2
1

第
3
2
4
号

3
9

那
覇

市
石

嶺
4
4
3
.6
9

3
1

6
7
0

1
9

4
2

昭
和
5
1
.3
.1
8

第
8
4
号

4
0

〃
首
里
儀
保

4
8
.0
0

3
7

9
3

1
3
.3

2
0

平
成
4
.1
0
.2

第
7
9
3
号

4
1

〃
小

禄
(1
)

5
0
.4
9

4
8

9
0

1
0

2
6

昭
和
5
2
.5
.1
2

第
5
2
3
号

4
2

那
覇

市
小

禄
(2
)

4
5
.0
8

5
5

1
3
0

1
0

3
0

5
5
.5
.2
6

第
3
3
7
号

4
3

〃
寒

川
6
2
.1
4

3
6

8
0

1
1

1
3

5
6
.6
.4

第
3
1
5
号

4
4

〃
赤

田
3
0
.2
1

3
0
～
1
0
0

1
0
0

1
6

1
8

5
7
.6
.7

第
3
2
7
号

5
7
.1
2
.1
0

第
6
5
4
号

平
成
1
1
.6
.4

第
4
7
3
号

4
6

〃
赤
田
・
当
之
蔵

1
5
.1
0

4
0
～
8
0

6
7

6
～
1
2

1
4

昭
和
5
8
.6
.2
4

第
3
6
4
号

4
7

〃
当

之
蔵

1
0
8
.
0
9

4
0

2
8
9

1
2

1
6

〃
第

3
6
4
号

4
8

〃
大

名
4
3
.
1

3
0

1
2
0

6
～

1
2

1
0

〃

4
9

〃
小

禄
(
3
)

9
3
.
7
6

3
0
～

4
0

2
1
3

1
0
～

3
0

1
3

〃

3
8
4
.
0
7

7
0
～

9
0

7
8
0

1
5

1
5

5
9
.
 
9
.
1
4

第
7
1
8
号

0
.
1
8

3
5
～

7
1

2
3

5
～

1
7

2
集

合
住

宅
平

成
2
2
.
7
.
2
3

第
3
7
7
号

5
9
.
1
2
.
1
1

第
9
9
9
号

平
成

1
5
.
1
2
.
1
9

第
8
9
6
号

5
2

〃
古

波
蔵

(
2
)

2
2
.
1
7

7
8

7
0

1
1

1
8

昭
和

6
1
.
 
9
.
1
6

第
6
4
5
号

5
3

〃
上

間
2
7
.
4
7

6
0

7
0

1
3

9
6
1
.
1
2
.
 
5

第
8
3
5
号

5
4

〃
国

場
6
5
.
3

3
0
～

3
5

1
3
0

1
0
～

1
5

3
9

6
2
.
 
9
.
2
2

第
7
0
4
号

5
5

〃
首

里
赤

平
1
0
4
.
8
3

3
6
～

6
0

2
0
0

2
0

2
8

6
3
.
 
9
.
2
4

第
6
8
8
号

5
6

〃
金

城
(
2
)

1
5
3
.
4
8

3
0
～

3
5

3
2
0

1
5

2
0

〃

5
7

〃
識

名
5
5
.
8
0

3
5

2
0
0

1
0

1
7

昭
和

5
0
.
 
2
.
 
3

第
3
8
号

5
8

〃
山

下
2
5
4
.
9
1

3
3

1
3
0

1
0

5
3

学
校

5
0
.
1
2
.
1

第
4
8
3
号

5
9

〃
古

波
蔵

(
1
)

7
1
.
9
3

4
4

9
0

2
2

1
5

5
0
.
1
2
.
2
2

第
5
2
5
号

6
0

〃
山

下
(
2
)

2
4
7
.
2

4
0

1
6
8

3
5

2
6

平
成

3
.
1
0
.
4

第
7
3
1
号

6
1

西
原

町
幸

地
2
6
2
.
1
4

3
6
.
4

3
7
7

1
7
.
5

2
9

1
2
.
9
.
1
9

第
6
7
7
号

6
2

豊
見

城
市

金
良

1
1
0
.
0

3
9

1
8
5

1
8
.
0

1
3

5
.
3
.
2
3

第
2
9
7
号

6
3

豊
見

城
市

瀬
長

4
7
.
2
6

4
6
.
5

1
3
2

6
.
7
～

1
8
.
9

6
1
2
.
3
.
3

第
1
3
5
号

中
部
土
木
事
務
所

1
5

4
5

〃
金

城
8
8
.4
5

5
5
～
6
3

5
0

〃
天

久

5
1

〃
真

地
1
3
1

1
3
～

4
2

4
8

〃

南
部
土
木
事
務
所

学
校

〃 〃

1
6
1
.
0
2

3
5
～

5
0

1
1
0

8
～
2
0
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(令
和
8
年
4
月
1
日
現
在
)

市
町
村

箇
所
名

傾
斜
角
度

長
さ
(m
)

高
さ
(m
)

人
家
(戸
)

指
定
告
示
番
号

急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
指
定
一
覧
表

番 号
土
木
事
務
所

指
定
区
域
（
位
置
）

面
積
（
ａ
）

地
形

被
害
対
象

6
4

〃
我

那
覇

(
1
)

1
4
8
.
2

3
2
.
4
～

3
9
.
1

2
9
.
2
～

5
0
.
6

1
8
.
0
～

3
2
.
2

1
6

1
8
.
8
.
2
9

第
5
9
1
号

6
5

〃
我

那
覇

(
2
)

2
1
5
.
4

3
2
.
4
～

4
3
.
9

6
.
4
～

4
2
.
0

6
.
2
～

2
6
.
7

3
4

幼
稚

園
平

成
2
2
.
8
.
2
4

第
4
2
8
号

6
6

〃
上

田
(
1
)

1
3
9
.
1

3
7
.
8

1
0
～

4
3

6
.
0
～

2
1
.
4

2
7

道
路

平
成

2
2
.
8
.
2
4

第
4
2
9
号

6
7

〃
真

玉
橋

2
8
3
.
7

3
4

1
2
～

6
0

1
8
.
8
～

3
3
.
6

6
4

平
成

2
5
.
5
.
1
7

第
3
1
6
号

6
8

南
城

市
富

里
2
6
.
2
9

7
0

6
0

2
5

5
昭

和
5
7
.
6
.
7

第
3
2
8
号

6
9

糸
満

市
糸

満
2
2
.
6
6

4
5
～

8
0

4
5

1
5

1
2

5
7
.
1
2
.
1
0

第
6
5
5
号

7
0

〃
糸

満
(
3
)

3
9
.
0

6
2

9
3
.
5

1
3
.
1

1
1

平
成

5
.
3
.
2
3

第
2
9
8
号

7
1

〃
武

富
2
4
4
.
6
3

3
4

5
0
3
.
0

5
.
0
～

2
1
.
0

2
7

〃
第

2
9
9
号

7
2

〃
武

富
(
2
)

3
2
.
3

4
2

1
1
～

2
2

1
2
.
2
～

1
4
.
4

5
平

成
2
6
.
1
.
1
7

第
3
1
号

7
3

〃
真

栄
里

5
0
.
4
6

5
4

2
1
0

5
～

1
0

5
5

1
0
.
2
.
1
0

第
1
1
1
号

7
4

座
間

味
村

座
間

味
1
3
8
.
0
5

4
0

1
8
6

2
5
～

3
0

1
7

昭
和

5
9
.
6
.
1
5

第
4
7
0
号

7
5

久
米

島
町

阿
嘉

7
4

4
3

1
2
1

1
5

1
1

平
成

7
.
2
.
2
4

第
1
7
5
号

7
6

渡
嘉

敷
村

渡
嘉

敷
2
1
4
.
9

3
0
.
8
2
～
7
0
.
3
4

4
2
.
7
～

9
8
.
0

1
0
.
4
0
～

3
3
.
2

2
8

道
路

平
成

3
1
.
3
.
1

第
8
8
号

7
7

宮
古

土
木

事
務

所
伊

良
部

町
佐

良
浜

1
9
8
.
0
3

4
5

5
0
0

4
0

5
0

昭
和

5
1
.
8
.
1
2

第
2
7
2
号

7
8

中
部

土
木

事
務

所
う

る
ま

市
屋

慶
名

(
4
)

3
9
.
2

3
1
～

3
4

3
3
.
2
～

3
6
.
6

1
7
.
1
～

2
0
.
3

1
令

和
3
.
8
.
3
1

第
4
2
4
号

7
9

北
部

土
木

事
務

所
名

護
市

世
富

慶
4
4
2
.
7

3
0
.
0
～

3
8
.
5

2
2
7
.
4
～

2
7
0
.
3
2
2
.
0
～

1
0
0
.
8

4
2

道
路

令
和

3
.
9
.
2
8

第
4
5
2
号

8
0

南
部

土
木

事
務

所
那

覇
市

天
久

(
3
)

1
6
.
4

3
0
.
1
～

7
9
.
8

5
3

5
.
6
～

1
0
.
5

1
3

令
和

3
.
1
0
.
1

第
4
5
7
号

8
1

宜
野

湾
市

真
志

喜
(
2
)
-
1

3
8
.
6

3
8
～

6
3

4
.
7
～

1
1
.
9
9

9
.
2
～

1
3
.
0

3
令

和
4
.
3
.
2
5

第
8
6
号

8
2

〃
真

志
喜

(
2
)
-
2

3
0
.
9

3
1
～

6
3

4
.
7
～

1
5
.
8

7
.
2
～

1
0
.
9

3
令

和
4
.
3
.
2
5

第
8
7
号

8
3

南
部

土
木

事
務
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〇水防法 

発令  ：昭和24年6月4日号外法律第193号 

最終改正：令和7年12月12日号外法律第86号 

改正内容：令和7年12月12日号外法律第86号[令和８年５月29日] 

 

第一章 総則 

（目的） 

第一条 この法律は、洪水、雨水出水、津波又は高潮に際し、水災を警戒し、防御し、及びこれによる被害を軽

減し、もつて公共の安全を保持することを目的とする。 

（定義） 

第二条 この法律において「雨水出水」とは、一時的に大量の降雨が生じた場合において下水道その他の排水施

設に当該雨水を排除できないこと又は下水道その他の排水施設から河川その他の公共の水域若しくは海域に当

該雨水を排除できないことによる出水をいう。 

２ この法律において「水防管理団体」とは、次条の規定により水防の責任を有する市町村（特別区を含む。以

下同じ。）又は水防に関する事務を共同に処理する市町村の組合（以下「水防事務組合」という。）若しくは

水害予防組合をいう。 

３ この法律において「水防管理者」とは、水防管理団体である市町村の長又は水防事務組合の管理者若しくは

長若しくは水害予防組合の管理者をいう。 

４ この法律において「消防機関」とは、消防組織法（昭和二十二年法律第二百二十六号）第九条に規定する消

防の機関をいう。 

５ この法律において「消防機関の長」とは、消防本部を置く市町村にあつては消防長を、消防本部を置かない

市町村にあつては消防団の長をいう。 

６ この法律において「水防計画」とは、水防上必要な監視、警戒、通信、連絡、輸送及びダム又は水門若しく

は閘(こう)門の操作、水防のための水防団、消防機関及び水防協力団体（第三十六条第一項の規定により指定

された水防協力団体をいう。以下第四章までにおいて同じ。）の活動、一の水防管理団体と他の水防管理団体

との間における協力及び応援、水防のための活動に必要な河川管理者（河川法（昭和三十九年法律第百六十七

号）第七条（同法第百条第一項において準用する場合を含む。）に規定する河川管理者をいう。以下同じ。）

及び同法第九条第二項又は第五項の規定により都道府県知事又は地方自治法（昭和二十二年法律第六十七号）

第二百五十二条の十九第一項の指定都市の長が河川法第九条第二項に規定する指定区間内の一級河川（同法第

四条第一項に規定する一級河川をいう。以下同じ。）の管理の一部を行う場合における当該都道府県知事又は

当該指定都市の長、下水道管理者（下水道法（昭和三十三年法律第七十九号）第四条第一項に規定する公共下

水道管理者、同法第二十五条の二十三第一項に規定する流域下水道管理者及び同法第二十七条第一項に規定す

る都市下水路管理者をいう。第七条第四項及び第二十四条の二第一項において同じ。）並びに海岸管理者（海

岸法（昭和三十一年法律第百一号）第二条第三項に規定する海岸管理者をいう。第七条第四項及び第二十四条

の二において同じ。）の協力並びに水防に必要な器具、資材及び設備の整備及び運用に関する計画をいう。 

７ この法律において「量水標等」とは、量水標、験潮儀その他の水位観測施設をいう。 

８ この法律において「水防警報」とは、洪水、津波又は高潮によつて災害が発生するおそれがあるとき、水防

を行う必要がある旨を警告して行う発表をいう。 

第二章 水防組織 

（市町村の水防責任） 

第三条 市町村は、その区域における水防を十分に果すべき責任を有する。ただし、水防事務組合が水防を行う

区域及び水害予防組合の区域については、この限りでない。 

（水防事務組合の設立） 

第三条の二 地形の状況により、市町村が単独で前条の責任を果たすことが著しく困難又は不適当であると認め

られる場合においては、関係市町村は、洪水、雨水出水、津波又は高潮による被害の共通性を勘案して、共同

して水防を行う区域を定め、水防事務組合を設けなければならない。 
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（水害予防組合の区域を水防を行う区域とする水防事務組合が設けられる場合の特別措置） 

第三条の三 水害予防組合法（明治四十一年法律第五十号）第十五条第一項の規定により都道府県知事が水害予

防組合を廃止しようとする場合において、当該水害予防組合の区域の全部又は一部について、当該水害予防組

合に代るべき水防管理団体として引き続き水防事務組合が設けられるときは、都道府県知事は、同条第三項の

規定にかかわらず、当該水害予防組合が、その有する財産及び負債のうち水防の用に供せられ、又は供せられ

る予定となつている財産及びこれらの財産に係る負債以外の財産及び負債の処分を完了したときは、当該水害

予防組合を廃止することができる。 

２ 前項の規定により廃止される水害予防組合は、その廃止の日において有する水防の用に供せられ、又は供せ

られる予定となつている財産を、当該水害予防組合の区域の全部を水防を行う区域とする一の水防事務組合が

設けられる場合においては、当該水防事務組合に、当該水害予防組合の区域について二以上の水防事務組合が

設けられる場合又は当該水害予防組合の区域の一部が市町村の水防を行うべき区域となる場合においては、当

該水害予防組合と関係水防事務組合又は市町村との協議に基き、関係水防事務組合又は市町村に無償譲渡し、

当該水防事務組合又は市町村は、それぞれ、その譲渡される財産に係る負債を引き受けなければならない。こ

の場合においては、当該水害予防組合は、当該財産の譲渡及び負債の引継のために必要な範囲内において、当

該財産の譲渡及び負債の引継を完了するまで、なお存続するものとみなす。 

（水防事務組合の議会の議員の選挙） 

第三条の四 水防事務組合の議会の議員は、組合規約で定めるところにより、関係市町村の議会において、当該

市町村の議会の議員の被選挙権を有する者で水防に関し学識経験があり、かつ、熱意があると認められるもの

のうちから選挙するものとする。ただし、数市町村にわたる水防上の特別の利害を調整する必要があると認め

られるときは、組合規約で定めるところにより、当該市町村の議会の議員の被選挙権を有する者で水防に関し

学識経験があり、かつ、熱意があると認められるものにつき当該市町村の長が推薦した者のうちから選挙する

ことができる。この場合において、市町村の長が推薦した者のうちから選挙される議員の数は、当該市町村の

議会において選挙される議員の数の二分の一をこえてはならない。 

２ 前項の規定により関係市町村の議会において選挙される議員の数は、水防事務組合の行う事業による受益の

割合及び防護すべき施設の延長の割合を勘案して定めるものとする。 

（水防事務組合の経費の分賦） 

第三条の五 水防事務組合の経費の関係市町村に対する分賦は、前条第二項に規定する割合を勘案して定めるも

のとする。 

（都道府県の水防責任） 

第三条の六 都道府県は、その区域における水防管理団体が行う水防が十分に行われるように確保すべき責任を

有する。 

（指定水防管理団体） 

第四条 都道府県知事は、水防上公共の安全に重大な関係のある水防管理団体を指定することができる。 

（水防の機関） 

第五条 水防管理団体は、水防事務を処理するため、水防団を置くことができる。 

２ 前条の規定により指定された水防管理団体（以下「指定管理団体」という。）は、その区域内にある消防機

関が水防事務を十分に処理することができないと認める場合においては、水防団を置かなければならない。 

３ 水防団及び消防機関は、水防に関しては水防管理者の所轄の下に行動する。 

（水防団） 

第六条 水防団は、水防団長及び水防団員をもつて組織する。 

２ 水防団の設置、区域及び組織並びに水防団長及び水防団員の定員、任免、給与及び服務に関する事項は、市

町村又は水防事務組合にあつては条例で、水害予防組合にあつては組合会の議決で定める。 

（公務災害補償） 

第六条の二 水防団長又は水防団員が公務により死亡し、負傷し、若しくは病気にかかり、又は公務による負傷

若しくは病気により死亡し、若しくは障害の状態となつたときは、当該水防団長又は水防団員の属する水防管

理団体は、政令で定める基準に従い、市町村又は水防事務組合にあつては条例で、水害予防組合にあつては組
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合会の議決で定めるところにより、その者又はその者の遺族がこれらの原因によつて受ける損害を補償しなけ

ればならない。 

２ 前項の場合においては、水防管理団体は、当該水防団長若しくは水防団員又はその者の遺族の福祉に関して

必要な事業を行うように努めなければならない。 

（退職報償金） 

第六条の三 水防団長又は水防団員で非常勤のものが退職した場合においては、当該水防団長又は水防団員の属

する水防管理団体は、市町村又は水防事務組合にあつては条例で、水害予防組合にあつては組合会の議決で定

めるところにより、その者（死亡による退職の場合には、その者の遺族）に退職報償金を支給することができ

る。 

（都道府県の水防計画） 

第七条 都道府県知事は、水防事務の調整及びその円滑な実施のため、当該都道府県の水防計画を定め、及び毎

年当該都道府県の水防計画に検討を加え、必要があると認めるときは、これを変更しなければならない。 

２ 都道府県の水防計画は、津波の発生時における水防活動その他の危険を伴う水防活動に従事する者の安全の

確保が図られるように配慮されたものでなければならない。 

３ 都道府県知事は、当該都道府県の水防計画に河川管理者（河川法第九条第二項又は第五項の規定により都道

府県知事又は地方自治法第二百五十二条の十九第一項の指定都市の長が河川法第九条第二項に規定する指定区

間内の一級河川の管理の一部を行う場合にあつては、当該都道府県知事又は当該指定都市の長。以下同じ。）

による河川に関する情報の提供、水防訓練への河川管理者の参加その他の水防管理団体が行う水防のための活

動に河川管理者の協力が必要な事項を記載しようとするときは、当該事項について、あらかじめ、河川管理者

に協議し、その同意を得なければならない。 

４ 前項の規定は、都道府県知事が、当該都道府県の水防計画に水防管理団体が行う水防のための活動に下水道

管理者又は海岸管理者の協力が必要な事項を記載しようとする場合について準用する。 

５ 都道府県知事は、第一項の規定により当該都道府県の水防計画を定め、又は変更しようとするときは、あら

かじめ、都道府県水防協議会（次条第一項に規定する都道府県水防協議会をいい、これを設置しない都道府県

にあつては、災害対策基本法（昭和三十六年法律第二百二十三号）第十四条第一項に規定する都道府県防災会

議とする。）に諮らなければならない。 

６ 二以上の都府県に関係する水防事務については、関係都府県知事は、あらかじめ協定して当該都府県の水防

計画を定め、国土交通大臣及び消防庁長官に報告しなければならない。報告した水防計画の変更についても、

同様とする。 

７ 都道府県知事は、第一項又は前項の規定により当該都道府県の水防計画を定め、又は変更したときは、その

要旨を公表するよう努めるものとする。 

（都道府県水防協議会） 

第八条 都道府県の水防計画その他水防に関し重要な事項を調査審議させるため、都道府県に都道府県水防協議

会を置くことができる。 

２ 都道府県水防協議会は、水防に関し関係機関に対して意見を述べることができる。 

３ 都道府県水防協議会は、会長及び委員をもつて組織する。 

４ 会長は、都道府県知事をもつて充てる。委員は、関係行政機関の職員並びに水防に関係のある団体の代表者

及び学識経験のある者のうちから都道府県知事が命じ、又は委嘱する。 

５ 前各項に定めるものの外、都道府県水防協議会に関し必要な事項は、当該都道府県条例で定める。 

第三章 水防活動 

（河川等の巡視） 

第九条 水防管理者、水防団長又は消防機関の長は、随時区域内の河川、海岸堤防、津波防護施設（津波防災地

域づくりに関する法律（平成二十三年法律第百二十三号）第二条第十項に規定する津波防護施設をいう。以下

この条において同じ。）等を巡視し、水防上危険であると認められる箇所があるときは、直ちに当該河川、海

岸堤防、津波防護施設等の管理者に連絡して必要な措置を求めなければならない。 

（国の機関が行う洪水予報等） 
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第十条 気象庁長官は、気象等の状況により洪水、津波又は高潮のおそれがあると認められるときは、その状況

を国土交通大臣及び関係都道府県知事に通知するとともに、必要に応じ放送機関、新聞社、通信社その他の報

道機関（以下「報道機関」という。）の協力を求めて、これを一般に周知させなければならない。 

２ 国土交通大臣は、二以上の都府県の区域にわたる河川その他の流域面積が大きい河川で洪水により国民経済

上重大な損害を生ずるおそれがあるものとして指定した河川について、気象庁長官と共同して、洪水のおそれ

があると認められるときは水位又は流量を、はん濫した後においては水位若しくは流量又ははん濫により浸水

する区域及びその水深を示して当該河川の状況を関係都道府県知事に通知するとともに、必要に応じ報道機関

の協力を求めて、これを一般に周知させなければならない。 

３ 都道府県知事は、前二項の規定による通知を受けた場合においては、直ちに都道府県の水防計画で定める水

防管理者及び量水標管理者（量水標等の管理者をいう。以下同じ。）に、その受けた通知に係る事項（量水標

管理者にあつては、洪水又は高潮に係る事項に限る。）を通知しなければならない。 

（都道府県知事が気象庁長官と共同して行う洪水予報） 

第十一条 都道府県知事は、前条第二項の規定により国土交通大臣が指定した河川以外の流域面積が大きい河川

で洪水により相当な損害を生ずるおそれがあるものとして指定した河川について、洪水のおそれがあると認め

られるときは、気象庁長官と共同して、その状況を水位又は流量を示して直ちに都道府県の水防計画で定める

水防管理者及び量水標管理者に通知するとともに、必要に応じ報道機関の協力を求めて、これを一般に周知さ

せなければならない。 

２ 都道府県知事は、前項の規定による指定をしようとするときは、気象庁長官に協議するものとする。 

（情報の提供の求め等） 

第十一条の二 都道府県知事は、前条第一項の規定による通知及び周知を行うため必要があると認めるときは、

国土交通大臣に対し、当該通知及び周知に係る河川の水位又は流量に関する情報であつて、第十条第二項の規

定により国土交通大臣が指定した河川について国土交通大臣が洪水のおそれを予測する過程で取得したものの

提供を求めることができる。 

２ 国土交通大臣は、前項の規定による求めがあつたときは、同項に規定する情報を当該都道府県知事及び気象

庁長官に提供するものとする。 

３ 前項の規定による情報の提供については、気象業務法（昭和二十七年法律第百六十五号）第十七条及び第二

十三条の規定は、適用しない。 

（国土交通大臣が気象庁長官及び都道府県知事と共同して行う高潮予報） 

第十一条の三 国土交通大臣は、高潮により国民経済上重大な損害を生ずるおそれがあるものとして指定した海

岸について、高潮のおそれがあると認められるときは、気象庁長官及び当該海岸の存する都道府県の知事と共

同して、その状況を水位を示して直ちに当該都道府県の水防計画で定める水防管理者及び量水標管理者に通知

するとともに、必要に応じ報道機関の協力を求めて、これを一般に周知させなければならない。 

２ 国土交通大臣は、前項の規定による指定をしようとするときは、当該海岸の存する都道府県の知事に協議す

るものとする。 

（水位の通報及び公表） 

第十二条 都道府県の水防計画で定める水防管理者又は量水標管理者は、洪水若しくは高潮のおそれがあること

を自ら知り、又は第十条第三項、第十一条第一項若しくは前条第一項の規定による通知を受けた場合において、

量水標等の示す水位が都道府県知事の定める通報水位を超えるときは、その水位の状況を、都道府県の水防計

画で定めるところにより、関係者に通報しなければならない。 

２ 都道府県の水防計画で定める量水標管理者は、量水標等の示す水位が警戒水位（前項の通報水位を超える水

位であつて洪水又は高潮による災害の発生を警戒すべきものとして都道府県知事が定める水位をいう。以下同

じ。）を超えるときは、その水位の状況を、都道府県の水防計画で定めるところにより、公表しなければなら

ない。 

（国土交通大臣又は都道府県知事が行う洪水に係る水位情報の通知及び周知） 

第十三条 国土交通大臣は、第十条第二項の規定により指定した河川以外の河川のうち、河川法第九条第二項に

規定する指定区間外の一級河川で洪水により国民経済上重大な損害を生ずるおそれがあるものとして指定した
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河川について、洪水特別警戒水位（警戒水位を超える水位であつて洪水による災害の発生を特に警戒すべき水

位をいう。次項において同じ。）を定め、当該河川の水位がこれに達したときは、その旨を当該河川の水位又

は流量を示して関係都道府県知事に通知するとともに、必要に応じ報道機関の協力を求めて、これを一般に周

知させなければならない。 

２ 都道府県知事は、第十条第二項又は第十一条第一項の規定により国土交通大臣又は自らが指定した河川以外

の河川のうち、河川法第九条第二項に規定する指定区間内の一級河川又は同法第五条第一項に規定する二級河

川で洪水により相当な損害を生ずるおそれがあるものとして指定した河川について、洪水特別警戒水位を定め、

当該河川の水位がこれに達したときは、その旨を当該河川の水位又は流量を示して直ちに都道府県の水防計画

で定める水防管理者及び量水標管理者に通知するとともに、必要に応じ報道機関の協力を求めて、これを一般

に周知させなければならない。 

３ 都道府県知事は、第一項の規定による通知を受けた場合においては、直ちに都道府県の水防計画で定める水

防管理者及び量水標管理者に、その受けた通知に係る事項を通知しなければならない。 

（都道府県知事又は市町村長が行う雨水出水に係る水位情報の通知及び周知） 

第十三条の二 都道府県知事は、当該都道府県が管理する公共下水道等（下水道法第二条第三号に規定する公共

下水道、同条第四号に規定する流域下水道又は同条第五号に規定する都市下水路をいう。以下この条及び第十

四条の二において同じ。）の排水施設等（排水施設又はこれを補完するポンプ施設若しくは貯留施設をいう。

以下この条において同じ。）で雨水出水により相当な損害を生ずるおそれがあるものとして指定したものにつ

いて、雨水出水特別警戒水位（雨水出水による災害の発生を特に警戒すべき水位（公共下水道等の排水施設等

の底面から水面までの高さをいう。以下この条において同じ。）をいう。次項において同じ。）を定め、当該

排水施設等の水位がこれに達したときは、その旨を当該排水施設等の水位を示して直ちに当該都道府県の水防

計画で定める水防管理者及び量水標管理者に通知するとともに、必要に応じ報道機関の協力を求めて、これを

一般に周知させなければならない。 

２ 市町村長は、当該市町村が管理する公共下水道等の排水施設等で雨水出水により相当な損害を生ずるおそれ

があるものとして指定したものについて、雨水出水特別警戒水位を定め、当該排水施設等の水位がこれに達し

たときは、その旨を当該排水施設等の水位を示して直ちに当該市町村の存する都道府県の水防計画で定める水

防管理者及び量水標管理者に通知するとともに、必要に応じ報道機関の協力を求めて、これを一般に周知させ

なければならない。 

（都道府県知事が行う高潮に係る水位情報の通知及び周知） 

第十三条の三 都道府県知事は、当該都道府県の区域内に存する海岸（第十一条の三第一項の規定により国土交

通大臣が指定した海岸を除く。）で高潮により相当な損害を生ずるおそれがあるものとして指定したものにつ

いて、高潮特別警戒水位（警戒水位を超える水位であつて高潮による災害の発生を特に警戒すべき水位をいう。）

を定め、当該海岸の水位がこれに達したときは、その旨を当該海岸の水位を示して直ちに当該都道府県の水防

計画で定める水防管理者及び量水標管理者に通知するとともに、必要に応じ報道機関の協力を求めて、これを

一般に周知させなければならない。 

（関係市町村長への通知） 

第十三条の四 第十条第二項若しくは第十三条第一項の規定により通知をした国土交通大臣、第十一条第一項、

第十三条第二項、第十三条の二第一項、前条若しくは第二十五条第二項の規定により通知をした都道府県知事、

第十一条の三第一項の規定により通知をした国土交通大臣及び都道府県知事又は第二十四条の二第二項の規定

により通知をした都道府県知事若しくは国土交通大臣は、災害対策基本法第六十条第一項の規定による避難の

ための立退きの指示又は同条第三項の規定による緊急安全確保措置の指示の判断に資するため、関係市町村の

長にその通知に係る事項を通知しなければならない。 

（洪水浸水想定区域） 

第十四条 国土交通大臣は、次に掲げる河川について、洪水時の円滑かつ迅速な避難を確保し、又は浸水を防止

することにより、水災による被害の軽減を図るため、国土交通省令で定めるところにより、想定最大規模降雨

（想定し得る最大規模の降雨であつて国土交通大臣が定める基準に該当するものをいう。以下同じ。）により

当該河川が氾濫した場合に浸水が想定される区域を洪水浸水想定区域として指定するものとする。 
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一 第十条第二項又は第十三条第一項の規定により指定した河川 

二 特定都市河川浸水被害対策法（平成十五年法律第七十七号）第三条第一項の規定により指定した河川 

三 前二号に掲げるもののほか、河川法第九条第二項に規定する指定区間外の一級河川のうち洪水による災害

の発生を警戒すべきものとして国土交通省令で定める基準に該当するもの 

２ 都道府県知事は、次に掲げる河川について、洪水時の円滑かつ迅速な避難を確保し、又は浸水を防止するこ

とにより、水災による被害の軽減を図るため、国土交通省令で定めるところにより、想定最大規模降雨により

当該河川が氾濫した場合に浸水が想定される区域を洪水浸水想定区域として指定するものとする。 

一 第十一条第一項又は第十三条第二項の規定により指定した河川 

二 特定都市河川浸水被害対策法第三条第四項から第六項までの規定により指定した河川 

三 前二号に掲げるもののほか、河川法第九条第二項に規定する指定区間内の一級河川又は同法第五条第一項

に規定する二級河川のうち洪水による災害の発生を警戒すべきものとして国土交通省令で定める基準に該当

するもの 

３ 前二項の規定による指定は、指定の区域、浸水した場合に想定される水深その他の国土交通省令で定める事

項を明らかにしてするものとする。 

４ 国土交通大臣又は都道府県知事は、第一項又は第二項の規定による指定をしたときは、国土交通省令で定め

るところにより、前項の国土交通省令で定める事項を公表するとともに、関係市町村の長に通知しなければな

らない。 

５ 前二項の規定は、第一項又は第二項の規定による指定の変更について準用する。 

（雨水出水浸水想定区域） 

第十四条の二 都道府県知事は、当該都道府県が管理する次に掲げる排水施設について、雨水出水時の円滑かつ

迅速な避難を確保し、又は浸水を防止することにより、水災による被害の軽減を図るため、国土交通省令で定

めるところにより、想定最大規模降雨により当該排水施設に雨水を排除できなくなつた場合又は当該排水施設

（第一号に掲げる排水施設にあつては、第十三条の二第一項の規定による指定に係るポンプ施設又は貯留施設

に接続する排水施設を含む。）から河川その他の公共の水域若しくは海域に雨水を排除できなくなつた場合に

浸水が想定される区域を雨水出水浸水想定区域として指定するものとする。 

一 第十三条の二第一項の規定による指定に係る排水施設 

二 下水道法第二十五条の二に規定する浸水被害対策区域内に存する公共下水道等の排水施設 

三 特定都市河川浸水被害対策法第三条第三項の規定により指定され、又は同条第四項、同条第五項において

準用する同条第三項若しくは同条第六項の規定により指定した特定都市河川流域内に存する公共下水道等の

排水施設 

四 前三号に掲げるもののほか、雨水出水による災害の発生を警戒すべきものとして国土交通省令で定める基

準に該当する公共下水道等の排水施設 

２ 市町村長は、当該市町村が管理する次に掲げる排水施設について、雨水出水時の円滑かつ迅速な避難を確保

し、又は浸水を防止することにより、水災による被害の軽減を図るため、国土交通省令で定めるところにより、

想定最大規模降雨により当該排水施設に雨水を排除できなくなつた場合又は当該排水施設（第一号に掲げる排

水施設にあつては、第十三条の二第二項の規定による指定に係るポンプ施設又は貯留施設に接続する排水施設

を含む。）から河川その他の公共の水域若しくは海域に雨水を排除できなくなつた場合に浸水が想定される区

域を雨水出水浸水想定区域として指定するものとする。 

一 第十三条の二第二項の規定による指定に係る排水施設 

二 下水道法第二十五条の二に規定する浸水被害対策区域内に存する公共下水道等の排水施設 

三 特定都市河川浸水被害対策法第三条第三項（同条第五項において準用する場合を含む。）及び第四項から

第六項までの規定により指定された特定都市河川流域内に存する公共下水道等の排水施設 

四 前三号に掲げるもののほか、雨水出水による災害の発生を警戒すべきものとして国土交通省令で定める基

準に該当する公共下水道等の排水施設 

３ 前二項の規定による指定は、指定の区域、浸水した場合に想定される水深その他の国土交通省令で定める事

項を明らかにしてするものとする。 
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４ 都道府県知事又は市町村長は、第一項又は第二項の規定による指定をしたときは、国土交通省令で定めると

ころにより、前項の国土交通省令で定める事項を公表するとともに、都道府県知事にあつては、関係市町村の

長に通知しなければならない。 

５ 前二項の規定は、第一項又は第二項の規定による指定の変更について準用する。 

（高潮浸水想定区域） 

第十四条の三 都道府県知事は、次に掲げる海岸について、高潮時の円滑かつ迅速な避難を確保し、又は浸水を

防止することにより、水災による被害の軽減を図るため、国土交通省令で定めるところにより、想定し得る最

大規模の高潮であつて国土交通大臣が定める基準に該当するものにより当該海岸について高潮による氾濫が発

生した場合に浸水が想定される区域を高潮浸水想定区域として指定するものとする。 

一 第十一条の三第一項の規定により指定され、又は第十三条の三の規定により指定した海岸 

二 前号に掲げるもののほか、当該都道府県の区域内に存する海岸のうち高潮による災害の発生を警戒すべき

ものとして国土交通省令で定める基準に該当するもの 

２ 前項の規定による指定は、指定の区域、浸水した場合に想定される水深その他の国土交通省令で定める事項

を明らかにしてするものとする。 

３ 都道府県知事は、第一項の規定による指定をしたときは、国土交通省令で定めるところにより、前項の国土

交通省令で定める事項を公表するとともに、関係市町村の長に通知しなければならない。 

４ 前二項の規定は、第一項の規定による指定の変更について準用する。 

（浸水想定区域における円滑かつ迅速な避難の確保及び浸水の防止のための措置） 

第十五条 市町村防災会議（災害対策基本法第十六条第一項に規定する市町村防災会議をいい、これを設置しな

い市町村にあつては、当該市町村の長とする。次項において同じ。）は、第十四条第一項若しくは第二項の規

定による洪水浸水想定区域の指定、第十四条の二第一項若しくは第二項の規定による雨水出水浸水想定区域の

指定又は前条第一項の規定による高潮浸水想定区域の指定があつたときは、市町村地域防災計画（同法第四十

二条第一項に規定する市町村地域防災計画をいう。以下同じ。）において、少なくとも当該洪水浸水想定区域、

雨水出水浸水想定区域又は高潮浸水想定区域ごとに、次に掲げる事項について定めるものとする。ただし、第

四号ハに掲げる施設について同号に掲げる事項を定めるのは、当該施設の所有者又は管理者からの申出があつ

た場合に限る。 

一 洪水予報等（第十条第一項の規定により気象庁長官が行う予報、同条第二項の規定により国土交通大臣及

び気象庁長官が行う予報、第十一条第一項の規定により都道府県知事及び気象庁長官が行う予報、第十一条

の三第一項の規定により国土交通大臣、気象庁長官及び都道府県知事が行う予報、第十三条第一項若しくは

第二項、第十三条の二又は第十三条の三の規定により国土交通大臣、都道府県知事又は市町村長が通知し又

は周知する情報その他人的災害を生ずるおそれがある洪水、雨水出水又は高潮に関する情報をいう。次項に

おいて同じ。）の伝達方法 

二 避難施設その他の避難場所及び避難路その他の避難経路に関する事項 

三 災害対策基本法第四十八条第一項の防災訓練として市町村長が行う洪水、雨水出水又は高潮に係る避難訓

練の実施に関する事項 

四 浸水想定区域（洪水浸水想定区域、雨水出水浸水想定区域又は高潮浸水想定区域をいう。第三項及び第二

十四条の二第一項において同じ。）内に次に掲げる施設がある場合にあつては、これらの施設の名称及び所

在地 

イ 地下街等（地下街その他地下に設けられた不特定かつ多数の者が利用する施設（地下に建設が予定され

ている施設又は地下に建設中の施設であつて、不特定かつ多数の者が利用すると見込まれるものを含む。）

をいう。次条において同じ。）でその利用者の洪水時、雨水出水時又は高潮時（以下「洪水時等」という。）

の円滑かつ迅速な避難の確保及び洪水時等の浸水の防止を図る必要があると認められるもの 

ロ 要配慮者利用施設（社会福祉施設、学校、医療施設その他の主として防災上の配慮を要する者が利用す

る施設をいう。第十五条の三において同じ。）でその利用者の洪水時等の円滑かつ迅速な避難の確保を図

る必要があると認められるもの 

ハ 大規模な工場その他の施設（イ又はロに掲げるものを除く。）であつて国土交通省令で定める基準を参
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酌して市町村の条例で定める用途及び規模に該当するもの（第十五条の四において「大規模工場等」とい

う。）でその洪水時等の浸水の防止を図る必要があると認められるもの 

五 その他洪水時等の円滑かつ迅速な避難の確保を図るために必要な事項 

２ 市町村防災会議は、前項の規定により市町村地域防災計画において同項第四号に掲げる事項を定めるときは、

当該市町村地域防災計画において、次の各号に掲げる施設の区分に応じ、当該各号に定める者への洪水予報等

の伝達方法を定めるものとする。 

一 前項第四号イに掲げる施設（地下に建設が予定されている施設及び地下に建設中の施設を除く。） 当該

施設の所有者又は管理者及び次条第九項に規定する自衛水防組織の構成員 

二 前項第四号ロに掲げる施設 当該施設の所有者又は管理者（第十五条の三第七項の規定により自衛水防組

織が置かれたときは、当該施設の所有者又は管理者及び当該自衛水防組織の構成員） 

三 前項第四号ハに掲げる施設 当該施設の所有者又は管理者（第十五条の四第一項の規定により自衛水防組

織が置かれたときは、当該施設の所有者又は管理者及び当該自衛水防組織の構成員） 

３ 浸水想定区域をその区域に含む市町村の長は、国土交通省令で定めるところにより、市町村地域防災計画に

おいて定められた第一項各号に掲げる事項を住民、滞在者その他の者（第十五条の十一において「住民等」と

いう。）に周知させるため、これらの事項（次の各号に掲げる区域をその区域に含む市町村にあつては、それ

ぞれ当該各号に定める事項を含む。）を記載した印刷物の配布その他の必要な措置を講じなければならない。 

一 土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法律（平成十二年法律第五十七号）第七条

第一項の土砂災害警戒区域 同法第八条第三項に規定する事項 

二 津波防災地域づくりに関する法律第五十三条第一項の津波災害警戒区域 同法第五十五条に規定する事項 

（地下街等の利用者の避難の確保及び浸水の防止のための措置に関する計画の作成等） 

第十五条の二 前条第一項の規定により市町村地域防災計画にその名称及び所在地を定められた地下街等の所有

者又は管理者は、単独で又は共同して、国土交通省令で定めるところにより、当該地下街等の利用者の洪水時

等の円滑かつ迅速な避難の確保及び洪水時等の浸水の防止を図るために必要な訓練その他の措置に関する計画

を作成しなければならない。 

２ 前項の地下街等の所有者又は管理者は、同項に規定する計画を作成しようとする場合において、当該地下街

等と連続する施設であつてその配置その他の状況に照らし当該地下街等の利用者の洪水時等の円滑かつ迅速な

避難の確保に著しい支障を及ぼすおそれのあるものがあるときは、あらかじめ、当該施設の所有者又は管理者

の意見を聴くよう努めるものとする。 

３ 第一項の地下街等の所有者又は管理者は、同項に規定する計画を作成したときは、遅滞なく、これを市町村

長に報告するとともに、公表しなければならない。 

４ 前二項の規定は、第一項に規定する計画の変更について準用する。 

５ 市町村長は、第一項の地下街等の利用者の洪水時等の円滑かつ迅速な避難の確保及び洪水時等の浸水の防止

を図るため必要があると認めるときは、前条第一項の規定により市町村地域防災計画にその名称及び所在地を

定められた連続する二以上の地下街等の所有者又は管理者に対し、第一項に規定する計画を共同して作成する

よう勧告をすることができる。 

６ 市町村長は、第一項の地下街等の所有者又は管理者が同項に規定する計画を作成していない場合において、

当該地下街等の利用者の洪水時等の円滑かつ迅速な避難の確保及び洪水時等の浸水の防止を図るため必要があ

ると認めるときは、当該地下街等の所有者又は管理者に対し、必要な指示をすることができる。 

７ 市町村長は、前項の規定による指示を受けた第一項の地下街等の所有者又は管理者が、正当な理由がなく、

その指示に従わなかつたときは、その旨を公表することができる。 

８ 第一項の地下街等（地下に建設が予定されている施設及び地下に建設中の施設を除く。以下この条において

同じ。）の所有者又は管理者は、同項に規定する計画で定めるところにより、同項の地下街等の利用者の洪水

時等の円滑かつ迅速な避難の確保及び洪水時等の浸水の防止のための訓練を行わなければならない。 

９ 第一項の地下街等の所有者又は管理者は、国土交通省令で定めるところにより、同項の地下街等の利用者の

洪水時等の円滑かつ迅速な避難の確保及び洪水時等の浸水の防止を行う自衛水防組織を置かなければならない。 

10 第一項の地下街等の所有者又は管理者は、前項の規定により自衛水防組織を置いたときは、遅滞なく、当該
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自衛水防組織の構成員その他の国土交通省令で定める事項を市町村長に報告しなければならない。当該事項を

変更したときも、同様とする。 

（要配慮者利用施設の利用者の避難の確保のための措置に関する計画の作成等） 

第十五条の三 第十五条第一項の規定により市町村地域防災計画にその名称及び所在地を定められた要配慮者利

用施設の所有者又は管理者は、国土交通省令で定めるところにより、当該要配慮者利用施設の利用者の洪水時

等の円滑かつ迅速な避難の確保を図るために必要な訓練その他の措置に関する計画を作成しなければならない。 

２ 前項の要配慮者利用施設の所有者又は管理者は、同項の規定による計画を作成したときは、遅滞なく、これ

を市町村長に報告しなければならない。これを変更したときも、同様とする。 

３ 市町村長は、第一項の要配慮者利用施設の所有者又は管理者が同項に規定する計画を作成していない場合に

おいて、当該要配慮者利用施設の利用者の洪水時等の円滑かつ迅速な避難の確保を図るため必要があると認め

るときは、当該要配慮者利用施設の所有者又は管理者に対し、必要な指示をすることができる。 

４ 市町村長は、前項の規定による指示を受けた第一項の要配慮者利用施設の所有者又は管理者が、正当な理由

がなく、その指示に従わなかつたときは、その旨を公表することができる。 

５ 第一項の要配慮者利用施設の所有者又は管理者は、同項に規定する計画で定めるところにより、同項の要配

慮者利用施設の利用者の洪水時等の円滑かつ迅速な避難の確保のための訓練を行うとともに、その結果を市町

村長に報告しなければならない。 

６ 市町村長は、第二項又は前項の規定により報告を受けたときは、第一項の要配慮者利用施設の所有者又は管

理者に対し、当該要配慮者利用施設の利用者の洪水時等の円滑かつ迅速な避難の確保を図るために必要な助言

又は勧告をすることができる。 

７ 第一項の要配慮者利用施設の所有者又は管理者は、国土交通省令で定めるところにより、同項の要配慮者利

用施設の利用者の洪水時等の円滑かつ迅速な避難の確保を行う自衛水防組織を置くよう努めなければならない。 

８ 第一項の要配慮者利用施設の所有者又は管理者は、前項の規定により自衛水防組織を置いたときは、遅滞な

く、当該自衛水防組織の構成員その他の国土交通省令で定める事項を市町村長に報告しなければならない。当

該事項を変更したときも、同様とする。 

（大規模工場等における浸水の防止のための措置に関する計画の作成等） 

第十五条の四 第十五条第一項の規定により市町村地域防災計画にその名称及び所在地を定められた大規模工場

等の所有者又は管理者は、国土交通省令で定めるところにより、当該大規模工場等の洪水時等の浸水の防止を

図るために必要な訓練その他の措置に関する計画を作成するとともに、当該計画で定めるところにより当該大

規模工場等の洪水時等の浸水の防止のための訓練を実施するほか、当該大規模工場等の洪水時等の浸水の防止

を行う自衛水防組織を置くよう努めなければならない。 

２ 前項の大規模工場等の所有者又は管理者は、同項の規定による計画を作成し、又は自衛水防組織を置いたと

きは、遅滞なく、当該計画又は当該自衛水防組織の構成員その他の国土交通省令で定める事項を市町村長に報

告しなければならない。当該計画又は当該事項を変更したときも、同様とする。 

（市町村防災会議の協議会が設置されている場合の準用） 

第十五条の五 第十五条から前条までの規定は、災害対策基本法第十七条第一項の規定により水災による被害の

軽減を図るため市町村防災会議の協議会が設置されている場合について準用する。この場合において、第十五

条第一項中「市町村防災会議（災害対策基本法第十六条第一項に規定する市町村防災会議をいい、これを設置

しない市町村にあつては、当該市町村の長とする」とあるのは「市町村防災会議の協議会（災害対策基本法第

十七条第一項に規定する市町村防災会議の協議会をいう」と、「市町村地域防災計画（同法第四十二条第一項

に規定する市町村地域防災計画をいう」とあるのは「市町村相互間地域防災計画（同法第四十四条第一項に規

定する市町村相互間地域防災計画をいう」と、同条第二項中「市町村防災会議」とあるのは「市町村防災会議

の協議会」と、同項、同条第三項、第十五条の二第一項及び第五項、第十五条の三第一項並びに前条第一項中

「市町村地域防災計画」とあるのは「市町村相互間地域防災計画」と読み替えるものとする。 

（浸水被害軽減地区の指定等） 

第十五条の六 水防管理者は、洪水浸水想定区域（当該区域に隣接し、又は近接する区域を含み、河川区域（河

川法第六条第一項に規定する河川区域をいう。）を除く。）内で輪中堤防その他の帯状の盛土構造物が存する
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土地（その状況がこれに類するものとして国土交通省令で定める土地を含む。）の区域であつて浸水の拡大を

抑制する効用があると認められるものを浸水被害軽減地区として指定することができる。 

２ 水防管理者は、前項の規定による指定をしようとするときは、あらかじめ、当該指定をしようとする区域を

その区域に含む市町村の長の意見を聴くとともに、当該指定をしようとする区域内の土地の所有者の同意を得

なければならない。 

３ 水防管理者は、第一項の規定による指定をするときは、国土交通省令で定めるところにより、当該浸水被害

軽減地区を公示するとともに、その旨を当該浸水被害軽減地区をその区域に含む市町村の長及び当該浸水被害

軽減地区内の土地の所有者に通知しなければならない。 

４ 第一項の規定による指定は、前項の規定による公示によつてその効力を生ずる。 

５ 前三項の規定は、第一項の規定による指定の解除について準用する。 

（標識の設置等） 

第十五条の七 水防管理者は、前条第一項の規定により浸水被害軽減地区を指定したときは、国土交通省令で定

める基準を参酌して、市町村又は水防事務組合にあつては条例で、水害予防組合にあつては組合会の議決で定

めるところにより、浸水被害軽減地区の区域内に、浸水被害軽減地区である旨を表示した標識を設けなければ

ならない。 

２ 浸水被害軽減地区内の土地の所有者、管理者又は占有者は、正当な理由がない限り、前項の標識の設置を拒

み、又は妨げてはならない。 

３ 何人も、第一項の規定により設けられた標識を水防管理者の承諾を得ないで移転し、若しくは除却し、又は

汚損し、若しくは損壊してはならない。 

４ 水防管理団体は、第一項の規定による行為により損失を受けた者に対して、時価によりその損失を補償しな

ければならない。 

（行為の届出等） 

第十五条の八 浸水被害軽減地区内の土地において土地の掘削、盛土又は切土その他土地の形状を変更する行為

をしようとする者は、当該行為に着手する日の三十日前までに、国土交通省令で定めるところにより、行為の

種類、場所、設計又は施行方法、着手予定日その他国土交通省令で定める事項を水防管理者に届け出なければ

ならない。ただし、通常の管理行為、軽易な行為その他の行為で政令で定めるもの及び非常災害のため必要な

応急措置として行う行為については、この限りでない。 

２ 水防管理者は、前項の規定による届出を受けたときは、国土交通省令で定めるところにより、当該届出の内

容を、当該浸水被害軽減地区をその区域に含む市町村の長に通知しなければならない。 

３ 水防管理者は、第一項の規定による届出があつた場合において、当該浸水被害軽減地区が有する浸水の拡大

を抑制する効用を保全するため必要があると認めるときは、当該届出をした者に対して、必要な助言又は勧告

をすることができる。 

（大規模氾濫減災協議会） 

第十五条の九 国土交通大臣は、第十条第二項又は第十三条第一項の規定により指定した河川について、想定最

大規模降雨により当該河川が氾濫した場合の水災による被害の軽減に資する取組を総合的かつ一体的に推進す

るために必要な協議を行うための協議会（以下この条において「大規模氾濫減災協議会」という。）を組織す

るものとする。 

２ 大規模氾濫減災協議会は、次に掲げる者をもつて構成する。 

一 国土交通大臣 

二 当該河川の存する都道府県の知事 

三 当該河川の存する市町村の長 

四 当該河川の存する区域をその区域に含む水防管理団体の水防管理者 

五 当該河川の河川管理者 

六 当該河川の存する区域の全部又は一部を管轄する管区気象台長、沖縄気象台長又は地方気象台長 

七 第三号の市町村に隣接する市町村の長その他の国土交通大臣が必要と認める者 

３ 大規模氾濫減災協議会において協議が調つた事項については、大規模氾濫減災協議会の構成員は、その協議
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の結果を尊重しなければならない。 

４ 前三項に定めるもののほか、大規模氾濫減災協議会の運営に関し必要な事項は、大規模氾濫減災協議会が定

める。 

（都道府県大規模氾濫減災協議会） 

第十五条の十 都道府県知事は、第十一条第一項又は第十三条第二項の規定により指定した河川について、想定

最大規模降雨により当該河川が氾濫した場合の水災による被害の軽減に資する取組を総合的かつ一体的に推進

するために必要な協議を行うための協議会（以下この条において「都道府県大規模氾濫減災協議会」という。）

を組織することができる。 

２ 都道府県大規模氾濫減災協議会は、次に掲げる者をもつて構成する。 

一 当該都道府県知事 

二 当該河川の存する市町村の長 

三 当該河川の存する区域をその区域に含む水防管理団体の水防管理者 

四 当該河川の河川管理者 

五 当該河川の存する区域の全部又は一部を管轄する管区気象台長、沖縄気象台長又は地方気象台長 

六 第二号の市町村に隣接する市町村の長その他の当該都道府県知事が必要と認める者 

３ 前条第三項及び第四項の規定は、都道府県大規模氾濫減災協議会について準用する。この場合において、同

項中「前三項」とあるのは、「次条第一項及び第二項並びに同条第三項において準用する前項」と読み替える

ものとする。 

（予想される水災の危険の周知等） 

第十五条の十一 市町村長は、当該市町村の区域内に存する河川（第十条第二項、第十一条第一項又は第十三条

第一項若しくは第二項の規定により指定された河川を除く。）のうち、洪水時の円滑かつ迅速な避難を確保す

ることが特に必要と認める河川について、過去の降雨により当該河川が氾濫した際に浸水した地点、その水深

その他の状況を把握するよう努めるとともに、これを把握したときは、当該河川において予想される水災の危

険を住民等に周知させなければならない。 

（河川管理者の援助等） 

第十五条の十二 河川管理者は、第十五条の六第一項の規定により浸水被害軽減地区の指定をしようとする水防

管理者及び前条の規定により浸水した地点、その水深その他の状況を把握しようとする市町村長に対し、必要

な情報提供、助言その他の援助を行うものとする。 

２ 河川管理者は、前項の規定による援助を行うため必要があると認めるときは、河川法第五十八条の八第一項

の規定により指定した河川協力団体に必要な協力を要請することができる。 

（水防警報） 

第十六条 国土交通大臣は、洪水、津波又は高潮により国民経済上重大な損害を生ずるおそれがあると認めて指

定した河川、湖沼又は海岸について、都道府県知事は、国土交通大臣が指定した河川、湖沼又は海岸以外の河

川、湖沼又は海岸で洪水、津波又は高潮により相当な損害を生ずるおそれがあると認めて指定したものについ

て、水防警報をしなければならない。 

２ 国土交通大臣は、前項の規定により水防警報をしたときは、直ちにその警報事項を関係都道府県知事に通知

しなければならない。 

３ 都道府県知事は、第一項の規定により水防警報をしたとき、又は前項の規定により通知を受けたときは、都

道府県の水防計画で定めるところにより、直ちにその警報事項又はその受けた通知に係る事項を関係水防管理

者その他水防に関係のある機関に通知しなければならない。 

４ 国土交通大臣又は都道府県知事は、第一項の規定により河川、湖沼又は海岸を指定したときは、その旨を公

示しなければならない。 

（水防団及び消防機関の出動） 

第十七条 水防管理者は、水防警報が発せられたとき、水位が警戒水位に達したときその他水防上必要があると

認めるときは、都道府県の水防計画で定めるところにより、水防団及び消防機関を出動させ、又は出動の準備

をさせなければならない。 
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（優先通行） 

第十八条 都道府県知事の定める標識を有する車両が水防のため出動するときは、車両及び歩行者は、これに進

路を譲らなければならない。 

（緊急通行） 

第十九条 水防団長、水防団員及び消防機関に属する者並びに水防管理者から委任を受けた者は、水防上緊急の

必要がある場所に赴くときは、一般交通の用に供しない通路又は公共の用に供しない空地及び水面を通行する

ことができる。 

２ 水防管理団体は、前項の規定により損失を受けた者に対し、時価によりその損失を補償しなければならない。 

（水防信号） 

第二十条 都道府県知事は、水防に用いる信号を定めなければならない。 

２ 何人も、みだりに前項の水防信号又はこれに類似する信号を使用してはならない。 

（警戒区域） 

第二十一条 水防上緊急の必要がある場所においては、水防団長、水防団員又は消防機関に属する者は、警戒区

域を設定し、水防関係者以外の者に対して、その区域への立入りを禁止し、若しくは制限し、又はその区域か

らの退去を命ずることができる。 

２ 前項の場所においては、水防団長、水防団員若しくは消防機関に属する者がいないとき、又はこれらの者の

要求があつたときは、警察官は、同項に規定する者の職権を行うことができる。 

（警察官の援助の要求） 

第二十二条 水防管理者は、水防のため必要があると認めるときは、警察署長に対して、警察官の出動を求める

ことができる。 

（応援） 

第二十三条 水防のため緊急の必要があるときは、水防管理者は、他の水防管理者又は市町村長若しくは消防長

に対して応援を求めることができる。応援を求められた者は、できる限りその求めに応じなければならない。 

２ 応援のため派遣された者は、水防については応援を求めた水防管理者の所轄の下に行動するものとする。 

３ 第一項の規定による応援のために要する費用は、当該応援を求めた水防管理団体が負担するものとする。 

４ 前項の規定により負担する費用の額及び負担の方法は、当該応援を求めた水防管理団体と当該応援を求めら

れた水防管理団体又は市町村とが協議して定める。 

（居住者等の水防義務） 

第二十四条 水防管理者、水防団長又は消防機関の長は、水防のためやむを得ない必要があるときは、当該水防

管理団体の区域内に居住する者、又は水防の現場にある者をして水防に従事させることができる。 

（氾濫等の通報） 

第二十四条の二 河川管理者、下水道管理者又は海岸管理者は、その管理する河川、下水道又は海岸について、

浸水想定区域における氾濫による著しい危険が切迫していると認められるときは、都道府県の水防計画で定め

るところにより、直ちにその状況を関係都道府県知事その他関係者に通報しなければならない。 

２ 前項の通報を受けた都道府県知事（当該通報をした者が河川管理者又は海岸管理者である国土交通大臣の場

合にあつては、国土交通大臣）は、その状況により相当な損害を生ずるおそれがあると認められるときは、当

該通報に係る事項を直ちに都道府県の水防計画で定める水防管理者及び量水標管理者並びに気象庁長官に通知

するとともに、必要に応じ報道機関の協力を求めて、これを一般に周知させなければならない。 

（決壊の通報） 

第二十五条 水防に際し、堤防その他の施設が決壊したときは、水防管理者、水防団長、消防機関の長又は水防

協力団体の代表者は、直ちにこれを関係都道府県知事その他関係者に通報しなければならない。 

２ 前項の通報を受けた都道府県知事は、決壊により相当な損害を生ずるおそれがあると認められるときは、当

該通報に係る事項を直ちに都道府県の水防計画で定める水防管理者及び量水標管理者並びに気象庁長官に通知

するとともに、必要に応じ報道機関の協力を求めて、これを一般に周知させなければならない。 

（決壊後の処置） 

第二十六条 堤防その他の施設が決壊したときにおいても、水防管理者、水防団長、消防機関の長及び水防協力

149



 

団体の代表者は、できる限りはん濫による被害が拡大しないように努めなければならない。 

（水防通信） 

第二十七条 何人も、水防上緊急を要する通信が最も迅速に行われるように協力しなければならない。 

２ 国土交通大臣、都道府県知事、水防管理者、水防団長、消防機関の長又はこれらの者の命を受けた者は、水

防上緊急を要する通信のために、電気通信事業法（昭和五十九年法律第八十六号）第二条第五号に規定する電

気通信事業者がその事業の用に供する電気通信設備を優先的に利用し、又は警察通信施設、気象官署通信施設、

鉄道通信施設、電気事業通信施設その他の専用通信施設を使用することができる。 

（公用負担） 

第二十八条 水防のため緊急の必要があるときは、水防管理者、水防団長又は消防機関の長は、水防の現場にお

いて、必要な土地を一時使用し、土石、竹木その他の資材を使用し、若しくは収用し、車両その他の運搬用機

器若しくは排水用機器を使用し、又は工作物その他の障害物を処分することができる。 

２ 前項に規定する場合において、水防管理者から委任を受けた者は、水防の現場において、必要な土地を一時

使用し、土石、竹木その他の資材を使用し、又は車両その他の運搬用機器若しくは排水用機器を使用すること

ができる。 

３ 水防管理団体は、前二項の規定により損失を受けた者に対し、時価によりその損失を補償しなければならな

い。 

（立退き等の指示） 

第二十九条 洪水、雨水出水、津波又は高潮によつて氾濫による著しい危険が切迫していると認められるときは、

都道府県知事、その命を受けた都道府県の職員又は水防管理者は、必要と認める区域の居住者、滞在者その他

の者に対し、避難のため立ち退くべきこと又は高所への移動、近傍の堅固な建物への退避、屋内の屋外に面す

る開口部から離れた場所での待避その他の緊急に安全を確保すべきことを指示することができる。水防管理者

が指示をする場合においては、当該区域を管轄する警察署長にその旨を通知しなければならない。 

（知事の指示） 

第三十条 水防上緊急を要するときは、都道府県知事は、水防管理者、水防団長又は消防機関の長に対して指示

をすることができる。 

（重要河川等における国土交通大臣の指示） 

第三十一条 二以上の都府県に関係がある河川又は海岸で、公共の安全を保持するため特に重要なものの水防上

緊急を要するときは、国土交通大臣は、都道府県知事、水防管理者、水防団長又は消防機関の長に対して指示

をすることができる。 

（特定緊急水防活動） 

第三十二条 国土交通大臣は、洪水、雨水出水、津波又は高潮による著しく激甚な災害が発生した場合において、

水防上緊急を要すると認めるときは、次に掲げる水防活動（以下この条及び第四十三条の二において「特定緊

急水防活動」という。）を行うことができる。 

一 当該災害の発生に伴い浸入した水の排除 

二 高度の機械力又は高度の専門的知識及び技術を要する水防活動として政令で定めるもの 

２ 国土交通大臣は、前項の規定により特定緊急水防活動を行おうとするときは、あらかじめ、当該特定緊急水

防活動を行おうとする場所に係る水防管理者にその旨を通知しなければならない。特定緊急水防活動を終了し

ようとするときも、同様とする。 

３ 第一項の規定により国土交通大臣が特定緊急水防活動を行う場合における第十九条、第二十一条、第二十二

条、第二十五条第一項、第二十六条及び第二十八条の規定の適用については、第十九条第一項中「水防団長、

水防団員及び消防機関に属する者並びに水防管理者から委任を受けた者」とあり、第二十一条第一項中「水防

団長、水防団員又は消防機関に属する者」とあり、及び同条第二項中「水防団長、水防団員若しくは消防機関

に属する者」とあるのは「国土交通省の職員」と、第十九条第二項及び第二十八条第三項中「水防管理団体」

とあるのは「国」と、第二十二条中「水防管理者」とあり、第二十五条第一項中「水防管理者、水防団長、消

防機関の長又は水防協力団体の代表者」とあり、第二十六条中「水防管理者、水防団長、消防機関の長及び水

防協力団体の代表者」とあり、及び第二十八条第一項中「水防管理者、水防団長又は消防機関の長」とあるの
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は「国土交通大臣」とする。 

（水防訓練） 

第三十二条の二 指定管理団体は、毎年、水防団、消防機関及び水防協力団体の水防訓練を行わなければならな

い。 

２ 指定管理団体以外の水防管理団体は、毎年、水防団、消防機関及び水防協力団体の水防訓練を行うよう努め

なければならない。 

（津波避難訓練への参加） 

第三十二条の三 津波防災地域づくりに関する法律第五十三条第一項の津波災害警戒区域に係る水防団、消防機

関及び水防協力団体は、同法第五十四条第一項第三号に規定する津波避難訓練が行われるときは、これに参加

しなければならない。 

第四章 指定水防管理団体 

（水防計画） 

第三十三条 指定管理団体の水防管理者は、都道府県の水防計画に応じた水防計画を定め、及び毎年水防計画に

検討を加え、必要があると認めるときは、これを変更しなければならない。 

２ 指定管理団体の水防管理者は、前項の規定により水防計画を定め、又は変更しようとするときは、あらかじ

め、水防協議会（次条第一項に規定する水防協議会をいう。以下この項において同じ。）を設置する指定管理

団体にあつては当該水防協議会、水防協議会を設置せず、かつ、災害対策基本法第十六条第一項に規定する市

町村防災会議を設置する市町村である指定管理団体にあつては当該市町村防災会議に諮らなければならない。 

３ 指定管理団体の水防管理者は、第一項の規定により水防計画を定め、又は変更したときは、その要旨を公表

するよう努めるとともに、遅滞なく、水防計画を都道府県知事に届け出なければならない。 

４ 第七条第二項から第四項までの規定は、指定管理団体の水防計画について準用する。 

（水防協議会） 

第三十四条 指定管理団体の水防計画その他水防に関し重要な事項を調査審議させるため、指定管理団体に水防

協議会を置くことができる。ただし、水防事務組合及び水害予防組合については、これらに水防協議会を置く

ものとする。 

２ 指定管理団体の水防協議会は、水防に関し関係機関に対して意見を述べることができる。 

３ 指定管理団体の水防協議会は、会長及び委員をもつて組織する。 

４ 会長は、指定管理団体の水防管理者をもつて充てる。委員は、関係行政機関の職員並びに水防に関係のある

団体の代表者及び学識経験のある者のうちから指定管理団体の水防管理者が命じ、又は委嘱する。 

５ 前各項に定めるもののほか、指定管理団体の水防協議会に関し必要な事項は、市町村又は水防事務組合にあ

つては条例で、水害予防組合にあつては組合会の議決で定める。 

（水防団員の定員の基準） 

第三十五条 都道府県は、条例で、指定管理団体の水防団員の定員の基準を定めることができる。 

第五章 水防協力団体 

（水防協力団体の指定） 

第三十六条 水防管理者は、次条に規定する業務を適正かつ確実に行うことができると認められる法人その他こ

れに準ずるものとして国土交通省令で定める団体を、その申請により、水防協力団体として指定することがで

きる。 

２ 水防管理者は、前項の規定による指定をしたときは、当該水防協力団体の名称、住所及び事務所の所在地を

公示しなければならない。 

３ 水防協力団体は、その名称、住所又は事務所の所在地を変更しようとするときは、あらかじめ、その旨を水

防管理者に届け出なければならない。 

４ 水防管理者は、前項の規定による届出があつたときは、当該届出に係る事項を公示しなければならない。 

（水防協力団体の業務） 

第三十七条 水防協力団体は、次に掲げる業務を行うものとする。 

一 水防団又は消防機関が行う水防上必要な監視、警戒その他の水防活動に協力すること。 
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二 水防に必要な器具、資材又は設備を保管し、及び提供すること。 

三 水防に関する情報又は資料を収集し、及び提供すること。 

四 水防に関する調査研究を行うこと。 

五 水防に関する知識の普及及び啓発を行うこと。 

六 前各号に掲げる業務に附帯する業務を行うこと。 

（水防団等との連携） 

第三十八条 水防協力団体は、水防団及び水防を行う消防機関との密接な連携の下に前条第一号に掲げる業務を

行わなければならない。 

（監督等） 

第三十九条 水防管理者は、第三十七条各号に掲げる業務の適正かつ確実な実施を確保するため必要があると認

めるときは、水防協力団体に対し、その業務に関し報告をさせることができる。 

２ 水防管理者は、水防協力団体が第三十七条各号に掲げる業務を適正かつ確実に実施していないと認めるとき

は、水防協力団体に対し、その業務の運営の改善に関し必要な措置を講ずべきことを命ずることができる。 

３ 水防管理者は、水防協力団体が前項の規定による命令に違反したときは、その指定を取り消すことができる。 

４ 水防管理者は、前項の規定により指定を取り消したときは、その旨を公示しなければならない。 

（情報の提供等） 

第四十条 国、都道府県及び水防管理団体は、水防協力団体に対し、その業務の実施に関し必要な情報の提供又

は指導若しくは助言をするものとする。 

第六章 費用の負担及び補助 

（水防管理団体の費用負担） 

第四十一条 水防管理団体の水防に要する費用は、当該水防管理団体が負担するものとする。 

（利益を受ける市町村の費用負担） 

第四十二条 水防管理団体の水防によつて当該水防管理団体の区域の関係市町村以外の市町村が著しく利益を受

けるときは、前条の規定にかかわらず、当該水防に要する費用の一部は、当該水防により著しく利益を受ける

市町村が負担するものとする。 

２ 前項の規定により負担する費用の額及び負担の方法は、当該水防を行う水防管理団体と当該水防により著し

く利益を受ける市町村とが協議して定める。 

３ 前項の規定による協議が成立しないときは、水防管理団体又は市町村は、その区域の属する都道府県の知事

にあつせんを申請することができる。 

４ 都道府県知事は、前項の規定による申請に基づいてあつせんをしようとする場合において、当事者のうちに

その区域が他の都府県に属する水防管理団体又は市町村があるときは、当該他の都府県の知事と協議しなけれ

ばならない。 

（都道府県の費用負担） 

第四十三条 この法律の規定により都道府県が処理することとされている事務に要する費用は、当該都道府県の

負担とする。 

（国の費用負担） 

第四十三条の二 第三十二条第一項の規定により国土交通大臣が行う特定緊急水防活動に要する費用は、国の負

担とする。 

（費用の補助） 

第四十四条 都道府県は、第四十一条の規定により水防管理団体が負担する費用について、当該水防管理団体に

対して補助することができる。 

２ 国は、前項の規定により都道府県が水防管理団体に対して補助するときは、当該補助金額のうち、二以上の

都府県の区域にわたる河川又は流域面積が大きい河川で洪水による国民経済に与える影響が重大なものの政令

で定める水防施設の設置に係る金額の二分の一以内を、予算の範囲内において、当該都道府県に対して補助す

ることができる。 

３ 前項の規定により国が都道府県に対して補助する金額は、当該水防施設の設置に要する費用の三分の一に相
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当する額以内とする。 

第七章 雑則 

（第二十四条の規定により水防に従事した者に対する災害補償） 

第四十五条 第二十四条の規定により水防に従事した者が水防に従事したことにより死亡し、負傷し、若しくは

病気にかかり、又は水防に従事したことによる負傷若しくは病気により死亡し、若しくは障害の状態となつた

ときは、当該水防管理団体は、政令で定める基準に従い、市町村又は水防事務組合にあつては条例で、水害予

防組合にあつては組合会の議決で定めるところにより、その者又はその者の遺族がこれらの原因によつて受け

る損害を補償しなければならない。 

（表彰） 

第四十六条 国土交通大臣は、水防管理者の所轄の下に水防に従事した者で当該水防に関し著しい功労があると

認められるものに対し、国土交通省令で定めるところにより、表彰を行うことができる。 

（報告） 

第四十七条 国土交通大臣及び消防庁長官は、都道府県又は水防管理団体に対し、水防に関し必要な報告をさせ

ることができる。 

２ 都道府県知事は、都道府県の区域内における水防管理団体に対し、水防に関し必要な報告をさせることがで

きる。 

（勧告及び助言） 

第四十八条 国土交通大臣は都道府県又は水防管理団体に対し、都道府県知事は都道府県の区域内における水防

管理団体に対し、水防に関し必要な勧告又は助言をすることができる。 

（資料の提出及び立入り） 

第四十九条 都道府県知事又は水防管理者は、水防計画を作成するために必要があると認めるときは、関係者に

対して資料の提出を命じ、又は当該職員、水防団長、水防団員若しくは消防機関に属する者をして必要な土地

に立ち入らせることができる。 

２ 都道府県の職員、水防団長、水防団員又は消防機関に属する者は、前項の規定により必要な土地に立ち入る

場合においては、その身分を示す証票を携帯し、関係人の請求があつたときは、これを提示しなければならな

い。 

（消防事務との調整） 

第五十条 水防管理者は、水防事務と水防事務以外の消防事務とが競合する場合の措置について、あらかじめ市

町村長と協議しておかなければならない。 

（権限の委任） 

第五十一条 この法律に規定する国土交通大臣の権限は、国土交通省令で定めるところにより、その一部を地方

整備局長又は北海道開発局長に委任することができる。 

第八章 罰則 

第五十二条 みだりに水防管理団体の管理する水防の用に供する器具、資材又は設備を損壊し、又は撤去した者

は、三年以下の拘禁刑又は五十万円以下の罰金に処する。 

２ 前項の者には、情状により拘禁刑及び罰金を併科することができる。 

第五十三条 刑法（明治四十年法律第四十五号）第百二十一条の規定の適用がある場合を除き、第二十一条の規

定による立入りの禁止若しくは制限又は退去の命令に従わなかつた者は、六月以下の拘禁刑又は三十万円以下

の罰金に処する。 

第五十四条 次の各号のいずれかに該当する者は、三十万円以下の罰金に処する。 

一 第十五条の七第三項の規定に違反した者 

二 第十五条の八第一項の規定に違反して、届出をしないで、又は虚偽の届出をして、同項本文に規定する行

為をした者 

第五十五条 次の各号のいずれかに該当する者は、三十万円以下の罰金又は拘留に処する。 

一 みだりに水防管理団体の管理する水防の用に供する器具、資材又は設備を使用し、又はその正当な使用を

妨げた者 
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二 第二十条第二項の規定に違反した者 

三 第四十九条第一項の規定による資料を提出せず、若しくは虚偽の資料を提出し、又は同項の規定による立

入りを拒み、妨げ、若しくは忌避した者 

附 則 

１ この法律は、公布の日から起算して六十日を経過した日〔昭和二四年八月三日〕から施行する。 

２ 国土交通大臣又は都道府県知事は、水防法及び土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関す

る法律の一部を改正する法律（平成十七年法律第三十七号）附則第二条の規定により、国土交通大臣又は都道

府県知事が第十三条第一項又は第二項の規定により指定した河川とみなされた河川については、平成二十二年

三月三十一日までに、第十四条第一項の規定による浸水想定区域の指定をしなければならない。 

３ 国は、平成十七年度から平成二十一年度までの各年度に限り、都道府県に対し、予算の範囲内において、前

項の浸水想定区域の指定をするために必要な河川がはん濫した場合に浸水するおそれがある土地の地形及び利

用の状況その他の事項に関する調査（次項において「浸水想定区域調査」という。）に要する費用の三分の一

以内を補助することができる。 

４ 国土交通大臣は、平成二十二年三月三十一日までの間、附則第二項の浸水想定区域の指定の適正を確保する

ために必要があると認めるときは、都道府県に対し、浸水想定区域調査又は土砂災害警戒区域等における土砂

災害防止対策の推進に関する法律第四条第一項の規定による調査の結果について、必要な報告を求めることが

できる。 

附 則〔昭和二七年七月三一日法律第二五八号抄〕 

１ この法律は、昭和二十七年八月一日から施行する。 

附 則〔昭和二九年六月一日法律第一四〇号〕 

この法律は、公布の日から施行する。 

附 則〔昭和二九年六月八日法律第一六三号抄〕 

（施行期日） 

１ この法律〔中略〕は、警察法（昭和二十九年法律第百六十二号。同法附則第一項但書に係る部分を除く。）

の施行の日〔昭和二九年七月一日〕から施行する。 

附 則〔昭和三〇年七月一一日法律第六一号抄〕 

１ この法律は、公布の日から施行する。 

附 則〔昭和三一年六月一一日法律第一四一号抄〕 

１ この法律は、昭和三十一年七月一日から施行する。 

附 則〔昭和三二年五月一六日法律第一〇五号抄〕 

（施行期日） 

１ この法律は、公布の日から起算して三月をこえない範囲内で政令で定める日から施行する。〔後略〕 

〔昭和三二年八月政令二五三号により、昭和三二・八・一〇から施行〕 

附 則〔昭和三三年三月一五日法律第八号〕 

この法律は、公布の日から起算して六月をこえない範囲内において政令で定める日から施行する。 

〔昭和三三年四月政令九五号により、昭和三三・五・一から施行〕 

附 則〔昭和三五年六月三〇日法律第一一三号抄〕 

（施行期日） 

第一条 この法律は、昭和三十五年七月一日から施行する。 

〔経過規定〕 

第三条 この法律の施行の際現にこの法律による改正前のそれぞれの法律の規定により内閣総理大臣若しくは自

治庁長官がし、又は国家消防本部においてした許可、認可その他これらに準ずる処分は、この法律による改正

後のそれぞれの法律の相当規定に基づいて、自治大臣がし、又は消防庁においてした許可、認可その他これら

に準ずる処分とみなす。 

２ この法律の施行の際現にこの法律による改正前のそれぞれの法律の規定により内閣総理大臣若しくは自治庁

長官又は国家消防本部に対してした許可、認可その他これらに準ずる処分の申請、届出その他の行為は、この
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法律による改正後のそれぞれの法律の相当規定に基づいて、自治大臣又は消防庁に対してした許可、認可その

他これらに準ずる処分の申請、届出その他の行為とみなす。 

〔罰則〕 

第四条 この法律の施行前にした行為に対する罰則の適用については、なお従前の例による。 

附 則〔昭和四七年六月二三日法律第九四号抄〕 

１ この法律は、公布の日から施行する。〔後略〕 

附 則〔昭和五七年七月一六日法律第六六号〕 

この法律は、昭和五十七年十月一日から施行する。 

附 則〔昭和五九年一二月二五日法律第八七号抄〕 

（施行期日） 

第一条 この法律は、昭和六十年四月一日から施行する。〔後略〕 

（政令への委任） 

第二十八条 附則第二条から前条までに定めるもののほか、この法律の施行に関し必要な事項は、政令で定める。 

附 則〔昭和六〇年六月二一日法律第六九号抄〕 

（施行期日） 

１ この法律は、昭和六十年十月一日から施行する。 

附 則〔平成六年六月二九日法律第四九号抄〕 

（施行期日） 

１ この法律中、〔中略〕第二章の規定は地方自治法の一部を改正する法律〔平成六年六月法律第四八号〕中地

方自治法〔昭和二二年四月法律第六七号〕第三編第三章の改正規定の施行の日〔平成七年六月一五日〕から施

行する。 

附 則〔平成七年四月二一日法律第六九号抄〕 

（施行期日） 

第一条 この法律は、平成八年四月一日から施行する。ただし、次の各号に掲げる規定は、当該各号に定める日

から施行する。 

一 〔前略〕第三条の規定並びに第四条中消防団員等公務災害補償等共済基金法第九条の三及び第二十四条第

二項の改正規定並びに次条及び附則第三条の規定 平成七年八月一日 

二 〔略〕 

第三条 この法律の施行（附則第一条第一号の規定による施行をいう。）前にした行為に対する罰則の適用につ

いては、なお従前の例による。 

附 則〔平成一一年七月一六日法律第八七号抄〕 

（施行期日） 

第一条 この法律は、平成十二年四月一日から施行する。ただし、次の各号に掲げる規定は、当該各号に定める

日から施行する。 

一 〔前略〕附則第七条、第十条、第十二条、第五十九条ただし書、第六十条第四項及び第五項、第七十三条、

第七十七条、第百五十七条第四項から第六項まで、第百六十条、第百六十三条、第百六十四条並びに第二百

二条の規定 公布の日 

二～六 〔略〕 

（国等の事務） 

第百五十九条 この法律による改正前のそれぞれの法律に規定するもののほか、この法律の施行前において、地

方公共団体の機関が法律又はこれに基づく政令により管理し又は執行する国、他の地方公共団体その他公共団

体の事務（附則第百六十一条において「国等の事務」という。）は、この法律の施行後は、地方公共団体が法

律又はこれに基づく政令により当該地方公共団体の事務として処理するものとする。 

（処分、申請等に関する経過措置） 

第百六十条 この法律（附則第一条各号に掲げる規定については、当該各規定。以下この条及び附則第百六十三

条において同じ。）の施行前に改正前のそれぞれの法律の規定によりされた許可等の処分その他の行為（以下

155



 

この条において「処分等の行為」という。）又はこの法律の施行の際現に改正前のそれぞれの法律の規定によ

りされている許可等の申請その他の行為（以下この条において「申請等の行為」という。）で、この法律の施

行の日においてこれらの行為に係る行政事務を行うべき者が異なることとなるものは、附則第二条から前条ま

での規定又は改正後のそれぞれの法律（これに基づく命令を含む。）の経過措置に関する規定に定めるものを

除き、この法律の施行の日以後における改正後のそれぞれの法律の適用については、改正後のそれぞれの法律

の相当規定によりされた処分等の行為又は申請等の行為とみなす。 

２ この法律の施行前に改正前のそれぞれの法律の規定により国又は地方公共団体の機関に対し報告、届出、提

出その他の手続をしなければならない事項で、この法律の施行の日前にその手続がされていないものについて

は、この法律及びこれに基づく政令に別段の定めがあるもののほか、これを、改正後のそれぞれの法律の相当

規定により国又は地方公共団体の相当の機関に対して報告、届出、提出その他の手続をしなければならない事

項についてその手続がされていないものとみなして、この法律による改正後のそれぞれの法律の規定を適用す

る。 

（不服申立てに関する経過措置） 

第百六十一条 施行日前にされた国等の事務に係る処分であって、当該処分をした行政庁（以下この条において

「処分庁」という。）に施行日前に行政不服審査法に規定する上級行政庁（以下この条において「上級行政庁」

という。）があったものについての同法による不服申立てについては、施行日以後においても、当該処分庁に

引き続き上級行政庁があるものとみなして、行政不服審査法の規定を適用する。この場合において、当該処分

庁の上級行政庁とみなされる行政庁は、施行日前に当該処分庁の上級行政庁であった行政庁とする。 

２ 前項の場合において、上級行政庁とみなされる行政庁が地方公共団体の機関であるときは、当該機関が行政

不服審査法の規定により処理することとされる事務は、新地方自治法第二条第九項第一号に規定する第一号法

定受託事務とする。 

（手数料に関する経過措置） 

第百六十二条 施行日前においてこの法律による改正前のそれぞれの法律（これに基づく命令を含む。）の規定

により納付すべきであった手数料については、この法律及びこれに基づく政令に別段の定めがあるもののほか、

なお従前の例による。 

（罰則に関する経過措置） 

第百六十三条 この法律の施行前にした行為に対する罰則の適用については、なお従前の例による。 

（その他の経過措置の政令への委任） 

第百六十四条 この附則に規定するもののほか、この法律の施行に伴い必要な経過措置（罰則に関する経過措置

を含む。）は、政令で定める。 

２ 附則第十八条、第五十一条及び第百八十四条の規定の適用に関して必要な事項は、政令で定める。 

〔平成一一年一二月二二日法律第一六〇号抄〕 

（処分、申請等に関する経過措置） 

第千三百一条 中央省庁等改革関係法及びこの法律（以下「改革関係法等」と総称する。）の施行前に法令の規

定により従前の国の機関がした免許、許可、認可、承認、指定その他の処分又は通知その他の行為は、法令に

別段の定めがあるもののほか、改革関係法等の施行後は、改革関係法等の施行後の法令の相当規定に基づいて、

相当の国の機関がした免許、許可、認可、承認、指定その他の処分又は通知その他の行為とみなす。 

２ 改革関係法等の施行の際現に法令の規定により従前の国の機関に対してされている申請、届出その他の行為

は、法令に別段の定めがあるもののほか、改革関係法等の施行後は、改革関係法等の施行後の法令の相当規定

に基づいて、相当の国の機関に対してされた申請、届出その他の行為とみなす。 

３ 改革関係法等の施行前に法令の規定により従前の国の機関に対し報告、届出、提出その他の手続をしなけれ

ばならないとされている事項で、改革関係法等の施行の日前にその手続がされていないものについては、法令

に別段の定めがあるもののほか、改革関係法等の施行後は、これを、改革関係法等の施行後の法令の相当規定

により相当の国の機関に対して報告、届出、提出その他の手続をしなければならないとされた事項についてそ

の手続がされていないものとみなして、改革関係法等の施行後の法令の規定を適用する。 

（従前の例による処分等に関する経過措置） 
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第千三百二条 なお従前の例によることとする法令の規定により、従前の国の機関がすべき免許、許可、認可、

承認、指定その他の処分若しくは通知その他の行為又は従前の国の機関に対してすべき申請、届出その他の行

為については、法令に別段の定めがあるもののほか、改革関係法等の施行後は、改革関係法等の施行後の法令

の規定に基づくその任務及び所掌事務の区分に応じ、それぞれ、相当の国の機関がすべきものとし、又は相当

の国の機関に対してすべきものとする。 

（罰則に関する経過措置） 

第千三百三条 改革関係法等の施行前にした行為に対する罰則の適用については、なお従前の例による。 

（政令への委任） 

第千三百四十四条 第七十一条から第七十六条まで及び第千三百一条から前条まで並びに中央省庁等改革関係法

に定めるもののほか、改革関係法等の施行に関し必要な経過措置（罰則に関する経過措置を含む。）は、政令

で定める。 

附 則〔平成一一年一二月二二日法律第一六〇号抄〕 

（施行期日） 

第一条 この法律（第二条及び第三条を除く。）は、平成十三年一月六日から施行する。ただし、次の各号に掲

げる規定は、当該各号に定める日から施行する。 

一 〔前略〕第千三百四十四条の規定 公布の日 

二 〔略〕 

附 則〔平成一三年六月一三日法律第四六号〕 

（施行期日） 

１ この法律は、公布の日から起算して二十日を経過した日から施行する。 

（気象業務法の一部改正） 

２ 気象業務法（昭和二十七年法律第百六十五号）の一部を次のように改正する。 

〔次のよう略〕 

附 則〔平成一七年五月二日法律第三七号抄〕 

（施行期日） 

第一条 この法律は、公布の日から起算して三月を超えない範囲内において政令で定める日から施行する。ただ

し、第一条のうち水防法第六条の二の次に一条を加える改正規定は、公布の日から施行する。 

〔平成一七年六月政令一九四号により、平成一七・七・一から施行〕 

（水防法の一部改正に伴う経過措置） 

第二条 この法律の施行の際現に第一条の規定による改正前の水防法（以下「旧法」という。）第十条第二項の

規定により国土交通大臣が指定している河川以外の河川のうち河川法（昭和三十九年法律第百六十七号）第九

条第二項に規定する指定区間外の一級河川（同法第四条第一項に規定する一級河川をいう。以下この条におい

て同じ。）で旧法第十条の六第一項の規定により国土交通大臣が指定しているもの又は旧法第十条の二第一項

の規定により都道府県知事が指定している河川以外の河川のうち河川法第九条第二項に規定する指定区間内の

一級河川若しくは同法第五条第一項に規定する二級河川で旧法第十条の六第一項の規定により都道府県知事が

指定しているもの（専ら高潮による災害について水防を行うべきものとして都道府県知事が指定するものを除

く。）については、それぞれ、第一条の規定による改正後の水防法（以下「新法」という。）第十三条第一項

の規定により国土交通大臣が指定した河川又は同条第二項の規定により都道府県知事が指定した河川とみなす。 

第三条 旧法の規定によってした処分、手続その他の行為であって、新法の規定に相当の規定があるものは、こ

れらの規定によってした処分、手続その他の行為とみなす。 

（政令への委任） 

第四条 前二条に定めるもののほか、この法律の施行に関して必要な経過措置は、政令で定める。 

〔平成一八年六月二日法律第五〇号抄〕 

（罰則に関する経過措置） 

第四百五十七条 施行日前にした行為及びこの法律の規定によりなお従前の例によることとされる場合における

施行日以後にした行為に対する罰則の適用については、なお従前の例による。 
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（政令への委任） 

第四百五十八条 この法律に定めるもののほか、この法律の規定による法律の廃止又は改正に伴い必要な経過措

置は、政令で定める。 

附 則〔平成一八年六月二日法律第五〇号〕 

沿革 

平成二三年 六月二四日号外法律第七四号〔情報処理の高度化等に対処するための刑

法等の一部を改正する法律附則三五条による改正〕 

この法律は、一般社団・財団法人法〔一般社団法人及び一般財団法人に関する法律＝平成一八年六月法律第四

八号〕の施行の日〔平成二〇年一二月一日〕から施行する。〔後略〕 

附 則〔平成二二年一一月二五日法律第五二号抄〕 

（施行期日） 

１ この法律は、公布の日から起算して六月を超えない範囲内において政令で定める日から施行する。 

〔平成二三年一月政令九号により、平成二三・五・一から施行〕 

附 則〔平成二三年六月二四日法律第七四号抄〕 

（施行期日） 

第一条 この法律は、公布の日から起算して二十日を経過した日から施行する。〔後略〕 

附 則〔平成二三年八月三〇日法律第一〇五号抄〕 

（施行期日） 

第一条 この法律は、公布の日から施行する。〔後略〕 

（罰則に関する経過措置） 

第八十一条 この法律（附則第一条各号に掲げる規定にあっては、当該規定。以下この条において同じ。）の施

行前にした行為及びこの附則の規定によりなお従前の例によることとされる場合におけるこの法律の施行後に

した行為に対する罰則の適用については、なお従前の例による。 

（政令への委任） 

第八十二条 この附則に規定するもののほか、この法律の施行に関し必要な経過措置（罰則に関する経過措置を

含む。）は、政令で定める。 

附 則〔平成二三年一二月一四日法律第一二四号抄〕 

（施行期日） 

１ この法律は、津波防災地域づくりに関する法律（平成二十三年法律第百二十三号）の施行の日〔平成二三年

一二月二七日〕から施行する。〔後略〕 

附 則〔平成二五年六月一二日法律第三五号抄〕 

（施行期日） 

第一条 この法律は、公布の日から起算して一月を超えない範囲内において政令で定める日から施行する。〔後

略〕 

〔平成二五年七月政令二一三号により、平成二五・七・一一から施行〕 

（水防法の一部改正に伴う経過措置） 

第二条 この法律の施行の際現に第一条の規定による改正前の水防法第三十六条第一項の規定により指定されて

いる水防協力団体は、第一条の規定による改正後の水防法（附則第六条において「新水防法」という。）第三

十六条第一項の規定により指定された水防協力団体とみなす。 

（罰則の適用に関する経過措置） 

第四条 この法律の施行前にした行為に対する罰則の適用については、なお従前の例による。 

（政令への委任） 

第五条 前三条に定めるもののほか、この法律の施行に関し必要な経過措置は、政令で定める。 

（検討） 

第六条 政府は、この法律の施行後五年を経過した場合において、新水防法及び新河川法の施行の状況について

検討を加え、必要があると認めるときは、その結果に基づいて所要の措置を講ずるものとする。 
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附 則〔平成二五年六月一四日法律第四四号抄〕 

（施行期日） 

第一条 この法律は、公布の日から施行する。ただし、次の各号に掲げる規定は、当該各号に定める日から施行

する。 

一 〔略〕 

二 〔前略〕第五十一条〔中略〕の規定 平成二十六年四月一日 

三 〔略〕 

（罰則に関する経過措置） 

第十条 この法律（附則第一条各号に掲げる規定にあっては、当該規定）の施行前にした行為に対する罰則の適

用については、なお従前の例による。 

（政令への委任） 

第十一条 この附則に規定するもののほか、この法律の施行に関し必要な経過措置（罰則に関する経過措置を含

む。）は、政令で定める。 

附 則〔平成二五年六月二一日法律第五四号抄〕 

（施行期日） 

第一条 この法律は、公布の日から施行する。ただし、次の各号に掲げる規定は、当該各号に定める日から施行

する。 

一・二 〔略〕 

三 附則第七条の規定 水防法及び河川法の一部を改正する法律（平成二十五年法律第三十五号）の施行の日

〔平成二五年七月一一日〕又はこの法律の施行の日のいずれか遅い日 

四・五 〔略〕 

（政令への委任） 

第二十二条 この附則に定めるもののほか、この法律の施行に関し必要な経過措置は、政令で定める。 

附 則〔平成二六年一一月一九日法律第一〇九号抄〕 

（施行期日） 

第一条 この法律は、公布の日から起算して二月を超えない範囲内において政令で定める日から施行する。 

〔平成二七年一月政令五号により、平成二七・一・一八から施行〕 

附 則〔平成二七年五月二〇日法律第二二号抄〕 

（施行期日） 

第一条 この法律は、公布の日から起算して二月を超えない範囲内において政令で定める日から施行する。〔後

略〕 

〔平成二七年七月政令二七二号により、平成二七・七・一九から施行〕 

（水防法の一部改正に伴う経過措置） 

第二条 第一条の規定による改正後の水防法（以下この条において「新水防法」という。）第十四条第一項の規

定により洪水浸水想定区域の指定がされるまでの間は、この法律の施行の際現に第一条の規定による改正前の

水防法第十四条第一項の規定により指定されている浸水想定区域は、新水防法第十四条第一項の規定により指

定された洪水浸水想定区域とみなす。 

２ 前項の規定により洪水浸水想定区域とみなされた浸水想定区域に対する新水防法第十五条から第十五条の四

までの規定の適用については、新水防法第十五条第一項中「第十四条第一項の規定による洪水浸水想定区域の

指定、第十四条の二第一項の規定による雨水出水浸水想定区域の指定又は前条第一項の規定による高潮浸水想

定区域の指定があつたときは」とあるのは「水防法等の一部を改正する法律（平成二十七年法律第二十二号。

以下この項において「改正法」という。）の施行後速やかに」と、「同法」とあるのは「災害対策基本法」と、

「当該洪水浸水想定区域、雨水出水浸水想定区域又は高潮浸水想定区域」とあるのは「改正法の施行の際現に

改正法第一条の規定による改正前の水防法第十四条第一項の規定により指定されている浸水想定区域（以下こ

の条において単に「浸水想定区域」という。）」と、同項第一号中「、第十三条の二若しくは第十三条の三の

規定」とあるのは「の規定」と、「、都道府県知事若しくは市町村長」とあるのは「若しくは都道府県知事」
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と、同項第三号中「洪水、雨水出水又は高潮」とあるのは「洪水」と、同項第四号中「浸水想定区域（洪水浸

水想定区域、雨水出水浸水想定区域又は高潮浸水想定区域をいう。第三項において同じ。）」とあるのは「浸

水想定区域」と、同号イ中「洪水時、雨水出水時又は高潮時（以下「洪水時等」という。）」とあるのは「洪

水時」と、「洪水時等の」とあるのは「洪水時の」と、同号ロ及びハ並びに同項第五号並びに新水防法第十五

条の二第一項、第二項、第五項、第六項、第八項及び第九項、第十五条の三第一項並びに第十五条の四第一項

中「洪水時等」とあるのは「洪水時」とする。 

（罰則に関する経過措置） 

第五条 この法律の施行前にした行為に対する罰則の適用については、なお従前の例による。 

（政令への委任） 

第六条 この附則に定めるもののほか、この法律の施行に関し必要な経過措置は、政令で定める。 

附 則〔平成二九年五月一九日法律第三一号抄〕 

（施行期日） 

第一条 この法律は、公布の日から起算して三月を超えない範囲内において政令で定める日から施行する。 

〔平成二九年六月政令一五七号により、平成二九・六・一九から施行〕 

（罰則に関する経過措置） 

第二条 この法律の施行前にした行為に対する罰則の適用については、なお従前の例による。 

（政令への委任） 

第三条 前条に定めるもののほか、この法律の施行に関し必要な経過措置は、政令で定める。 

（検討） 

第四条 政府は、この法律の施行後五年を経過した場合において、第一条から第三条までの規定による改正後の

規定の施行の状況について検討を加え、必要があると認めるときは、その結果に基づいて所要の措置を講ずる

ものとする。 

附 則〔令和三年五月一〇日法律第三〇号抄〕 

（施行期日） 

第一条 この法律は、公布の日から起算して一月を超えない範囲内において政令で定める日から施行する。〔後

略〕 

〔令和三年五月政令一五二号により、令和三・五・二〇から施行〕 

附 則〔令和三年五月一〇日法律第三一号抄〕 

（施行期日） 

第一条 この法律は、公布の日から起算して六月を超えない範囲内において政令で定める日から施行する。ただ

し、次の各号に掲げる規定は、当該各号に定める日から施行する。 

〔令和三年一〇月政令二九五号により、令和三・一一・一から施行〕 

一 附則第三条の規定 公布の日 

二 第二条の規定〔中略〕 公布の日から起算して三月を超えない範囲内において政令で定める日 

〔令和三年七月政令二〇四号により、令和三・七・一五から施行〕 

（政令への委任） 

第三条 前条に定めるもののほか、この法律の施行に関し必要な経過措置（罰則に関する経過措置を含む。）は、

政令で定める。 

（検討） 

第四条 政府は、この法律の施行後五年を目途として、この法律による改正後のそれぞれの法律の規定について、

その施行の状況等を勘案して検討を加え、必要があると認めるときは、その結果に基づいて所要の措置を講ず

るものとする。 

〔令和四年六月一七日法律第六八号抄〕 

（罰則の適用等に関する経過措置） 

第四百四十一条 刑法等の一部を改正する法律（令和四年法律第六十七号。以下「刑法等一部改正法」という。）

及びこの法律（以下「刑法等一部改正法等」という。）の施行前にした行為の処罰については、次章に別段の
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定めがあるもののほか、なお従前の例による。 

２ 刑法等一部改正法等の施行後にした行為に対して、他の法律の規定によりなお従前の例によることとされ、

なお効力を有することとされ又は改正前若しくは廃止前の法律の規定の例によることとされる罰則を適用する

場合において、当該罰則に定める刑（刑法施行法第十九条第一項の規定又は第八十二条の規定による改正後の

沖縄の復帰に伴う特別措置に関する法律第二十五条第四項の規定の適用後のものを含む。）に刑法等一部改正

法第二条の規定による改正前の刑法（明治四十年法律第四十五号。以下この項において「旧刑法」という。）

第十二条に規定する懲役（以下「懲役」という。）、旧刑法第十三条に規定する禁錮（以下「禁錮」という。）

又は旧刑法第十六条に規定する拘留（以下「旧拘留」という。）が含まれるときは、当該刑のうち無期の懲役

又は禁錮はそれぞれ無期拘禁刑と、有期の懲役又は禁錮はそれぞれその刑と長期及び短期（刑法施行法第二十

条の規定の適用後のものを含む。）を同じくする有期拘禁刑と、旧拘留は長期及び短期（刑法施行法第二十条

の規定の適用後のものを含む。）を同じくする拘留とする。 

（裁判の効力とその執行に関する経過措置） 

第四百四十二条 懲役、禁錮及び旧拘留の確定裁判の効力並びにその執行については、次章に別段の定めがある

もののほか、なお従前の例による。 

（人の資格に関する経過措置） 

第四百四十三条 懲役、禁錮又は旧拘留に処せられた者に係る人の資格に関する法令の規定の適用については、

無期の懲役又は禁錮に処せられた者はそれぞれ無期拘禁刑に処せられた者と、有期の懲役又は禁錮に処せられ

た者はそれぞれ刑期を同じくする有期拘禁刑に処せられた者と、旧拘留に処せられた者は拘留に処せられた者

とみなす。 

２ 拘禁刑又は拘留に処せられた者に係る他の法律の規定によりなお従前の例によることとされ、なお効力を有

することとされ又は改正前若しくは廃止前の法律の規定の例によることとされる人の資格に関する法令の規定

の適用については、無期拘禁刑に処せられた者は無期禁錮に処せられた者と、有期拘禁刑に処せられた者は刑

期を同じくする有期禁錮に処せられた者と、拘留に処せられた者は刑期を同じくする旧拘留に処せられた者と

みなす。 

（経過措置の政令への委任） 

第五百九条 この編に定めるもののほか、刑法等一部改正法等の施行に伴い必要な経過措置は、政令で定める。 

附 則〔令和四年六月一七日法律第六八号抄〕 

（施行期日） 

１ この法律は、刑法等一部改正法〔刑法等の一部を改正する法律＝令和四年六月法律第六七号〕施行日〔令和

七年六月一日〕から施行する。ただし、次の各号に掲げる規定は、当該各号に定める日から施行する。 

一 第五百九条の規定 公布の日 

二 〔略〕 

附 則〔令和五年五月三一日法律第三七号抄〕 

（施行期日） 

第一条 この法律は、公布の日から起算して六月を超えない範囲内において政令で定める日から施行する。ただ

し、〔中略〕第二条の規定並びに附則第六条の規定は、公布の日から施行する。 

（罰則に関する経過措置） 

第五条 この法律の施行前にした行為及び附則第三条第二項の規定によりなお従前の例によることとされる場合

におけるこの法律の施行後にした行為に対する罰則の適用については、なお従前の例による。 

（政令への委任） 

第六条 附則第二条から前条までに定めるもののほか、この法律の施行に関し必要な経過措置は、政令で定める。 

附 則〔令和七年一二月一二日法律第八六号抄〕 

（施行期日） 

第一条 この法律は、公布の日から起算して六月を超えない範囲内において政令で定める日から施行する。ただ

し、附則第三条の規定は、公布の日から施行する。 

〔令和八年四月政令一四一号により、令和八・五・二九から施行〕 
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（政令への委任） 

第三条 前条に定めるもののほか、この法律の施行に関し必要な経過措置（罰則に関する経過措置を含む。）は、

政令で定める。 
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〇水防法施行令 

発令  ：平成23年12月26日号外政令第428号 

最終改正：平成29年6月14日号外政令第158号 

改正内容：平成29年6月14日号外政令第158号[平成29年６月19日] 

 

内閣は、水防法（昭和二十四年法律第百九十三号）第三十二条第一項第二号の規定に基づき、この政令を制定

する。 

（通常の管理行為、軽易な行為その他の行為） 

第一条 水防法（以下「法」という。）第十五条の八第一項ただし書の政令で定める行為は、次に掲げるものと

する。 

一 浸水被害軽減地区内の土地の維持管理のために行う行為 

二 仮設の建築物の建築その他の浸水被害軽減地区内の土地を一時的な利用に供する目的で行う行為（当該利

用に供された後に当該浸水被害軽減地区が有する浸水の拡大を抑制する効用が当該行為前の状態に回復され

ることが確実な場合に限る。） 

（特定緊急水防活動） 

第二条 法第三十二条第一項第二号の政令で定める水防活動は、次に掲げるものとする。 

一 氾濫により浸水した区域及びその周辺の状況のビデオカメラその他の撮影機器及び通信機器を用いた監視

又は上空からの監視 

二 氾濫による浸水の量のビデオカメラその他の撮影機器及び通信機器を用いた観測又は上空からの観測 

三 前二号の監視又は観測の結果に基づく氾濫により浸水する区域及び時期又は氾濫による浸水の量の予測 

四 人工衛星局の中継により行う無線通信による通信の確保 

五 堤防その他の施設が決壊した場所において行う氾濫による被害の拡大を防止するための仮締切の作業その

他国土交通省令で定める作業 

附 則 

この政令は、津波防災地域づくりに関する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律（平成二十三年法

律第百二十四号）の施行の日（平成二十三年十二月二十七日）から施行する。 

附 則〔平成二九年六月一四日政令第一五八号抄〕 

（施行期日） 

１ この政令は、水防法等の一部を改正する法律〔平成二九年五月法律第三一号〕の施行の日（平成二十九年六

月十九日）から施行する。 
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〇水防法施行規則 

発令  ：平成12年11月21日建設省令第44号 

最終改正：令和3年10月29日号外国土交通省令第69号 

改正内容：令和3年10月29日号外国土交通省令第69号[令和３年11月１日] 

 

（洪水浸水想定区域の指定） 

第一条 水防法（以下「法」という。）第十四条第一項及び第二項に規定する洪水浸水想定区域（以下単に「洪

水浸水想定区域」という。）の指定は、同条第一項に規定する想定最大規模降雨（以下単に「想定最大規模降

雨」という。）によって堤防その他の施設（以下「堤防等」という。）の決壊又は溢(いつ)流が想定される地

点を相当数選定して行うものとする。ただし、同条第一項第三号又は第二項第三号に掲げる河川については、

想定最大規模降雨により溢流が想定される連続する区間を設定することその他の水災による被害の軽減を図る

ために適切であると認められる方法により洪水浸水想定区域の指定を行うことができる。 

２ 洪水浸水想定区域の指定に当たっては、堤防等の構造及び管理の状況を勘案するものとする。 

３ 第一項の規定により選定する地点には、当該地点における堤防等の決壊又は溢流により浸水が想定される区

域につき、当該区域が相当規模となるもの又は浸水した場合に想定される水深が相当な深さとなるものが含ま

れなければならない。 

４ 第一項の規定により選定された地点における堤防等の決壊又は溢流により浸水が想定される区域が重複する

ときは、当該区域の全部をあわせた区域を一の区域とするものとする。 

５ 前項の場合において、重複する区域において想定される水深が第一項の規定により選定された地点により異

なるときは、最大のものを想定される水深とする。 

６ 洪水浸水想定区域の指定は、想定最大規模降雨により、地上部分の浸水は想定されない地下街等（地下街そ

の他地下に設けられた不特定かつ多数の者が利用する施設（地下に建設が予定されている施設又は地下に建設

中の施設であって、不特定かつ多数の者が利用すると見込まれるものを含む。）をいう。以下同じ。）であっ

て、当該地下街等と連続する施設から浸水するものの存する区域を含めて行うことができる。 

（洪水による災害の発生を警戒すべき河川の基準） 

第一条の二 法第十四条第一項第三号及び第二項第三号の国土交通省令で定める基準は、当該河川の周辺地域に

住宅、要配慮者利用施設（法第十五条第一項第四号ロに規定する要配慮者利用施設をいう。以下同じ。）その

他の洪水時に避難を行うことが想定される者が居住若しくは滞在する建築物又は避難施設、避難路その他の洪

水時における避難の用に供する施設が存し、かつ、当該周辺地域の市町村の市町村長が当該周辺地域における

洪水の発生のおそれに関する雨量、当該河川の水位その他の情報を入手することができることとする。 

（洪水浸水想定区域の指定の際の明示事項） 

第二条 法第十四条第三項の国土交通省令で定める事項は、次に掲げる事項（同条第一項第三号又は第二項第三

号に掲げる河川について洪水浸水想定区域の指定を行う場合にあっては、第四号に掲げる事項を除く。）とす

る。 

一 指定の区域 

二 浸水した場合に想定される水深 

三 浸水した場合に想定される浸水の継続時間（長時間にわたり浸水するおそれのある場合に限る。以下「浸

水継続時間」という。） 

四 河川法施行令（昭和四十年政令第十四号）第十条の二第二号イに規定する基本高水の設定の前提となる降
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雨（次条第二項において「計画降雨」という。）により当該河川が氾濫した場合に浸水が想定される区域及

び浸水した場合に想定される水深 

（洪水浸水想定区域等の公表） 

第三条 法第十四条第四項の規定による同条第三項の国土交通省令で定める事項の公表は、当該事項を定めた旨

について、国土交通大臣にあっては官報により、都道府県知事にあっては当該都道府県の公報又はウェブサイ

トへの掲載その他の適切な方法により行うとともに、これらを表示した図面を関係地方整備局若しくは北海道

開発局又は都道府県知事の指定する場所において閲覧に供することにより行うものとする。 

２ 前項の図面には、洪水浸水想定区域の指定の前提となる降雨が想定最大規模降雨であること（前条第四号に

掲げる事項を表示した図面にあっては、当該図面の前提となる降雨が計画降雨であること）を明示しなければ

ならない。 

（雨水出水浸水想定区域の指定） 

第四条 法第十四条の二第一項及び第二項に規定する雨水出水浸水想定区域（以下単に「雨水出水浸水想定区域」

という。）の指定は、下水道から河川その他の公共の水域又は海域（以下この項において「河川等」という。）

に雨水を放流する地点における当該河川等の水位の見込み、下水道の配置及び構造の状況等を勘案して行うも

のとする。 

２ 第一条第六項の規定は、雨水出水浸水想定区域の指定について準用する。 

（雨水出水による災害の発生を警戒すべき公共下水道等の排水施設の基準） 

第四条の二 法第十四条の二第一項第四号及び第二項第四号の国土交通省令で定める基準は、当該排水施設の周

辺地域に住宅、要配慮者利用施設その他の雨水出水時に避難を行うことが想定される者が居住若しくは滞在す

る建築物又は避難施設、避難路その他の雨水出水時における避難の用に供する施設が存し、かつ、当該周辺地

域の市町村の市町村長が当該周辺地域における雨水出水の発生のおそれに関する雨量、当該排水施設の水位そ

の他の情報を入手することができることとする。 

（雨水出水浸水想定区域の指定の際の明示事項） 

第五条 法第十四条の二第三項の国土交通省令で定める事項は、次に掲げる事項とする。 

一 指定の区域 

二 浸水した場合に想定される水深 

三 浸水継続時間 

２ 法第十四条の二第一項第一号又は第二項第一号に掲げる排水施設に係る雨水出水浸水想定区域の指定は、前

項各号に掲げる事項のほか、主要な地点における一定の時間ごとの水深の変化を明らかにしてするものとする。 

（雨水出水浸水想定区域等の公表） 

第六条 法第十四条の二第四項の規定による同条第三項の国土交通省令で定める事項の公表は、当該事項を定め

た旨について、都道府県又は市町村の公報又はウェブサイトへの掲載その他の適切な方法により行うとともに、

これらを表示した図面を都道府県知事又は市町村長の指定する場所において閲覧に供することにより行うもの

とする。 

２ 前項の図面には、雨水出水浸水想定区域の指定の前提となる降雨が想定最大規模降雨であることを明示しな

ければならない。 

（高潮浸水想定区域の指定） 

第七条 法第十四条の三第一項に規定する高潮浸水想定区域（以下単に「高潮浸水想定区域」という。）の指定

は、同項に規定する想定し得る最大規模の高潮であって国土交通大臣が定める基準に該当するものによって堤
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防等の決壊が想定される当該海岸の全ての区間において堤防等が決壊することを想定して行うものとする。 

２ 高潮浸水想定区域の指定に当たっては、堤防等の構造及び管理の状況を勘案するものとする。 

３ 前項の場合には、都道府県知事は、堤防等の構造及び管理の状況について、海岸管理者その他の関係のある

施設の管理者の意見を聴くものとする。 

４ 第一条第六項の規定は、高潮浸水想定区域の指定について準用する。この場合において、同項中「想定最大

規模降雨」とあるのは、「想定し得る最大規模の高潮であって国土交通大臣が定める基準に該当するもの」と

読み替えるものとする。 

（高潮による災害の発生を警戒すべき海岸の基準） 

第七条の二 法第十四条の三第一項第二号の国土交通省令で定める基準は、当該海岸の周辺地域に住宅、要配慮

者利用施設その他の高潮時に避難を行うことが想定される者が居住若しくは滞在する建築物又は避難施設、避

難路その他の高潮時における避難の用に供する施設が存し、かつ、当該周辺地域の市町村の市町村長が当該周

辺地域における高潮の発生のおそれに関する気象の状況その他の情報を入手することができることとする。 

（高潮浸水想定区域の指定の際の明示事項） 

第八条 法第十四条の三第二項の国土交通省令で定める事項は、次に掲げる事項とする。 

一 指定の区域 

二 浸水した場合に想定される水深 

三 浸水継続時間 

（高潮浸水想定区域等の公表） 

第九条 法第十四条の三第三項の規定による同条第二項の国土交通省令で定める事項の公表は、当該事項を定め

た旨について、都道府県の公報又はウェブサイトへの掲載その他の適切な方法により行うとともに、これらを

表示した図面を都道府県知事の指定する場所において閲覧に供することにより行うものとする。 

２ 前項の図面には、高潮浸水想定区域の指定の前提となる高潮が想定し得る最大規模の高潮であって国土交通

大臣が定める基準に該当するものであることを明示しなければならない。 

（大規模な工場その他の施設の用途及び規模の基準） 

第十条 法第十五条第一項第四号ハの国土交通省令で定める基準は、工場、作業場又は倉庫で、延べ面積が一万

平方メートル以上のものであることとする。 

（市町村地域防災計画において定められた事項を住民等に周知させるための必要な措置） 

第十一条 法第十五条第三項の住民、滞在者その他の者（以下この条において「住民等」という。）に周知させ

るための必要な措置は、次に掲げるものとする。 

一 第二条第一号及び第二号、第五条第一号及び第二号並びに第八条第一号及び第二号に掲げる事項を表示し

た図面に市町村地域防災計画において定められた法第十五条第一項各号に掲げる事項（次のイ又はロに掲げ

る区域をその区域に含む市町村にあっては、それぞれイ又はロに定める事項を含む。）を記載したもの（電

子的方式、磁気的方式その他人の知覚によっては認識することができない方式で作られる記録を含む。）を、

印刷物の配布その他の適切な方法により、各世帯に提供すること。 

イ 土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法律（平成十二年法律第五十七号）第七

条第一項の土砂災害警戒区域 同法第八条第三項に規定する事項 

ロ 津波防災地域づくりに関する法律（平成二十三年法律第百二十三号）第五十三条第一項の津波災害警戒

区域 同法第五十五条に規定する事項 

二 前号の図面に表示した事項及び記載した事項に係る情報を、インターネットの利用その他の適切な方法に
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より、住民等がその提供を受けることができる状態に置くこと。 

（地下街等の利用者の避難の確保及び浸水の防止のための措置に関する計画に定めるべき事項） 

第十二条 法第十五条の二第一項の地下街等の利用者の洪水時、雨水出水時又は高潮時（以下「洪水時等」とい

う。）の円滑かつ迅速な避難の確保及び洪水時等の浸水の防止を図るために必要な訓練その他の措置に関する

計画においては、次に掲げる事項を定めなければならない。 

一 地下街等における洪水時等の防災体制に関する事項 

二 地下街等の利用者の洪水時等の避難の誘導に関する事項 

三 地下街等における洪水時等の浸水の防止のための活動に関する事項 

四 地下街等における洪水時等の避難の確保及び洪水時等の浸水の防止を図るための施設の整備に関する事項 

五 地下街等における洪水時等を想定した防災教育及び訓練の実施に関する事項 

六 自衛水防組織の業務に関する次に掲げる事項 

イ 法第二条第三項に規定する水防管理者（以下単に「水防管理者」という。）その他関係者との連絡調整、

利用者が避難する際の誘導、浸水の防止のための活動その他の水災による被害の軽減のために必要な業務

として自衛水防組織が行う業務に係る活動要領に関する事項 

ロ 自衛水防組織の構成員に対する教育及び訓練に関する事項 

ハ その他自衛水防組織の業務に関し必要な事項 

七 前各号に掲げるもののほか、地下街等の利用者の洪水時等の円滑かつ迅速な避難の確保及び洪水時等の浸

水の防止を図るために必要な措置に関する事項 

２ 地下街等の所有者又は管理者は、雨水出水に係る前項の計画において同項第二号に掲げる事項を定めるとき

は、当該地下街等の利用者の全てが安全に避難できることを国土交通大臣が定める方法により確認するものと

する。 

（統括管理者の設置等） 

第十三条 地下街等の自衛水防組織には、統括管理者を置かなければならない。 

２ 統括管理者は、地下街等の自衛水防組織を統括する。 

３ 地下街等の自衛水防組織にその業務を分掌する内部組織を編成する場合は、当該内部組織の業務の内容及び

活動の範囲を明確に区分し、当該内部組織にその業務の実施に必要な要員を配置するとともに、当該内部組織

を統括する者を置くものとする。 

（連続する二以上の地下街等の所有者又は管理者による地下街等の自衛水防組織の設置） 

第十四条 法第十五条第一項の規定により市町村地域防災計画にその名称及び所在地を定められた連続する二以

上の地下街等の所有者又は管理者が共同して法第十五条の二第一項に規定する計画を作成するときは、当該地

下街等の所有者又は管理者は、共同して自衛水防組織を置くことができる。 

（地下街等の自衛水防組織の設置に係る報告事項） 

第十五条 法第十五条の二第十項の国土交通省令で定める事項は、次に掲げるものとする。 

一 統括管理者の氏名及び連絡先 

二 自衛水防組織の内部組織の編成及び要員の配置 

三 法第十五条第一項第一号に規定する洪水予報等の伝達を受ける構成員の氏名及び連絡先 

（要配慮者利用施設の利用者の避難の確保のための措置に関する計画に定めるべき事項） 

第十六条 法第十五条の三第一項の要配慮者利用施設の利用者の洪水時等の円滑かつ迅速な避難の確保を図るた

めに必要な訓練その他の措置に関する計画においては、次に掲げる事項を定めなければならない。 
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一 要配慮者利用施設における洪水時等の防災体制に関する事項 

二 要配慮者利用施設の利用者の洪水時等の避難の誘導に関する事項 

三 要配慮者利用施設における洪水時等の避難の確保を図るための施設の整備に関する事項 

四 要配慮者利用施設における洪水時等を想定した防災教育及び訓練の実施に関する事項 

五 自衛水防組織を置く場合にあっては、当該自衛水防組織の業務に関する次に掲げる事項 

イ 水防管理者その他関係者との連絡調整、利用者が避難する際の誘導その他の水災による被害の軽減のた

めに必要な業務として自衛水防組織が行う業務に係る活動要領に関する事項 

ロ 自衛水防組織の構成員に対する教育及び訓練に関する事項 

ハ その他自衛水防組織の業務に関し必要な事項 

六 前各号に掲げるもののほか、要配慮者利用施設の利用者の洪水時等の円滑かつ迅速な避難の確保を図るた

めに必要な措置に関する事項 

（自衛水防組織に関する規定の要配慮者利用施設についての準用） 

第十七条 第十三条及び第十五条の規定は、要配慮者利用施設の自衛水防組織について準用する。この場合にお

いて、同条中「第十五条の二第十項」とあるのは、「第十五条の三第八項」と読み替えるものとする。 

（大規模工場等における浸水の防止のための措置に関する計画に定めるべき事項） 

第十八条 法第十五条の四第一項の大規模工場等（法第十五条第一項第四号ハに規定する大規模工場等をいう。

以下同じ。）の洪水時等の浸水の防止を図るために必要な訓練その他の措置に関する計画においては、次に掲

げる事項を定めなければならない。 

一 大規模工場等における洪水時等の防災体制に関する事項 

二 大規模工場等における洪水時等の浸水の防止のための活動に関する事項 

三 大規模工場等における洪水時等の浸水の防止を図るための施設の整備に関する事項 

四 大規模工場等における洪水時等を想定した防災教育及び訓練の実施に関する事項 

五 自衛水防組織を置く場合にあっては、当該自衛水防組織の業務に関する次に掲げる事項 

イ 水防管理者その他関係者との連絡調整、浸水の防止のための活動その他の水災による被害の軽減のため

に必要な業務として自衛水防組織が行う業務に係る活動要領に関する事項 

ロ 自衛水防組織の構成員に対する教育及び訓練に関する事項 

ハ その他自衛水防組織の業務に関し必要な事項 

六 前各号に掲げるもののほか、大規模工場等の洪水時等の浸水の防止を図るために必要な措置に関する事項 

（自衛水防組織に関する規定の大規模工場等についての準用） 

第十九条 第十三条及び第十五条の規定は、大規模工場等の自衛水防組織について準用する。この場合において、

同条中「第十五条の二第十項」とあるのは、「第十五条の四第二項」と読み替えるものとする。 

（その状況が帯状の盛土構造物が存する土地に類する土地） 

第十九条の二 法第十五条の六第一項の国土交通省令で定める土地は、河川の氾濫により流路沿いに繰り返し土

砂が堆積し、周囲の土地より高くなった帯状の土地（次条第一項第四号及び第十九条の四第一号ロにおいて「自

然堤防」という。）とする。 

（浸水被害軽減地区の指定の公示） 

第十九条の三 法第十五条の六第三項（同条第五項において準用する場合を含む。）の規定による指定（同条第

五項において準用する場合にあっては、指定の解除。以下この項において同じ。）の公示は、次に掲げる事項

について、市町村、水防事務組合又は水害予防組合の公報又はウェブサイトへの掲載その他の適切な方法によ
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り行うものとする。 

一 浸水被害軽減地区の指定をする旨 

二 当該浸水被害軽減地区の名称及び指定番号 

三 当該浸水被害軽減地区の位置 

四 当該浸水被害軽減地区内の土地に存する輪中堤防その他の帯状の盛土構造物又は自然堤防の高さ 

２ 前項第三号の浸水被害軽減地区の位置は、次に掲げるところにより明示するものとする。 

一 市町村、大字、字、小字及び地番 

二 平面図 

（浸水被害軽減地区の標識の設置の基準） 

第十九条の四 法第十五条の七第一項の国土交通省令で定める基準は、次に掲げるものとする。 

一 次に掲げる事項を明示したものであること。 

イ 浸水被害軽減地区の名称及び指定番号 

ロ 浸水被害軽減地区内の土地に存する輪中堤防その他の帯状の盛土構造物又は自然堤防の高さ 

ハ 浸水被害軽減地区の管理者及びその連絡先 

ニ 標識の設置者及びその連絡先 

二 浸水被害軽減地区の周辺に居住し、又は事業を営む者の見やすい場所に設けること。 

（浸水被害軽減地区内の土地における行為の届出） 

第十九条の五 法第十五条の八第一項の規定による届出は、別記様式の届出書を提出して行うものとする。 

２ 法第十五条の八第一項本文に規定する行為の設計又は施行方法は、計画図により定めなければならない。 

３ 前項の計画図は、次の表の定めるところにより作成したものでなければならない。 

図面の種類 明示すべき事項 縮尺 備考 

浸水被害軽減地区の位置

図 

浸水被害軽減地区の位置 二千五百分の一以上  

浸水被害軽減地区の現況

図 

浸水被害軽減地区の形状 二千五百分の一以上 平面図、縦断面図及び横断面

図により示すこと。 

法第十五条の八第一項本

文に規定する行為の計画

図 

当該行為を行う場所 二千五百分の一以上  

当該行為を行った後の浸水被

害軽減地区の形状 

二千五百分の一以上 平面図、縦断面図及び横断面

図により示すこと。 

（浸水被害軽減地区内の土地における行為の届出書の記載事項） 

第十九条の六 法第十五条の八第一項の国土交通省令で定める事項は、同項本文に規定する行為の完了予定日並

びに当該行為の対象となる浸水被害軽減地区の名称及び指定番号とする。 

（浸水被害軽減地区内の土地における行為の届出の内容の通知） 

第十九条の七 法第十五条の八第二項の規定による通知は、第十九条の五第一項の届出書の写しを添付してする

ものとする。 

（氾濫による被害の拡大を防止するための作業） 

第二十条 水防法施行令（平成二十三年政令第四百二十八号）第二条第五号の国土交通省令で定める作業は、流

水が河川外に流出した場合において、これによる災害の発生を防止し、又は災害を軽減するために器具又は資

材を設置し、水流を制御する作業とする。 
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（水防協力団体として指定することができる法人に準ずる団体） 

第二十一条 法第三十六条第一項の国土交通省令で定める団体は、法人でない団体であって、事務所の所在地、

構成員の資格、代表者の選任方法、総会の運営、会計に関する事項その他当該団体の組織及び運営に関する事

項を内容とする規約その他これに準ずるものを有しているものとする。 

（権限の委任） 

第二十二条 法に規定する国土交通大臣の権限のうち、次に掲げるもの以外のものは、地方整備局長及び北海道

開発局長に委任する。ただし、法第四十七条第一項及び第四十八条の規定に基づく権限については、国土交通

大臣が自ら行うことを妨げない。 

一 法第十条第二項の規定により河川を指定すること。 

二 法第十三条第一項の規定により河川を指定すること。 

三 法第十六条第一項の規定により河川、湖沼又は海岸を指定すること。 

四 法第三十一条の規定により指示をすること。 

五 法第四十六条の規定により表彰を行うこと。 

附 則 

この省令は、内閣法の一部を改正する法律（平成十一年法律第八十八号）の施行の日（平成十三年一月六日）

から施行する。 

附 則〔平成一三年六月二六日国土交通省令第一〇二号〕 

この省令は、水防法の一部を改正する法律（平成十三年法律第四十六号）の施行の日（平成十三年七月三日）

から施行する。 

附 則〔平成一七年六月一日国土交通省令第六二号抄〕 

（施行期日） 

第一条 この省令は、水防法及び土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法律の一部を改

正する法律〔平成一七年五月法律第三七号〕の施行の日（平成十七年七月一日）から施行する。 

附 則〔平成二三年一二月二六日国土交通省令第一〇〇号〕 

この省令は、津波防災地域づくりに関する法律（平成二十三年法律第百二十三号）の施行の日（平成二十三年

十二月二十七日）から施行する。 

附 則〔平成二五年七月五日国土交通省令第五九号〕 

この省令は、水防法及び河川法の一部を改正する法律〔平成二五年六月法律第三五号〕の施行の日（平成二十

五年七月十一日）から施行する。 

附 則〔平成二五年九月一三日国土交通省令第七六号〕 

この省令は、地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関する法律〔平

成二五年六月法律第四四号〕附則第一条第一号に掲げる規定の施行の日（平成二十五年九月十四日）から施行す

る。 

附 則〔平成二七年一月一六日国土交通省令第二号抄〕 

（施行期日） 

第一条 この省令は、土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法律の一部を改正する法律

〔平成二六年一一月法律第一〇九号〕の施行の日（平成二十七年一月十八日）から施行する。 

附 則〔平成二七年七月一七日国土交通省令第五四号抄〕 

（施行期日） 
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第一条 この省令は、水防法等の一部を改正する法律〔平成二七年五月法律第二二号〕の施行の日（平成二十七

年七月十九日）から施行する。 

附 則〔平成二九年六月一四日国土交通省令第三六号〕 

この省令は、水防法等の一部を改正する法律〔平成二九年五月法律第三一号〕の施行の日（平成二十九年六月

十九日）から施行する。 

附 則〔令和二年一二月二三日国土交通省令第九八号〕 

（施行期日） 

１ この省令は、令和三年一月一日から施行する。 

（経過措置） 

２ この省令の施行の際現にあるこの省令による改正前の様式による用紙は、当分の間、これを取り繕って使用

することができる。 

附 則〔令和三年七月一四日国土交通省令第四八号〕 

この省令は、特定都市河川浸水被害対策法等の一部を改正する法律〔令和三年五月法律第三一号〕附則第一条

第二号に掲げる規定の施行の日（令和三年七月十五日）から施行する。 

附 則〔令和三年一〇月二九日国土交通省令第六九号抄〕 

（施行期日） 

１ この省令は、特定都市河川浸水被害対策法等の一部を改正する法律〔令和三年五月法律第三一号〕の施行の

日（令和三年十一月一日）から施行する。〔後略〕 
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○気象業務法〔抄〕 

 

 

（昭和27年６月２日法律第165号） 

最終改正：令和７年 12 月 22 日法律第 86 号 

 

第 13 条 気象庁は、政令の定めるところにより、気象、地象（地震にあっては、地震動に

限る。第 16 条を除き、以下この章において同じ。)、津波、高潮、波浪及び洪水について

の一般の利用に適合する予報及び警報をしなければならない。ただし、次条第１項の規定

により警報をする場合は、この限りでない。 

２ 気象庁は、前項の予報及び警報の外、政令の定めるところにより、津波、高潮、波浪及

び洪水以外の水象についての一般の利用に適合する予報及び警報をすることができる。 

３ 気象庁は、前２項の予報及び警報をする場合は、自ら予報事項及び警報事項の周知の措

置を執る外、報道機関の協力を求めて、これを公衆に周知させるように努めなければなら

ない。 

第 13 条の２ 気象庁は、予想される現象が特に異常であるため重大な災害の起こるおそれ

が著しく大きい場合として降雨量その他に関し気象庁が定める基準に該当する場合には、

政令の定めるところにより、その旨を示して、気象、地象、津波、高潮、波浪及び洪水に

ついての一般の利用に適合する警報をしなければならない。 

２～４（略） 

５ 気象庁は、水防法（昭和 24 年法律第 193 号）第 11 条の３第１項の規定により指定さ

れた海岸について第１項の規定により高潮の警報をする場合において、水位の変動の状

況、堤防、水門等の損壊の状況その他の当該海岸の状況に関する情報を必要とするとき

は、水防に関する事務を行う国土交通大臣又は関係都道府県知事に対し、当該情報の提供

を求めることができる。 

６ 気象庁は、次の各号に掲げる河川について第１項の規定により洪水の警報をする場合

において、水位又は流量の変動の状況、堤防、水門等の損壊の状況その他の当該河川の状

況に関する情報を必要とするときは、当該各号に定める者に対し、当該情報の提供を求め

ることができる。 

一 水防法第 10 条第２項の規定により指定された河川水防に関する事務を行う国土交通大

臣 

二 水防法第 11 条第１項の規定により指定された河川関係都道府県知事 

７ 前２項の規定により情報の提供の求めを受けた国土交通大臣又は都道府県知事は、当

該求めに応じて、当該情報を提供しなければならない。 

８ 気象庁は、前項の規定により提供を受けた情報を活用するに当たって、特に専門的な知

識を必要とする場合には、当該情報を提供した国土交通大臣又は都道府県知事の技術的

助言を求めなければならない。 

９ 前条第３項の規定は、第１項の警報（第 15 条の２第１項において「特別警報」という。）

をする場合に準用する。 

第 14 条の２ 気象庁は、政令の定めるところにより、気象、津波、高潮及び洪水について

の水防活動の利用に適合する予報及び警報をしなければならない。 
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２ 気象庁は、水防法第 11 条の３第１項の規定により指定された海岸について、水防に関

する事務を行う国土交通大臣及び都道府県知事と共同して、水位を示して高潮について

の水防活動の利用に適合する予報及び警報をしなければならない。 

３ 気象庁は、水防法（昭和 24 年法律第 193 号）第 10 条第２項の規定により指定された

河川について、水防に関する事務を行う国土交通大臣と共同して、当該河川の水位又は流

量（氾濫した後においては、水位若しくは流量又は氾濫により浸水する区域及びその水

深）を示して洪水についての水防活動の利用に適合する予報及び警報をしなければなら

ない。 

４ 気象庁は、水防法第 11 条第１項の規定により指定された河川について、都道府県知事

と共同して、水位又は流量を示して洪水についての水防活動の利用に適合する予報及び

警報をしなければならない。この場合において、同法第 11 条の 2 第 2 項の規定による情

報の提供を受けたときは、これを踏まえるものとする。 

５ 気象庁は、水防法第 11 条の 2 第 2 項の規定により提供を受けた情報を活用するに当た

つて、特に専門的な知識を必要とする場合には、水防に関する事務を行う国土交通大臣の

技術的助言を求めなければならない。 

６ 第 13条第３項の規定は、第 1項から第 3項までの予報及び警報をする場合に準用する。

この場合において、同条第３項中「前２項の予報及び警報をする場合は、」とあるのは、

「第 14 条の２第１項から第３項までの予報及び警報をする場合は、同条第 1 項の場合に

あってはそれぞれ単独で、同条第 2 項の場合にあっては水防に関する事務を行う国土交

通大臣及び都道府県知事と共同して、同条第３項の場合にあっては水防に関する事務を

行う国土交通大臣と共同して、同条第４項の場合にあっては又は都道府県知事と共同し

て、」と読み替えるものとする。 

 

第 15 条 気象庁は、第 13 条第１項、第 14 条第１項又は前条第１項から第４項までの規定

により、気象、地象、津波、高潮、波浪及び洪水の警報をしたときは、政令の定めるとこ

ろにより、直ちにその警報事項を警察庁、消防庁、国土交通省、海上保安庁、都道府県、

東日本電信電話株式会社、西日本電信電話株式会社又は日本放送協会の機関に通知しな

ければならない。地震動の警報以外の警報をした場合において、警戒の必要がなくなった

ときも同様とする。 

２ 前項の通知を受けた警察庁、消防庁、都道府県、東日本電信電話株式会社及び西日本電

信電話株式会社の機関は、直ちにその通知された事項を関係市町村長に通知するように

努めなければならない。 

３ 前項の通知を受けた市町村長は、直ちにその通知された事項を公衆及び所在の官公署

に周知させるように努めなければならない。 

４（略） 

５ 第１項の通知を受けた海上保安庁の機関は、直ちにその通知された事項を航海中及び

入港中の船舶に周知させるように努めなければならない。 

６ 第１項の通知を受けた日本放送協会の機関は、直ちにその通知された事項の放送をし

なければならない。 

第 15 条の２ 気象庁は、第 13 条の２第１項の規定により、気象、地象、津波、高潮、及び

波浪及び洪水の特別警報をしたときは、政令の定めるところにより、直ちにその特別警報
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に係る警報事項を警察庁、消防庁、海上保安庁、都道府県、東日本電信電話株式会社、西

日本電信電話株式会社又は日本放送協会の機関に通知しなければならない。地震動の特

別警報以外の特別警報をした場合において、当該特別警報の必要がなくなったときも同

様とする。 

２ 前項の通知を受けた都道府県の機関は、直ちにその通知された事項を関係市町村長に

通知しなければならない。 

３ 前条第２項の規定は、警察庁、消防庁、東日本電信電話株式会社及び西日本電信電話株

式会社の機関が第 1 項の通知を受けた場合に準用する。 

４ 第２項又は前項において準用する前条第２項の通知を受けた市町村長は、直ちにその

通知された事項を公衆及び所在の官公署に周知させる措置をとらなければならない。 

５ 前条第５項の規定は海上保安庁の機関が第一項の通知を受けた場合に、同条第６項の

規定は日本放送協会の機関が第１項の通知を受けた場合に、それぞれ準用する。 
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○気象業務法施行令〔抄〕 

 
 

（昭和27年11月29日政令第471号） 

最終改正：令和５年11月30日 政令第299号  

 

（水防活動の利用に適合する予報及び警報） 

第７条 法第 14 条の２第１項の規定による予報及び警報は、随時に、次の表の区分に従い、水防活動の利用

に適合するように行うものとする。 

 

（警報事項の通知） 

第８条 法第 15 条第１項の規定による通知は、次の各号に掲げる場合の区分に応じ、当該各号に定める通知

先に行うものとする。 

 一～二（略） 

三 法第 14 条の２第１項の規定による警報をした場合、次の表の上欄に掲げる警報の種類に応じ、それぞ

れ同表の下欄に掲げる通知先 

種    類 通      知      先 

種      類 内            容 

水防活動用気象注意報 
 
 
水防活動用気象警報 
 
 
水防活動用津波注意報 
 
水防活動用津波警報 
 
水防活動用高潮注意報 
 
 
水防活動用高潮警報 
 
水防活動用洪水注意報 
 
水防活動用洪水警報 

風雨、大雨等によって水害が起こるおそれがある場合に、その旨を注意して行う

予報 
 
暴風雨、大雨等によって重大な水害が起こるおそれがある場合に、その旨を警告し

て行う予報 
 
津波によって災害が起こるおそれがある場合に、その旨を注意して行う予報 
 
津波に関する警報 
 
台風等による海面の異常上昇の有無及び程度について注意を喚起するために行う

予報 
 
台風等による海面の異常上昇に関する警報 
 
洪水によって災害が起こるおそれがある場合に、その旨を注意して行う予報 
 
洪水に関する警報 
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水防活動用気象警報 

水防活動用高潮警報 

水防活動用洪水警報 

消防庁、国土交通省、都道府県、東日本電信電話株式会社及び西日本電信電話株式

会社の機関
 

水防活動用津波警報 
警察庁、消防庁、国土交通省、都道府県、東日本電信電話株式会社及び西日本電信

電話株式会社の機関 

四 法第 14 条の２第２項又は第３項の規定による警報をした場合 消防庁、都道府県、東日本電信電話株式

会社及び西日本電信電話株式会社の機関 
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沖縄気象台管内 警報基準、注意報基準一覧表の解説 

（１） 警報とは、重大な災害が起こるおそれのある旨を警告して行う予報であり、注意報とは、

災害が起こるおそれのある旨を注意して行う予報である。警報・注意報は、気象要素が

本表の基準に達すると予想される市町村に対して発表する。 

（２） 大雨、洪水、高潮、波浪の警報・注意報、暴風警報、強風注意報及び記録的短時間大雨

情報では、基準における「…以上」の「以上」を省略した。また、乾燥と濃霧の各注意

報では、基準における「…以下」の「以下」を省略した。なお、上記以外の注意報では、

基準の表記が多岐にわたるため、省略は行っていない。 

（３） 大雨警報・注意報の土壌雨量指数基準及び洪水警報・注意報の流域雨量指数基準、複合基

準のうち基準を定めていない市町村については、その欄を“－”で示している。 

（４） 大雨警報については、表面雨量指数基準に達すると予想される場合は「大雨警報（浸水

害）」、土壌雨量指数基準に達すると予想される場合は「大雨警報（土砂災害）」、両基準に達

すると予想される場合は「大雨警報（土砂災害、浸水害）」として発表するため、大雨警報の欄

中、（浸水害）は「大雨警報（浸水害）」、（土砂災害）は「大雨警報（土砂災害）」の基準をそれぞ

れ示している。  

（５） 大雨警報・注意報の表面雨量指数基準は、市町村の域内において単一の値をとる。 

（６） 大雨警報・注意報の土壌雨量指数基準は 1km 四方毎に設定しているが、本表には市町村の

域内における基準の最低値を示している。 

（７） 洪水警報・注意報の流域雨量指数基準は、各流域のすべての地点に設定しているが、本表に

は主要な河川における代表地点の基準値を示している。欄が空白の場合は、当該市町村にお

いて主要な河川は存在しないことを表している。 

（８） 洪水警報・注意報の複合基準は、主要な河川における代表地点の（表面雨量指数，流域雨量

指数）の組み合わせによる基準値を示している。 

（９） 地震や火山の噴火等、不測の事態により気象災害にかかわる諸条件が変化し、通常の基準を

適用することが適切でない状態となることがある。このような状態がある程度長期間継続すると

考えられる場合には、特定の警報・注意報について、対象地域を必要最小限の範囲に限定し

て「暫定基準」を設定し、通常より低い基準で運用することがある。 

※ 令和８年５月下旬に運用を開始する新しい防災気象情報による注意報・警報の基準は

以下のURLを参照ください。 

https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/kijun/index.html 

＜参考＞ 

① 土壌雨量指数：降雨による土砂災害リスクの高まりを示す指標で、土壌中に貯まっている雨水

の量を示す指数。 

② 流域雨量指数：河川の上流域に降った雨による、下流の対象地点の洪水害リスクの高まりを示

す指標で、降った雨水が地表面や地中を通って時間をかけて河川に流れ出し、さらに河川に沿って流

れ下る量を示す指数。 

③ 表面雨量指数：短時間強雨による浸水害リスクの高まりを示す指標で、降った雨が地表面にたまって

いる量を示す指数。 
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特別警報・危険警報・警報・注意報 

（１）特別警報・危険警報・警報・注意報 

 気象現象により災害が発生するおそれがあるときなどには「注意報」が、重大な災害が発生する

おそれがあるときなどには「警報」が、重大な災害等が起こるおそれが大きく、避難が必要なとき

には「危険警報」が、予想される現象が特に異常であるため重大な災害が発生するおそれが著しく

大きいときには「特別警報」が、市町村ごとに発表される。また、土砂災害や低い土地の浸水、中

小河川の増水･氾濫、竜巻等による激しい突風、落雷等により実際に危険度が高まっている場所は

「キキクル」や「雷ナウキャスト」、「竜巻ナウキャスト」等で発表される。なお、大雨の警報等が

発表された場合のテレビやラジオによる放送等では、市町村等をまとめた地域の名称が用いられる

場合がある。 

 

（２）特別警報・危険警報・警報・注意報の名称と概要（警戒レベル相当情報） 

警報等の名称等 概  要 

レベル５ 

特別警報 

（警戒 

レベル５

に相当） 

レベル５ 

大雨特別警報 

大雨による重大な浸水害等※1 が切迫または既に発生し

ているおそれが大きく、身の安全の確保が必要な場合に

発表。 

レベル５ 

土砂災害特別

警報 

大雨による重大な土砂災害が切迫または既に発生して

いるおそれが大きく、身の安全の確保が必要な場合に発

表。 

レベル５ 

氾濫特別警報 

河川※2 氾濫による重大な災害が切迫または既に発生し

ているおそれが大きく、身の安全の確保が必要な場合に

発表。 

レベル５ 

高潮特別警報 

高潮による重大な浸水害等が切迫または既に発生して

いるおそれが大きく、身の安全の確保が必要な場合に発

表。 

レベル４ 

危険警報 

（警戒レ

ベル４に

相当） 

レベル４ 

大雨危険警報 

大雨による重大な浸水害等※1 が起こるおそれが大き

く、避難が必要な状況の場合に発表。 

レベル４ 

土砂災害危険

警報 

大雨による重大な土砂災害が起こるおそれが大きく、避

難が必要な状況の場合に発表。 

レベル４ 

氾濫危険警報 

河川※2 氾濫による重大な災害が起こるおそれが大き

く、避難が必要な状況の場合に発表。 

レベル４ 

高潮危険警報 

高潮による重大な災害が起こるおそれが大きく、避難が

必要な状況の場合に発表。 

レベル３

警報 

（警戒レ

ベル３に

レベル３ 

大雨警報 

大雨による重大な浸水害等※1 が起こるおそれがあり、

一定時間以内に避難が必要な状況となる場合に発表。 

レベル３ 

土砂災害警報 

大雨による重大な土砂災害が起こるおそれがあり、一定

時間以内に避難が必要な状況となる場合に発表。 
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相当） レベル３ 

氾濫警報 

河川※2 氾濫による重大な災害が起こるおそれがあり、

一定時間以内に避難が必要な状況となる場合に発表。 

レベル３ 

高潮警報 

高潮による重大な災害が起こるおそれがあり、一定時間

以内に避難が必要な状況となる場合に発表。 

レベル２

注意報 

（警戒レ

ベル２） 

レベル２ 

大雨注意報 

大雨による浸水害等※1 が起こるおそれのある場合に発

表。 

レベル２ 

土砂災害注意

報 

大雨による土砂災害が起こるおそれのある場合に発表。 

レベル２ 

氾濫注意報 

河川※2 氾濫による災害が起こるおそれのある場合に発

表。 

レベル２ 

高潮注意報 

高潮による重大な災害が起こるおそれがある場合に発

表。 

※１ 大雨の注意報・警報等は、内水氾濫による浸水害及び洪水予報河川以外の河川の

外水氾濫を対象に発表。 

※２ 洪水予報河川（沖縄県は対象となる洪水予報河川はありません） 

 

特別警報・警報・注意報の名称と概要（警戒レベル相当情報以外） 

警報等の名称等 概  要 

特 別 警

報 

暴風特別警報 
暴風が特に異常であるため重大な災害が発生するおそれが著

しく大きいと予想されたときに発表。 

波浪特別警報 
高い波が特に異常であるため重大な災害が発生するおそれが

著しく大きいと予想されたときに発表。 

警報 

暴風警報 
暴風により重大な災害が発生するおそれがあると予想された

ときに発表。 

波浪警報 
高い波により重大な災害が発生するおそれがあると予想され

たときに発表。 

注意報 

強風注意報 
強風により災害が発生するおそれがあると予想されたときに

発表。 

波浪注意報 
高い波により災害が発生するおそれがあると予想されたとき

に発表。 

濃霧注意報 
濃い霧により災害が発生するおそれがあると予想されたとき

に発表。  

雷注意報 

落雷により災害が発生するおそれがあると予想されたときに

発表。また、発達した雷雲の下で発生することの多い竜巻等

の突風や「ひょう」による災害への注意喚起が付加される場

合あり。急な強い雨への注意も雷注意報で呼びかけ。 
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乾燥注意報 

空気の乾燥により災害が発生するおそれがあると予想された

ときに発表。具体的には、火災の危険が大きい気象条件が予

想されたときに発表。 

 

霜注意報 

霜により災害が発生するおそれがあると予想されたときに発

表。具体的には、早霜や晩霜により農作物への被害が発生す

るおそれがあるときに発表。 

低温注意報 

低温により災害が発生するおそれがあると予想されたときに

発表。具体的には、低温による農作物等への著しい被害や、

冬季の水道管凍結や破裂による著しい被害が発生するおそれ

があるときに発表。 

 
（３）キキクル等 

キキクル等の種類と概要 

種 類 内 容 

浸水キキクル 短時間強雨による浸水害発生の危険度の高まりの予測を地図上で 1 ㎞

四方の領域ごとに５段階に色分けして示す情報。１時間先までの表面

雨量指数の予測を用いて常時 10 分ごとに更新しており、大雨の警報等

が発表されたときに、危険度が高まっている場所を面的に確認するこ

とができる。 

・「災害切迫」（黒）：命の危険があり直ちに身の安全を確保する必要が

あるとされる警戒レベル５に相当。 

・「危険」（紫）：危険な場所から避難する必要があるとされる警戒レベ

ル４に相当。 

・「警戒」（赤）：高齢者等が危険な場所から避難する必要があるとされ

る警戒レベル３に相当。 

・「注意」（黄）：ハザードマップによる災害リスクの再確認等、避難に

備え自らの避難行動の確認が必要とされる警戒レベル２に相当。 

洪水キキクル 指定河川洪水予報の発表対象ではない中小河川（水位周知河川及びそ

の他河川）の洪水害発生の危険度の高まりの予測を地図上で河川流路

を概ね 1 ㎞ごとに５段階に色分けして示す情報。 

３時間先までの流域雨量指数の予測を用いて常時 10 分ごとに更新して

おり、大雨の警報等が発表されたときに、危険度が高まっている場所

を面的に確認することができる。 

・「災害切迫」（黒）：命の危険があり直ちに身の安全を確保する必要が

あるとされる警戒レベル５に相当。 

・「危険」（紫）：危険な場所から避難する必要があるとされる警戒レベ

ル４に相当。 

・「警戒」（赤）：高齢者等が危険な場所から避難する必要があるとされ
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る警戒レベル３に相当。 

・「注意」（黄）：ハザードマップによる災害リスクの再確認等、避難に

備え自らの避難行動の確認が必要とされる警戒レベル２に相当。 

土砂キキクル 大雨による土砂災害発生の危険度の高まりの予測を、地図上で１km 四

方の領域ごとに５段階に色分けして示す情報。最大６時間先までの雨

量分布及び土壌雨量指数の予測を用いて常時 10 分ごとに更新してお

り、土砂災害の警戒等が発表されたときに、危険度が高まっている場

所を面的に確認することができる。 

・「災害切迫」（黒）：命の危険があり直ちに身の安全を確保する必要が

あるとされる警戒レベル５に相当。 

・「危険」（紫）：危険な場所から避難する必要があるとされる警戒レベ

ル４に相当。 

・「警戒」（赤）：高齢者等が危険な場所から避難する必要があるとされ

る警戒レベル３に相当。 

・「注意」（黄）：ハザードマップによる災害リスクの再確認等、避難に

備え自らの避難行動の確認が必要とされる警戒レベル２に相当 

流域雨量指数の予測値 各河川の上流域での降雨による、下流の対象地点の洪水危険度の高ま

りの予測を、警報等の基準への到達状況に応じて危険度を色分けした

時系列で示す情報。流域内におけるウ雨量分布の実況と６時間先まで

の雨量分布の予測（解析雨量及び降水短時間予報等）を用いて常時 10

分ごとに更新している。 

大雨キキクル 浸水キキクルと洪水キキクルのメッシュを重ね合わせ、危険度の高い

色を優先的に表示したもの。 
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津波警報等の種類と発表基準 

 

（１）大津波警報・津波警報・津波注意報 

ア．大津波警報、津波警報、津波注意報の発表等 

気象庁は、地震が発生した時は地震の規模や位置を速やかに推定し、これらをもとに沿岸で予想

される津波の高さを求め、地震が発生してから約３分を目標に大津波警報、津波警報又は津波注意

報（以下これらを「津波警報等」という）を津波予報区単位で発表する。 

津波警報等とともに発表する予想される津波の高さは、通常は５段階の数値で発表する。ただし、

地震の規模がマグニチュード８を超えるような巨大地震に対しては、精度のよい地震の規模をすぐ

に求めることができないため、津波警報等発表の時点では、その海域における最大の津波想定等を

もとに津波警報等を発表する。その場合、最初に発表する大津波警報や津波警報では、予想される

津波の高さを「巨大」や「高い」という言葉を用いて発表し、非常事態であることを伝える。予想

される津波の高さを「巨大」などの言葉で発表した場合には、その後、地震の規模が精度よく求め

られた時点で津波警報等を更新し、津波情報では予想される津波の高さも数値で発表する。 

 

津波警報等の種類と発表される津波の高さ（注）等 

津波警報等

の種類 
発表基準 

発表される津波の高さ 

想定される被害と取るべ

き行動 数値での発表 

（予想される津波の高さ区分） 

巨大地震

の場合の

発表 

大津波警報 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

予想される津波の

最大波の高さが高

いところで３ｍを

超える場合 

10ｍ超 

（10ｍ＜予想される津波の最大

波の高さ） 
巨大 

巨大な津波が襲い、木造

家屋が全壊・流失し、人

は津波による流れに巻き

込まれる。沿岸部や川沿

いにいる人は、ただちに

高台や津波避難ビルなど

安全な場所へ避難する。

警報が解除されるまで安

全な場所から離れない。 

 

 

10ｍ 

（５ｍ＜予想される津波の最大

波の高さ≦10ｍ） 
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５ｍ 

（３ｍ＜予想される津波の最大

波の高さ≦５ｍ） 

津波警報 

予想される津波の

最大波の高さが高

いところで１ｍを

超え、３ｍ以下の

場合 

３ｍ 

（１ｍ＜予想される津波の最大

波の高さ≦３ｍ） 

高い 

標高の低いところでは津

波が襲い、浸水被害が発

生する。人は津波による

流れに巻き込まれる。  

沿岸部や川沿いにいる人

はただちに高台や津波避

難ビルなど安全な場所へ

避難する。警報が解除さ

れるまで安全な場所から

離れない。  

 

津波注意報 

予想される津波の

最大波の高さが高

いところで0.2ｍ

以上、１ｍ以下の

場合であって、津

波による災害のお

それがある場合 

１ｍ 

（0.2ｍ≦予想される津波の最

大波の高さ≦１ｍ） 

（表記し

ない） 

海の中では人は速い流れ

に巻き込まれ、また、養

殖いかだが流出し小型船

舶が転覆する。海の中に

いる人はただちに海から

上がって、海岸から離れ

る。海水浴や磯釣りは危

険なので行わない。 

注意報が解除されるまで

海に入ったり海岸に近付

いたりしない。 

 

※大津波警報を特別警報に位置付けている。 

（注）「津波の高さ」とは、津波によって潮位が高くなった時点における潮位と、その時点に津波が

なかったとした場合の潮位との差であって、津波によって潮位が上昇した高さをいう。 

イ 津波警報・注意報の種類と基準 
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大津波警報：津波により重大な災害が発生するおそれが著しく大きいと予想されるとき発表（予想

される津波の最大波の高さが高いところで３ｍを超える場合） 

津波警報：津波による重大な災害のおそれがあると予想されるとき発表（予想される津波の最大波

の高さが高いところで１ｍを超え、３ｍ以下の場合） 

津波注意報：津波による災害のおそれがあると予想されるとき発表（予想される津波の最大波の高

さが高いところで０．２ｍ以上、１ｍ以下の場合） 

津波予報：津波による災害のおそれがないと予想されるとき発表 

  

ウ 津波警報等の留意事項等 

・沿岸に近い海域で大きな地震が発生した場合、津波警報等の発表が津波の襲来に間に合わない場合

がある。 

・津波警報等は、精査した地震の規模や実際に観測した津波の高さをもとに、更新する場合もある。 

・津波による災害のおそれがなくなったと認められる場合、津波警報等の解除を行う。このうち、津

波の観測状況等により、津波が更に高くなる可能性は小さいと判断した場合には、津波の高さが津

波注意報の発表基準未満となる前に、海面変動が継続することや留意事項を付して解除を行う場

合がある。 

・ どのような津波であれ、危険な地域からの一刻も早い避難が必要であることから、市町村は、高

齢者等避難は発令せず、基本的には避難指示のみを発令する。また、緊急安全確保は基本的には発

令しない。 

・ 大津波警報、津波警報、津波注意報により、避難の対象とする地域が異なる。 

 

（２）津波情報 

ア．津波情報の発表等 

気象庁は、津波警報等を発表した場合には、各津波予報区の津波の到達予想時刻や予想される津

波の高さ、各観測点の満潮時刻や津波の到達予想時刻等を津波情報で発表する。 

 

津波情報の種類と発表内容 

情報の種類 発表内容 

津波到達予想時刻・予想される津波

の高さに関する情報 

 

各津波予報区の津波の到達予想時刻（※１）や予想さ

れる津波の高さ（発表内容は「津波警報等の種類と発

表される津波の高さ等」の表に記載）を発表 

各地の満潮時刻・津波到達予想時刻

に関する情報 

主な地点の満潮時刻や津波の到達予想時刻を発表 

津波観測に関する情報 沿岸で観測した津波の時刻や高さを発表（※２） 

沖合の津波観測に関する情報 沖合で観測した津波の時刻や高さ、及び沖合の観測値

から推定される沿岸での津波の到達時刻や高さを津波

予報区単位で発表（※３） 

  

 （※１）この情報で発表される到達予想時刻は、各津波予報区でもっとも早く津波が到達する時刻で

ある。場所によっては、この時刻よりも１時間以上遅れて津波が襲ってくることもある。 

（※２）津波観測に関する情報の発表内容について 
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  ・沿岸で観測された津波の第１波の到達時刻と押し引き、及びその時点までに観測された最大波の

観測時刻と高さを発表する。 

  ・最大波の観測値については、大津波警報又は津波警報を発表中の津波予報区において、観測され

た津波の高さが低い間は、数値ではなく「観測中」の言葉で発表して、津波が到達中であること

を伝える。 

 

沿岸で観測された津波の最大波の発表内容 

警報・注意報の発表状況 観測された津波の高さ 内容 

大津波警報 
1ｍ超 数値で発表 

1ｍ以下 「観測中」と発表 

津波警報 
0.2ｍ以上 数値で発表 

0.2ｍ未満 「観測中」と発表 

津波注意報 （すべての場合） 
数値で発表（津波の高さがごく
小さい場合は「微弱」と表現） 

 

（※３）沖合の津波観測に関する情報の発表内容について 

 ・沖合で観測された津波の第１波の観測時刻と押し引き、その時点までに観測された最大波の観測時

刻と高さを観測点ごとに発表する。また、これらの沖合の観測値から推定される沿岸での推定値

（第１波の推定到達時刻、最大波の推定到達時刻と推定高さ）を津波予報区単位で発表する。 

 ・最大波の観測値及び推定値については、沿岸での観測と同じように避難行動への影響を考慮し、一

定の基準を満たすまでは数値を発表しない。大津波警報又は津波警報が発表中の津波予報区にお

いて、沿岸で推定される津波の高さが低い間は、数値ではなく「観測中」（沖合での観測値）また

は「推定中」（沿岸での推定値）の言葉で発表して、津波が到達中であることを伝える。 

 

沖合で観測された津波の最大波（観測値及び沿岸での推定値（注））の発表内容 

津波警報・注意報の

発表状況等 
沿岸で推定される津波の高さ 発表内容 

大津波警報 

３ｍ超 
沖合での観測値、沿岸での推定値

とも数値で発表 

３ｍ以下 
沖合での観測値を「観測中」、沿岸

での推定値を「推定中」と発表 

津波警報 

１ｍ超 
沖合での観測値、沿岸での推定値

とも数値で発表 

１ｍ以下 
沖合での観測値を「観測中」、沿岸

での推定値を「推定中」と発表 

津波注意報 （すべての場合） 
沖合での観測値、沿岸での推定値
とも数値で発表 

（注）沿岸から距離が100kmを超えるような沖合の観測点では、津波予報区との対応付けが難しいため、

沿岸での推定値は発表しない。また、最大波の観測値については数値ではなく「観測中」の言葉で

発表して、津波が到達中であることを伝える。 
 

イ．津波情報の留意事項等 

① 津波到達予想時刻・予想される津波の高さに関する情報 
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・津波到達予想時刻は、津波予報区のなかで最も早く津波が到達する時刻である。同じ津波予

報区のなかでも場所によっては、この時刻よりも数十分、場合によっては１時間以上遅れて

津波が襲ってくることがある。 

・津波の高さは、一般的に地形の影響等のため場所によって大きく異なることから、局所的に

予想される津波の高さより高くなる場合がある。 

② 各地の満潮時刻・津波到達予想時刻に関する情報 

・津波と満潮が重なると、潮位の高い状態に津波が重なり、被害がより大きくなる場合があ

る。 

③ 津波観測に関する情報 

・津波による潮位変化（第１波の到達）が観測されてから最大波が観測されるまでに数時間以

上かかることがある。 

・場所によっては、検潮所で観測した津波の高さよりも更に大きな津波が到達しているおそれ

がある。 

④ 沖合の津波観測に関する情報 

・津波の高さは、沖合での観測値に比べ、沿岸では更に高くなる。 

・津波は非常に早く伝わり、「沖合の津波観測に関する情報」が発表されてから沿岸に津波が

到達するまで５分とかからない場合もある。また、地震の発生場所によっては、情報の発表

が津波の到達に間に合わない場合もある。 

 

（３）津波予報 

気象庁は、地震発生後、津波による災害が起こるおそれがない場合には、以下の内容を津波予報で発

表する。 

 

 

津波予報の発表基準と発表内容 

 発表基準 発表内容 

 

津波が予想されないとき 

（地震情報に含めて発表） 

津波の心配なしの旨を発表 

0.2m未満の海面変動が予想されたと

き（津波に関するその他の情報に含

めて発表） 

高いところでも0.2m未満の海面変動のため

被害の心配はなく、特段の防災対応の必要

がない旨を発表 

津波注意報の解除後も海面変動が継

続するとき（津波に関するその他の

情報に含めて発表） 

津波に伴う海面変動が観測されており、今

後も継続する可能性が高いため、海に入っ

ての作業や釣り、海水浴等に際しては十分

な留意が必要である旨を発表 
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（４）津波予報区 

日本の沿岸は66の津波予報区に分かれている。そのうち、沖縄県が属する津波予報区は、以下のとお

りである。 

沖縄県が属する津波予報区に対応する市町村 

津波予報区 市町村名 

沖縄本島地方 名護市、大宜味村、国頭村、東村、宜野座村、金武町、うるま市、沖縄市、

北中城村、中城村、西原町、八重瀬町、糸満市、豊見城市、渡嘉敷村、座間

味村、久米島町、粟国村、那覇市、浦添市、宜野湾市、北谷町、嘉手納町、

読谷村、恩納村、本部町、伊江村、伊平屋村、伊是名村、今帰仁村、渡名喜

村、 南城市、与那原町 

大東島地方 北大東村、南大東村 

宮古島・八重山地方 宮古島市、石垣市、多良間村、竹富町、与那国町 
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１、県庁からの通話

（１）　県庁内線から各合庁へ （２）県庁内線から各端末局へ

○ 北部土木事務所　維持管理班 ○ ６－（NW専用電話番号）
６－９９１１

○ 中部土木事務所　維持管理班
６－９９１２

○ 南部土木事務所　維持管理班
６－９９１３

○ 宮古事務所　総務課
６－９９１４

○ 八重山事務所　総務課
６－９９１５

２、端末局Ａ（ホットライン）からの通話 ※受話器を上げる前に「自内線ボタン」を押す。

（１）端末局Ａから県庁内線へ （２）端末局Aから端末局Aへ

○ ７１－（県庁内線番号） ○ （NW専用電話番号）のみ

（３）端末局Aから端末局Bへ

○ （相手機関の局番号）－（相手機関のＮＷ専用番号）

３、端末局Ｂ（遠隔制御器）からの通話

（１）端末局Ｂから県庁内線へ （２）端末局Ｂから端末局Aへ

○ ＊－７１－（県庁内線番号） ○ ＊－（NW専用電話番号）

（３）端末局Ｂから端末局Ｂへ

○ （相手機関の局番号）－（相手機関のＮＷ専用番号）

※消防防災対策課ＮＷ専用電話番号

（電話のかけ方）

沖縄県総合行政情報通信ネットワーク電話番号

課名 ＮＷ専用電話番号
9901

消防防災対策課
（端末局Ａ）

9906
9905
9904
9903
9902
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沖縄県総合行政情報通信ネットワーク電話番号一覧（市町村）

地　　区 市町村名 代表部署
端末局
グループ

NW専用
電話番号

名護市 総務課 端末局A 9921 0980-53-1212

国頭村 総務課 端末局A 9922 0980-41-2101

大宜味村 総務課 端末局A 9923 0980-44-3001

東村 総務財政課 端末局A 9924 0980-43-2201

今帰仁村 総務課 端末局A 9925 0980-56-2101

本部町 総務課 端末局A 9926 0980-47-2101

恩納村 総務課 端末局A 9927 098-966-1200

宜野座村 総務課 端末局A 9928 098-968-5111

金武町 総務課 端末局A 9929 098-968-2111

伊江村 総務課 端末局A 9930 0980-49-2001

伊平屋村 企画財政課 端末局A 9931 0980-46-2005

伊是名村 総務課 端末局A 9932 0980-45-2001

うるま市 危機管理課 端末局A 9933 098-979-6760

宜野湾市 防災危機管理室 端末局A 9934 098-892-3151

浦添市 情報政策課 端末局A 9935 098-876-1263

沖縄市 防災課 端末局A 9936 098-939-7773

読谷村 総務課 端末局A 9937 098-982-9201

嘉手納町 情報政策課 端末局A 9938 098-956-1111

北谷町 基地・安全対策課 端末局A 9939 098-982-7753

北中城村 総務課 端末局A 9940 098-935-2233

中城村 総務課 端末局A 9941 098-895-2131

西原町 環境安全課 端末局A 9942 098-945-5018

那覇市 情報政策課 端末局A 9943 098-861-0350

糸満市 秘書防災課 端末局A 9944 098-840-8245

豊見城市 総務課 端末局A 9945 098-850-8165

南城市 DX推進課 端末局A 9946 098-917-5377

八重瀬町 総務課 端末局A 9947 098-998-2200

与那原町 生活環境安全課 端末局A 9948 098-945-4688

南風原町  総務課 端末局A 9949 098-889-4415

久米島町 総務課 端末局A 9950 098-985-7121

渡嘉敷村 総務課 端末局A 9951 098-987-2321

座間味村 総務課 端末局A 9952 098-987-2311

粟国村 総務課 端末局A 9953 098-988-2016

渡名喜村 総務課 端末局A 9954 098-989-2002

南大東村 総務課 端末局A 9955 09802-2-2001

北大東村 総務課 端末局A 9956 09802-3-4001

宮古島市 防災危機管理課 端末局A 9957 0980-72-3751

多良間村 総務財政課 端末局A 9958 0980-79-2011

石垣市 DX課 端末局A 9959 0980-83-1672

竹富町 防災危機管理課 端末局A 9960 0980-82-1109

与那国町 総務課 端末局A 9961 0980-87-2241

宮古地区

八重山地区

ＮＴＴ電話

北部地区

中部地区

南部地区

大東地区
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沖縄県総合行政情報通信ネットワーク電話番号一覧（消防機関）

地　　区 消防本部名 代表部署 端末局グループ 局番号
ＮＷ専用
電話番号

名護市消防本部 通信室 端末局B 600 4 0980-52-2119

国頭地区行政事務組合消防本部 指令室 端末局A 不要 9526 0980-41-5100

本部町今帰仁村消防組合消防本部 通信室 端末局B 602 4 0980-47-7119

金武地区消防衛生組合消防本部 通信室 端末局B 603 4 098-923-0991

沖縄市消防本部 通信指令室 端末局B 604 4 098-923-1426

宜野湾市消防本部 通信指令室 端末局B 605 4 098-892-2299

浦添市消防本部 通信室 端末局B 606 4 098-877-6123

うるま市消防本部 署事務室 端末局B 607 4 098-973-4838

比謝川行政事務組合ニライ消防本部 警備事務室 端末局B 608 4 098-956-9934

中城北中城消防組合消防本部 通信指令室 端末局B 609 4 098-935-4748

那覇市消防局 通信指令室 端末局B 610 4 098-868-9911

糸満市消防本部 作戦会議室 端末局B 611 4 098-992-3661

豊見城市消防本部 通信室 端末局B 612 4 098-850-0529

島尻消防組合消防本部 通信指令室 端末局B 613 4 098-948-2512

東部消防組合消防本部 消防署 端末局B 614 4 098-946-9999

久米島町消防本部 通信指令室 端末局B 615 5 098-985-3281

宮古地区 宮古島市消防本部 警防課 端末局B 616 5 0980-72-0943

八重山地区 石垣市消防本部 1階事務所 端末局B 617 5 0980-82-0119

沖縄県総合行政情報通信ネットワーク電話番号一覧（県出先関係機関）

地　区 県出先機関名 代表部署 端末局グループ 局番号
NW専用
電話番号

北部土木事務所 維持管理班 端末局A 不要 9911 0980-53-1787

北部保健所 総務企画班 端末局B 640 4 0980-52-2714

北部病院 総務課 端末局B 660 4 0980-52-2719

中部土木事務所 維持管理班 端末局A 不要 9912 098-894-6512

中部病院 設備・調達課 端末局B 661 4 098-973-4315

南部土木事務所 維持管理班 端末局A 不要 9913 098-867-2941

南部保健所 総務企画班 端末局B 641 4 098-889-6351

南部医療センター・こども医療センター 総務課 端末局B 662 4 098-888-0123

宮古事務所 総務課 端末局A 不要 9914 0980-72-2551

宮古保健所 総務企画班 端末局B 642 4 0980-72-2420

宮古病院 総務課 端末局B 663 4 0980-72-3151

八重山事務所 総務課 端末局A 不要 9915 0980-82-3040

八重山病院 総務課 端末局B 664 4 0980-87-5557

地　区 防災関係機関名 代表部署 端末局グループ 局番号
NW専用
電話番号

沖縄気象台 業務課 端末局B 680 4 098-833-4283

第十一管区海上保安本部 救難課 端末局B 681 4 098-867-0118

ＮＨＫ沖縄放送局 技術部 端末局B 683 4 098-865-3662

日本赤十字社沖縄県支部 事業推進課 端末局B 684 4 098-835-1180

防災室 端末局B 4

災害対策本部 端末局B 3

陸上自衛隊(可搬型) 第１５旅団司令部 端末局B 682 不要 098-857-1155

ＮＴＴ電話

南部地区

ＮＴＴ電話

北部地区

中部地区

宮古地区

八重山地区

南部地区

沖縄電力 098-877-2341685

ＮＴＴ電話

北部地区

中部地区

南部地区

沖縄県総合行政情報通信ネットワーク電話番号一覧（防災関係機関）
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